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11 "云法人 i)制改革 (:;(¥()t;ノ↑ ) (J)批判ITl検討円1

I r06新法J その前史、及びその立法過程一一回それらの葉

本的側笛についての批判的総括:

制IU、成すtをの現段陥でiょ今や、大方ぴ〉苅係巧!の問心(よ(卜述のように)、，06 

実法に向けて的主主主主的封応lご向かいつつあ。上うに佐、われるが、それだ

けにまさにこの均点で、長n"u、 :::-u~~にい「るまでの歴史的流1し. 'l:T~' その 8'~'l)ょ

と、新法とたいの引!E;~.手引を分析・統一括 L 、そのなかで新法を(その情~i' 臼

と問題性とをとむ hコ批判的に位恒~j~J評価しておくテとは、司Îi1、が、氏iL-

公益法人市 fi{O) ・ぱ?)~制定悦 11()ij来はじめてのた改吊である Jいう州日J同

川 t こ、(指示に次ぐ~R~(r:;よ;土〆しての :;PU法炉内閣~~で(工、新i去のと〕れが}

折りしも}~ P 0;:云制定後10千ド口い当たること栄、そのような烹味?、非干IJ法

人}こからするふ本法の第二の柑史11守1ボソク'!:[ffiI '-4--!~七のであふ v と、;ょ行「ズ巳

できな1.'-~ころで志るた i 打、ノ\しに百叫、あるこ/: i与える

ト咋:は、 L本干i'J: ~:;jl-.'1-1じ引、l'江主j9'::C9)j71' 政令~~75号 lこより、新法的党行

則ヨ;止す成~(j年 12008主ìU月 1 日と決託 、lH方 :'¥ P Oi1、のそれは|ア成10

年lZJ]lHTあったに

そして 佼!日万法論的次えからみてそ2 、いろまでもなく帯法 b また、社会 :'i-~

瑚:~ミグ〉、ぞれゆえにまた l法史的な l予京であっこ、それを、その計二号ヌキ;こ l 凶

作Jな論理の次元で整理 理併する kことやも η てポJ事足れりとするのかでは、到

底その渋相li:jJること以'-H来ないよう:思わιるい

ぷ上のような陀足首 J止の f，と、十九j'~ ，(-;之、まず泊二件では、

i主までのj 有史(T いを、とくに場í-iJ、とた ν 吋)制定;1&l'，'と i 包容のt~j ギ 許

宏に ζJ 七レレバノシーや有すると巴わt!る特悦 r11e1.ン庁さ彫 i):こする上うな鋭

点から概奴U21LY4芝2・先析し、 ，1 
2 を、とくにNI'O法と川町比、ないし(本稿。〕玉論ともし:うべき、次項i

牙幻τ6引新i1、のノ、riflHHとの関連「も その問題山を批判，"に検ますることと

γる。

1-1 (06新法成立前後までの)前史:

A)序

199お千j--~，ご:-&ウ L丈1\つ O?)~U:~()6新1);0) 山史之主去る際にはい弓までもなぜ、

二日社58(4 > 4SJ 2C79 I'lG I 



サ屯ノ ι 

ょ℃法‘ j~ iri:、法人制度治?で後の 100'1 ;拾のJI，!:_:12にと勺ても、そのじえ]拝上ちfuU屯過

程(})，~，~;でも ま包に工刀、 y ク・メイキ J グなことであハたと考えられる それ

抑え 4<去における Ld2.IがJ'主」も、くよによりもこのすPO 出成，，-))前と校;二分

けt蜂:ffjiトミ討 Fゐ二円が泊v;-cあろう jーなわち、ま「、:'.JPO成ユム副u'J)問題

対、;:Sl~ を、 とくに民法・公去を法人制度を~+-1心と v た法人法制の 1 とれLへ

の 'J ず l辻・ ~l:L止J上巾民J拘中

L I，BI入、 ついでNP01:けj、[じ〆丈介hしい、♂の)#制制計訓l定j過畳千科半なし、叫LI山勾主谷当σの)判f依長.問題点 手先J

r， 1本l 巧にうJ'-trj"蛙珂 L 、 ~f:を t こ以上(T; 'iY~~f; を兼ねて、 ::\PO示の 0J(i[ . Eれが7

え丈ii-iJ:ru ~\のイムパノJ トを詩単に芥程一4 る !Cj コい?、 \'1998 ~ド NPO

11、叫占から 1--l)(1~~Ji- l'1~~ t岳山市{長王での いわば1 I中問問J1段階における (X

P [l J_，:.VJト0)) I羽連;m料"去制。)主要動向につき、その批判的検討をおこなうこと

と-iる(f))"

B)NPOl!成立前の関越状況とそれへの社会的対応

J:('、 CU:、(N POV、成 i'r-rilIの，くに公主主γi、人を 1:'心c::L l.::)ド辺元;九1、人iJ、

iblの某ノド間間取状況.，病瑚.1) (3 -- 1;' こ、 lぞれに丸卜する改革的kj)，おとし工

の) ~-l 政， _---:-r_ì~J、・市片山刀jザσ、↓要動向 (ι 2 )につ去、ぞれそ?れ分説するつ

B-1) r病理

イ)序 とく l二、品位内でその I，j~~J型.1 ~.~Jまを見ておくことの意説。必~~十

1 . 1 ト三病三田 j 乙(ム (t¥' P Oil成立官官の、 士、Lん ()S新誌の泊L後

その示制度へ的完全;fi>fj'まとは打続1ることとなる〕民法・公え止法ヘ争

中心J--: Tゐ非営利口、八"人弁制収)をめくる社会的な民の'i~-，;JHf( U:く

じ、本慌が、 招して ，-J_'~説法八日 11記 j と件ぶもの)をmt_ 、 r;Jして以

下ごは、ます、その「苅刃，ワ111"，'て -:JミたるしI、制見lトJ恨河・己完，'.とし

てあった Ll~it; :)'1-:4'，ーや、その基本的概念安京ご t に、そのか γ、過科での論

議〉ての茶くもl可問題と 1" う間前から批判的に牧誕~ (こ!)、そして、そ

の3.1条の解釈。沼田とその桔呆と L亡叢'1したげ内躍は象としてし引「公

存、 そ Cσ'1けf 病J肝E叫午 4 の~↑ρノへ、 i的ド拘1波わア @苛計祁i目;吐形i態とし 斗、".凱刀から、

liつl

-: . 2! ところ P、U)6担l法のもと P、[立法・公主主法人間jlji規定が剖町、され、

あらたな判定ヘ心干;;1'が口前にjゴりつつ;jぅi)，ぞれゆえにまた、ぞのさ当

1071 ~lìJ、 S8i4'4日))2078 



11 "云法人 i)制改革 (:;(¥()t;ノ↑ ) (J)批判ITl検討円1

。) 1 公説法人 I-，I:-!也 J としぺ v川.1!l)lU裂とた v が過去の|州出と L て校 t~oHt:

方にi:jえ去ろ?と l，-c ~-)る)今この F-.j 山じ、その l 右珂J のあれこれの

円一込山現われ'.}工状引こそのれQi原げ品回引とを、めら丈めずH~tl(l(→

する (r凸j;奇を紙める l う;めは、，fuJ;1/，(か。

ぞの、;;i)----(l)、今;1約カつ実際的7ま我こしては、その l公伝法人t/iJ迫ー

こそが、::¥P Chょが直骨片時 克践し。うとした ;r]，可i:'J中の r'ic]:j河 と

もいみべき)沃制限のカベであ:)、そしてそこでも基本的lーは立肢でき

;1" ~、そのフJ ベグ) . tijA~ i':~彼M~ どし" -'1 ~;: f~ ':士、朴局今|ι! の(l仰l 法~= i) Iき

引がれた色の?あり、それゆえにまた、 OLi新法の筏るへ3辺鮮と剖日正の

た訟にはし￥うまともなく、 :¥POjL;ワJIf;i;![ 干↑miにとっ Lも、この l公

江;j~ 人間EE」の FLイ芋的川容とその豆史的 1F出、とや明碓 (~J~~Q ~てお〈こ

とは、むし"遊:7 て :~:l ，~ I~ :'~;ごい也、須''1-芯であるともいえるかレづである，

お の、その子午ゑi立、いわば干|会 ~I!J;，t，::史的'叫凶におけるf:::itであっ亡、

それは、今日のU6fhi'去カ 「行革:ζ いっ F立法的アン~ダの 541として、

出持・ポ要な C.t'l' の対者とこしてもJò寸 ~J.ーものは、少なくとも客観此歴史

的には、 r)~~-~lt伝人同 i忌 J iC jこノ本され、その背紋にあゐものであり、 で

れば要するに、 てのlτ|の 11円治幸の r-j!j代， 1"1家 相会の~"Kî:~肘"におけ

る、力の ì~i'f京子→導体制 J空手当のみるところ、その戦前日本記fJにおりる

かの i4CJ下吋冷'IJ 野口銭半2.~.{t; いわれる込のであり1;，': 

#える が主み;1¥したもろもろのj.i;，r:;')部日 (1~声 J リ J)>f! 0) ( ヤ{友円

山では þ~;\t的;こばややノト主めの)戒 i臣 (1 拍，*[胞 ) ，の つであ I1、

11本S'J:公 私」 l'ド h~j 同泡のー:二1人であり、そのような意味ミそ

れはま九、いわばこの国の l(iU年会内18貯に戦成紅会が今1: 

士でj主主的には引き祈って来た戦品目むなもの(-明治iンーム 1) 内

?をtとも lミえるものの一同ごあっ亡、iSLしまたそのような J百日本c今Icl

のω杭ι引玉、それら「税特J 0) (王1(，進行形での)治静的攻守マ(C泊損Jj
の 環として'kir;iっけゐこエができるijo上、その「治均j の校史的社会

的ヰぷを適切に理解し評11町jるためいほ、その「州弊 J と 州炉、 をI1

礁に即肝じておくことか、これまた(:，/.，;'旺とはし叩ないまも i 有1手む

あるこ，':IJfWかたからである弓

そしてそ乃最後の忠義て筆者が考えるものは、ユT司、-法j辛子:1'巾右

い¥..'f7't: ~と T'2'J子手必ずあ) '-， ぞれは、こ心 l公主主氏人間開 J (})法嗣的相~

二日社S8(4'44D)2C77 |出l



叶究ノ ト

i原たる、 31条を中 L、とする(明治)民法・法人規定の J 法過科 .~Wに

は、次」頁ですぐ見るように、その起ぐ1:1iの 到l向の政治的イデオロギー

酌ん向性が色濃く投影されているように盟、われるのであり、ひいてまた

それ以、人況だの立法過程・趣旨j は、わが「近代」国家小創則におけ

る基本レジーム牲備の一環としての民事法関連・基本法山編纂がもって

いた特妹日本的な政治的イデオU ギー併を、 r~'l、人11、加JJ という小さな

にから照射する貴重な素材であるということであって、家族法 相続法

のみならず、明治朗・財係法制整備のもっていた肘史的自義を、われわ

れ自身の今日的視点から批判的に再制定するという制点からも、また、

法典起l;i:7i'たちの(尚古賎i'i:l可権威ヱ義的神話化の風潮に抗LT)その

イデオ口ギー性政治、性もふくめた '1同・伸ぷイヒ」を虐行するという柑点

からも、興味深い研究対象である、ということができるからである(た

だし段後の点につい亡は本備は、伐念ながら、筆者自身の今後の本格的

研究のための 問題充見への 陪悌むしかないL

ィ・:1)なおまた、本」頁では「公訴i1、人」を「清志の恨源」として、その「州

理」や「訟の部分」のみにスボ yトライトをあてて、その現象とル ツ

を批判的に暴き出す、 誕の 削った「公採iJ、人ハッシング」との印象

をもたれる倶れなしとしないが、挙首U身、こうした「病理系」公益法

人は、イT也_-tる公持1'.1、人の 部(とくに後注「官製」公桧11、人)であっ

て、まさに凶の真。〕意味において l公益」活動の一端をにない、まさに

N POI吋有のメルクマール(政府セクターからの独立性はその不可欠の

当主素)を失わずに、健全かっ積極的建設的な活動を続けておられる、

そのような窓味で「正市系」公話法人こそがむしろ量的には多数である

ということも、重々認識しており、それを承知で、本稿ではもっぱら民

;1、 公訴i1、人以制の「病珂」の種々相に敢えて分析のtr白をおいたもの

であること、蛇足とはいえ、ここにお断りする次第である。

口) ，病理」の法制度的根源・出発点としての民法34条:

口・ 11民法34条 某本情造、問題のlifi在

[9!)J 

• I-.de r病理JJj，C象的法制度的根源にはこの31条が存ずること、それゆ

え州新法との問辿においては(前折は後者が何よりもまず改革の対象

としたものであるだけに)いうまでもなく、また次取のNPO法との

ItiJとS8(4'448)2076



11 "云法人 i)制改革 (:;(¥()t;ノ↑ ) (J)批判ITl検討円1

「到底におし、てもいーれが、;~ l' 0法制定への。その制度的発端ないし

汗弐，~あるものだけ t 口、ノ山長(/)草ん{商法・胡51了、それやめぐる問題

。〉所存を、(すでに少なからぬ斗の崎市・-m;-J議の帯夜があるにもかか

わ人γ) ，くにこの時古で本給な h の問占かム再設i叩 L再i宜~，ft c.t; 

くことは [うよ意義ある lことと-~.える。

ところに、 .iJ$を常l主する主'1'"ぺJ安玄と lそれらか与成る) 基本uSぬ

起活、じてそこでのコ ワ ド(土、しつまでもなく、「北三手'1~ eなかっ

公諮問~_:〆 L う官町、?の己主主法へ J (!ì 設止は、「ヱ務~ "庁 J'こよ

る l 許 d~ が要1'1 とされること、ぃ尽きる，

問して liil条;立、論珂lグ]にも、その一つ有のお条、及びその{去にf，j-者一ヲ
ヲ
ヰコ {平成lhイ|法律1--17守口、法の 抗争 ~t~ ずるけ-~1=rt J 引手よゐ改iF~

削除cグ】!15条第 l弐「常利ヲ R:"J }ス}レ社団 J、相teiitム設J.!...ノ条{e!

ニ f正ヒ之マμ、人卜為ス I トヲ品 J/ との右機:~0閥抗王におい亡 科、こし

てはじめ ζその出、設が互角干されへるよろ }t?、われる。コま'}、お条i

よれば、主ニ-c .~交じ I Ú~ ，人」なるものは、 γ ，IJ十がその成訂を認 J心 f

ものに以って、法的に成J.Lしうゐ、逆にいえ :j\ 記入ω~]:~:二 ι、ず句

らかの+ì~T;I![.iJ、心 l を必安と寸るのであっ亡、当 -!-I 苔({) li， :'l~ 目 7むだけτ 成

、ょ寸るとの子一義 f悦二主のようにスイス氏itfメ)条 !1 ，この原則に ~LつJ は

明不U'J(，:否定される さらにすl三すれば、 yj、f十的:は、 般，~自

然人たる?川人以外的ものEして、それに法的人格権利能 }Jが帰高廿

Lめムれるところ());: l'l人なるものはすべ、 l阜日U221す禁巳じあ，， 

て、法iずのぷカその禁!状むマピ(例外的に〉解除し}，る、というわけ

であゐ， C向山設立上義jの否定、そ:乃ぷうな凸Rこでの 1、人口、7ti上義J

r})採用1

京本法。ょ 梨fi~ (I)現代 HI詰化等」ぞ与|あたりの~k J.七作業;主主長とヲる

ものであゐが、結果u-~には谷8{)¥'はその上つな形式而い止まらぬ、

かつ立法手続的にも者過しえ企い同志内を寸Jもど亡、われる)実質改

iをも含むものであって、 !日巳「削r辛J r])烹-'JJ.i.;も含めてi主にめらた

め ι絞え i]!JJH ;;)) '~:;'1J:;~ :J 1:1;;;~T~-~ilEの組卜に hせることとする

そしてこのお決レの河係では、!-~~)意れんでの「公需ij、ヘJ I院しては、

本別条が、 33条に問 ~n~j I i云中J と1 て、 Jif ln了11J_~を(上μ己禁 11 --0)

二日社S8(4'441)2C7S )0ハl
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呆(?としてふグ〉設，1を認め、 1む);、'B刊1'+:i{に間 LTl土(土己‘

民法改iI前の引くL'を'長拠μ、AとL、子高l'i年以86I会干l.i1、」による全

面改正がの正法規定、こえ l ご"'1 6'1'号所 ~C)事三等を合心! d二百条件に

従っ j-j@丈の会社登記 的/:1.)を(:~1-除 l 条件〆して(常利)û、人〉

して認めレ):{l，る、とし A うわけ Eある (33条が上μ己35:'，'1'にもかぶるとし、

後ぅnとお柔と (1，i"l l系企強いと訪日~!() ~'"~説明すると 1 れば、ぞれように

~}t 1J}~"t ;~ì はかないであλ つ) なお、その Eつな!1:1，、では I~'r' J; 

ヱ義 :iiJJ三義如何の問題;土、 t:L人、上工法定主義 IJY~則禁

解除のための法律!の条刊(?)í5jl~ ~iJ的 l人一容， )1，:準如何C)~府立てあっ

卜而i'll μJ巳J ~lJNc)問題とは荷主王午 nr]; ，> 廿1 目〉た正全異に j ること

に件さすべきごめゐ

ぷ、上のよ"な慕ノヘ桝~~から tx:る的条 l土、 (ν くにその止法辺程おう論

誌、およびその成守後今日にいたるまでの訓議、な"'しそれがB担し

た現実的法的問怯状況芋をも、あわせ考慮γ人れてみるとき}、総じ

て))， 1二つに大31]L ，)る本不 ú~:rij忍抗議を E起「るこなコλ:

p."~~，ヨ l ゴ Ij守利巨的かっ公司t干場j 三I~J という l立刊の併明主ごい;__J.L法論

;江二~~di をめぐる防音問題

問題 2 卜記色味での l 公羊V、人J 'ワヲペ立 iっき、 l王努'計 1了」によ

ゐ 'ii'1-jfJを受件2::jえ、その起旨、その当雪山:Mとし 1う μ

らゥかと t 、え(ゴ止法j~~'0joこでの，i ;i日出。

J~.てでは、この つに分lT亡、それぞ?オL¥ ツ去 a とくにその立仏

過程に盟 1')、ドドliι的所有rC)歴史的背崇をいささかなりとモ明らうに L

F U 、k考えみが、九ιLここ Pのそれは、あくまでも次広以卜のお[討

作業に必!t:-と目立われゐ限度 税度にJっvミてであって、とくに、上己33

ないし:-;~';たの立は、組 rA等につい亡の民u、典Tマリ、過程 rの言 J説、ボアソ

Lード Ll~;た対立ペ外刊j/.当主l定との渇ュ主土争についてのl:I， i の日述;立、あ

くまでも、既成の研究主献に主し Lて似制した、そのような品川、で足

時 ，'yでのさい〆あ丈りの苓埠t巴あっ ι、恨めてイ、!';} ，~;: 'b 0)むしかIJ::l' ，υ 

それらのより ':f ち入った牧，すは今{去、本級品，~~i'，L ilJl i翰研究の);ki'i;]的lAlla

分の時と Lて下7Eしてv'る 口本近代にガける同イ4・;}、人綿織法

制の凶史;'":九よ・ fJ!.-司の主義司特質、それを支え/::<(訓肢と思想}の

批判的検討 l勾"
C"ノ子、、 その み者こにで山片:法号成\I_J~科での、そのjjt

~lìJ、 S8i4.44(;)207全



11 "云法人 i)制改革 (:;(¥()t;ノ↑ ) (J)批判ITl検討円1

判的志台市， ， とでも称すべきイl 究訳出をj茎1rする段:;-::fで、 度あらた

めてぷみることと LたL こ干での検討はそのための言 j};^-.1、盆f~ .問

也発見的車候作業でしかなし、二と fJ:J 1訴り Li~: し\

な rJまf¥以:'-c:土1;:(述の?セ宣「、 '--~~-----.:"':)の問題の λ ち、問題
どのjJから主有討をはじめることとす一る※υ

楽どくに、 l認 本:止の ~-l . 2オJよTr¥寸 fにおける!日iLl汁、およむ叫間;台

Kí!、編持i~lSにおにる論議の検討 U.. 、 tJ，-:-，' (1; な、、し~ ~l )にお

μ己したような干可fi;J対象 訓点ない:__t*nd'素材等を欠格させて、、ると
ν 、う玄叫、におし 3 ご IT'~~ 史研究とし、;;;t"'i、十分さや免れな v-，ものであ;ん

そのoも含め心、とく仁一史資料かIfj，'てのぷ治的検"すは、ノト設の
~\fUfIT~: Lて;':;1伝したい(その己主もまに、 研先/ 卜 ゆえのヂ I-j}

さLいうこでご宜主i限りた '."l)

~ 1) l...J己じ J夏日のもとに採り上げた訪日主的テーマはあ、までもそ
rL?れの t且 l' グj問題にrUl それにつ;JtíJ~ l_~ てσ〉ものであ h 、ぞれと

何十<<に羽山ずゐ以「のテ マ・誌ryiよ、令く同貯の外iこ青かれて

お打、そ万点ま守もってうイミのロJH豆cL-C伐されてv、匂 F 会千十」

「組合J、「問事会社 民育会社 l、常利 #常利判的、?上回

契約|児布、の与しつ ~!j{;f相l:.{;:J")rべ別・沼運つけ、と(二、ぞれらと法

人(十戸)制度(目立υ1義・製作L寺】との関係宅!こっ会、ポマソァ

ト\|明治民法 \~I~{;):、院係省(~く[，:'毎日芹両木長n-);Ii等は

〉の上つに理所 Li:_I:i}:; L -(~，汁干か L: < (，~ 後者におけこ河係苦
わっ諸式のんト斗戸、回ゴ:fi込止この除係等如何 B

( ~ )完r;'長泊された (11)i荷u、呉ない Li司時に編纂・論説された¥新J
ミJ~/l、典中出会引にがくμする論議と r j';: ~民法岨(，/、人な v し組イtJ;.~lji~

との必三誌のl調達佐官r:;filつ
ぅ:記ì~)、時編者七九業計点ゲのつランスυ およザドイ /iJ、に rJ けも

上之江 j グ〕対論内をめぐる対!+字。十L4論議U人とくに上ぷiI本
で円以典!ヒとそれをめぐるみ誠との対_tl~ • --;t-: ~J{~_ i~: : 1"~;ι〉

なお、 J'I ヒの今ちのいくつうの，:\:.土、 +:.t~; 川税法・校止の段階ご

とまたま4LLえた;fUJ良之「会析といっ 771な;ついてJ雌竹内:1日号

編~~;討し的治学の~~:æ:巾，'JI 知和50年、企型肝;問 lp6:J(j-7よれという

自主院に示院をうけ、ての示H主ヲるところをさらに数者11たものごあ

Q ， 

t なみに~:.， i[. . ~f回目指丈に守'~は、 1:.1つのい沿わ(1'形:8:"ft/0な) r; 
刊のぷ短 の関連でのfl持な七1j主if並λで、それtll':一、 さ存者向+1'

二日社SS:4'44:J)2C7:l ~1()2 j 



サ屯ノ ι 

かjqがね引!味を子九、てきた) I l'主τI，~白 J をめぐる味わい涼し:型索を

議がわゼ、 J た全体こしと(氏なら?はの)試前い文化1:1<;杏うご、を涼

わせる逸弘、この感銘を受けたものであり、あらためてんへのfk妥

のf訟を新たにしたこと、そのもi愛川立かまザ、筆者をして、月U て、

二円三1をイ寸iしずべLシの思いに駆り立てた、 レし寸 Jぺ震である J

n. '2) リ公司主iJ、人J22ウ事件乙 Lての 1 ムー治官庁」の l許PTJ

(/1 

33条.3':史的、i，lた退作ごの前議手刀法「守とそ Uj特設守.円円買量点;ニ大a行

ぷ卜じっごtてくである

11伝法;)1.[

ヨ本ノ、 ~~i，'， の人l'議中 0)i5ti 主主筋3ヲむよ「しI、人ハ公f!， ~l 司ハス i1、主ノ

認汗スル 非すレハl主1 スルコトヲ待ス又法律ノ刻定 1ftフニJ戸十lレ

、私権ヲ宇有スルゴトヲI-!JスJ し境去し、その「坪111青J誌、外国法

とし七は、イ々リマ'TC氏と条<7)みがヲ[1刊されることもに、そ的理由と

lて、 ，'l，iL'jんのふが守[:会ノ公市立:;jPJ二三 iJJ r仮旬、十ノ烹ノーと

る法へを 直茂 し悔f:J交手主を与えつるとして、法人~j!1 市Ijh見自25見 1\4i: 

公訴凶7木ιた、ミヂる取締 li(r~充初、とがミ y クス: j，ようとぐ;日Jiと仕.~ 

__r プ

、_v '匂

lth、，jtアソァード起立の[，'1'対立t取得街中の Jt員等とならぷ契約
弁論的軍令 ilる)許六草j:卦情118寺、の合百 三は「民主会計ノ、~~-者

ノコ11日以りテ之ヲ法人 1為ス]1ヲ待 とし、いわゆや Uオ1設J..L主

~とをとっ、 v る(なおらえ}" ---.Jjõ[はその公 'J、の要件効呆に向 j る{~)-~じあ

7" ;ちなみに、 Ifin荒川でき第143条lよ合会!の契オJ 卜の泊傍にノLてのξ

のt十日の宮古一次的土日汗を規定L、+てま7、i己民iJ、典にかむする内

出法人にかん寸る規定(土以上(7)-l箭条のみぜある

卜記八'j1耐のふl?Jーと ~~jft:判;fの IJ!;之の究 fこは日l百的にはー見!円(と1:こ制緩

が有するようにも思われるが、この f.1:σ)ボマゾナ一戸内長RJ円:立 l也、一ず

しも Z訪日目IfJ 'IJ~ はいえないが、要するい(その門戸ロでの万国フラン

スのよう (.=J営引公nたるよ正事iyぷについての目白設、1._*義と手lz
flJ. こ';{，;~ü、人に Jい C の厳格令lLEj二設立 i 手をという iUぷすな立法 i 手を

の採用者たJすももののよ与で丸とみ"かLいずれにせ ζ、すでに|汀

民法'"グ】段階で日小、人起 'f¥(こなる条ぇ;が、とく Jこ公持法人的己主休iこっ

し、--c:--:;法官 のみがその法人+0-付与の権限を与えうるとし亡c.たこ

~lìJ、 S8i4.444)207Z



「ゴト常利法人」法制改革 (20Of/rf-)の批判的検討け)

とは、その後刷i台民法(上μ己.t;法剖)にも基本的に緋承されている

という立昧でも、注Hすべきことである(それが、ポアノナートない

しフラ/ス法の影響によるものか、明治政府の意を体した凶家主義的

政治的イデオロギーのー表現なのか、はたまたは、人扱削説ないし否認

説等からの純粋に理論的帰結なのか、は、なお究明されるべきー佃の

論点たりうる)， 

( b)明治民法

・第 章「法人J til;分全体は、ドイツ民法第一立案 U~下、「独立J) を

参与べ」スに摺積陳重起草に成るものであるが、ただし星野県日

本民法典にワえたフランス民法の彬響Jr民法論集」第1巻(有を問、

19iO) (初同 1965) (1'116-7)によれば、できあがったものは、「独

主」以外に、|円民法に111;1とよる規定、|円商法に111;1，ずる規定等が混在

する，

-上記「法人」の京の口頭におかれた33条は、民法修正索 r理巾古 E 及

びl阜出世古 l日本氏i1、典の史的素描J(1954、自l丈ネ十)によれば、ト記・

|口氏法典・人事編5条の「己主止」であるというが、比較対照すればあ

きPつかなように後者の前半-;j-r;封をほぼそのまま継示した規定といえる

'上記 r理市出」はこの33条の飽旨につき、法人の本質についての 'U

然右ι説J (~実在説)を批判「る同じ論理の延長線卜ご「団科、ガ人
格ヲ得ルハ(中略j法律ノ効JJJによるのが当然であるとする，なお、

十fu:r民iJ、JR、珂」総日Ij福は、 J、人本質論とLて、同様の批判の延長トで

法人は社同であれ財同であれ自然人たる個人には還元しえない法的指定

巾lであるとの珂併を示すが、他方、同 r民U、要義」巻之ー総則の同条

の説明は、法人設uぴ〉諸主義を列挙したうえで、(当然のことながら

と断ったうえでjすくなくとも同州設立主義を明主で否定する趣旨で

旧民法の上u己制定を承継したとする，

・|可::14条については、早野・上掲 p1211によれば、穂積は「独立」を引

用するも、その内容はかなり列なることを強剥する，なお、旧民法典

には本条に直後対応する規定はないが、上記のとおり、|円民法典 人

事編 5条がすでに、「法人」 般という形をとりつつも、実質的には

この::14条の考え方を台んでいたともいえる (C即111再」にもその旨の

応接はなLリーむしろ i埋白書 は、商法株式会社の免許キ去、社

北法58(4. 44:;) 2071 [1114] 



[l(l日]

叶究ノ ト

守の免許主義、学校の文部大同・府知事県令による認可主義、病院等

にかんする当時の関連「現1dl、JJ!J を参酌し亡、ょ務官庁の許可主義

としたのだと寸るが、このうち、まず l商法」というのは、ドイツ人.

口エスラ一起巾になる明治2幻3年|旧H尚U、の15日6条(会干社上につき「政}肘付の

免釘許TJをi設主「山f

|同司R同1則に出成4立した明j治台 1ロ2年明{治古問iリJ、(梅謙次郎起 1'1'1:) 第一編会社第一

平総則には、北"ti要件にワいての I.，e 旧商法規定に対応する制定は
なくなってしまった(閑辿規定と LTは、登記は対抗"，，1ヰと「る45条

があるのみで、準同I1的王手同己のみで成¥rとなったと解される その他

の引肘・準拠法規につい亡も、許可ヱ義という既定の路械をよじ当化す

るために強いて剥査引用されたとの感もなくはない)。要するに、民

商法がー比、ともに成立したこの段階で、民法・公拾法人と商法・会社

との聞にはそのぷウ+:itにつきif反対の方向が日月時となったわけであ

るひ

而してその jlr景には、なによりも、 卜記I~商法「免許十託」にたい

する経済界からの反対があり、それが政府によって受存されたという

社会動向が直接の要同としては考えられるが、さらに起申関係指#者

たる梅らの、一占では、たとえば、上掲目栴 r，t!-義」からも明瞭に窺

うことのできる「公害長団体にたいする取りしまりの必要性」、その他

の悶寸~X献にも看取される l 公益を凶:XC: O)牧序に結びつけて#え」る

「国家4義」的傾10j(早野 ただし筆者の見るところ、それは、「国

家主義」一般というよりも、明治期・法JlI~編纂が総体としては、当然

のことながら、「特殊・明治国家という論珂」の枠の中でのものごあっ

た、ということに由来寸るものであろう)、他);また、星野・上掲 (p127

註4)の指摘「るような、悔の「常利)1、人にたい「るオブチミスムと

嫡産興業的な唱え);J等がをの背民主としてあったことは百定できない

(し通ずれにせよ、とくに悔における、 方における、このような経凶

的自由キ義的す場、法人|勾係の~述・発等から窺われる・かなり透

徹した法人続制説的考え方、またさらに、かの「イエ制度」に対する

惟めた見h等と、 i也hにおける、公盆阿体にたいする|ロ己「阿家主:1tJ

的な恕とが、どのように規和的に説明可能なのか、は今後なお考えて

みたい問題の つではあるん

ItiJとS814'442)2070



「ゴト常利法人」法制改革 (20Of/rf-)の批判的検討け)

(c)小柄

.u.卜のように、 I~民í1、典から明治民U 典の段階にいたるまご一貫して、

少なくとも公益町」同体にたいしては、その日立、/以f干のステージから、

国家による耽督取締り的なスタンスがとられてきたこと、しかもこれ

は、参どとされた外凶法中、(フランス法との関連は今しばらく措き)

少なくともドイ Jil、打l茶(財凶については、述邦の認可を要件とする

も、「非経済的社同」にかんしては、営ロ己のみで法人倍取得)とも全

く異なること、とくにそれとワンセットと考えられるお条は「比較法」

的には珍しく※、むしろ当時の日本人起草者的独自の与えによるもの

と考え hれること、などが、とくに注目を:11くところむある。

※スイス民μ、が同作一(月'i1、ないし参照外国i1、と Lて)引川されることも
あり、たしかにl司法60条は l定款意思」による自由な法人格取得をみ
とめているといえるが、しかし同法は十くなくとも I~民法典的段階む

はいうまでもなく、明治民法典成立の段階でも、まだ成立はしていな

かったことに作意(その成すすは1907'f~明治10'1ベ)， 

-しかし、この・わが公益法人制度における l主務官l丁」制とそのもと

での「許可ヱ義」の一つの柱ともいうべきものが、その後100年余に

および、官僚制度のもとでの州理的運用と相快って、まさに後述のよ

うに、その後の公訴法人制度の病四現象、ひいごまた1.1111間違な民間

非LniJ活動にとっての制度的在料となったことも否定できないところ
である}そしてまきにそれが、今岡の06新法における公訴法人改革の

ギ要ターゲットとなり、(基本的には)否定 立服されることになっ

たわけであり、その色味では、以上の立法過程は基本l均にはいまや丈

字通り「過去の歴史的問題」ということになったともいえる。

・これに反して、次項(ロ 3)でと i)あげるもう つの山刊同:ilill'千は、

06新11、におし、ては '1時i1、人」および「二階法人」を構成宇る恭本的

杵とも開辿し、また現存i並行中のNPO法の見匝L.ilJ検"す作業に

とヮ亡も、荒本問題のひとつであり、その意味では、まさに今日以J意

義を失っていない問題であるといえる!

ロ.3) (民法3，1条所疋の以itとLての I，公益に関するJ ('公益J '~ít) かっ

北法S8(4'441)20o9 ]
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叶究ノ ト

l営利を目的としなし、J ('"1営手IJJ !~-件)

(a) まず、要件「公拾に関する」につき

-本条に対応寸る|円民法典規定は形式的には存許しないが、上凶己のよう

に支質的にはその精神はお条とともに本条にも受け継がれたと考えら

れる

.11、人全休の体系組制化として、外凶叫との関係では、(卜言Jのように)

法人規定部分につきその起草段階でお 義的に参l悩されたドイツ民法

(第一草案)とも異なり、常利 非常利だけではなく、少なくとも非

立利法人についてだけは、日本法は独自にこの「公益」要件を付加し、

それにぜMHI9かっ 員LTこだわったといえる

. r公益J O) ~まえにつき、起草JMJ科での寸法者意思によれば、それは「ィ、

特定多数告の利持」の詞であったことが、さしあたりとくに注同され

る これは、下記NPO司、の要件規定とも 脈通じるものがあり、

他右また、「新法 階法人」の公主主認定との関辿でも興味深い

「日山~J ではなく、「関する」にした理出・真意については、í1、典調

査余での、「公主主ニ関スル」ではなく「目的」にせよとの邑兄に対し、

悔は r(その意見むいくと)鉄道事業のようなものも公誌にはいって

きて困る」という趣旨の反論をしていて、「関スル」のhが公益法人

を限定制限する方向に作用ずるものと考えていた簡がある，

・いずれにせよ、 l公益」の凶がその抽象円・多品ド|ゆえに、立法段階

ないLTI1iまから多くの疑義論議を?;'起L、解釈運用卜の問題占を

枕起し、しかも上記 l主務宵JTJ 制卜の l許可主義」体制のもとでの

この「公持」概念的解釈運用が、公話il、人制l支の Lしばしば「官持」

中心の)恋意的で不透明かっ不統ーなi亙肘の元lズ|になったことは舟疋

できない，

(b) r"ド営干IJ目的」要件につき

[l(J7] 

.IR民法典じしん、上記のように、「非常利 公訴凶休ー常利(組合契約)J 

問の医別は、営利会干十法制lはすでに先行実施され、商法との慎み分け

はよでに既定の路線となっていたせいか、法問調布会でも、この安件

についての町長命はあまり庁!なかったようにおもわれる(品目玉はむしろ

とくに次点の「公訴 非常利」の関係閑辿如何という問題に集中した)口

・ただしとくに「也干Ij 非可申IjJの同引の凱準・メルクマール如何とい

ItiJとS8(4'440)206月
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ろJ土持ァ:倒的誠弁に1引して[工、そグ〉引疋直後かレJ、)，; (111) 3.0，4主の l営

利:1 自立」との関係をこう考えるか、とくに、下首C~ ない 1，-， 2 ¥，'すやれが

:X.別の北;埠こ υて妥当か、が、こくに!吉法子主をまさこんで議前され

てき「こ ν カ言、ヤliiぺなが，QJ式~~'~し\-注ドさ 1しふ(1+2寺の前申J

←んしには、松本t斗訂lへlT:?十:11法人ノ矧念法子協37雑誌28-3 " (1 (明

J合4:~:1 t}，-:j、 ;:: 0)耳;準がi盟主!iL】

キ:tn ゐ事業J自動力円的ない 1ν、j容の、干矧[';\)な L 、し答矧町;七lB~r

IL日IJ¥0規浮〉すゐ立日出えは、 UR 悶法(に ~:I.- ，し UR) 平J

1(;:]会H法 I1i)) 1の l商事会中 J r))菜吋宴会:につい仁(土、持者

出fJZTI/待目 ~I古jfJ 為十常利 L 為と〆、 1111方、民苧会?

ついては、夜行必C的ではないが、 ljcHDE引がその要牡喪主}すゐ。

こ乃;止に対してはと<、 F~L: σ) 問題立が指摘でき!;;)

11 IIW、卜の i会1+.-1におけるおよぷ 事業E的に J る :a~'{~:に問し t

ι 
ニム 1 ヰ;問主義十やめ実際ν 〉地Ifjの広範炉、~. 1:(4:-)の 判例

: 上る旬イヒ〉い J)t4jJill 

ワ)常利的、Hc)抱合の存Yァ!f珂 0...:.対也台、企業.(~台 j をどう包晋

つけるか〈

2. +蕎JN:員へのH::J五分向 1，0)有帳、それによJ:心する情成員の手]主持庁NI

[ヰ1) 持配分請求十任、(悦;色町:，，~1; げる;与分iムいE( L~古ぷ位、残;J;-

財産うJ~己 l 士求権等;の41 金止を七五判的対平とする祝ー

IC; 卜言~~ . I rllI要件が江flC む平安イ~ì ~ iLた予と lつまけ、非明利11(I~かつ公

主主民主11がμl可の基4<-'l作とされたこと〉、とくに、訓告キJ民咋以外{→

{-~し〉並!.で、あえて「公柱同連性 J t:"、う要件が，\~j寺さ 1 L/~ こ介は、

J法段併ですで?、以上の J うなキ-1'([ な解釈制約七~" 1._-T~，:1f;j:!j論議を惹

告;-Jることとなっfニ

「ど手j ~I- 己干'JJ、「公金 非公益 L 私益|ヲヰiまつ)Jとし=う、面的

次!i:::'i号iこ異なる一つめ川探l民Iが百平手玲に出し， ~-")れとこ，1:: :..:.-1$う問題

(つまり、公益~;'ij刊の反対概念むも会〈 また js公佐7どかムとい勺

こ非主主和j とはい去ない等ノ 1 本条者的ぐる i'_-L~}11:.吉岡作会での詩論はとく

手この点に事¥集1I1i~，、この つの述用左ー準のドミザミ(~ っき、たシ Jば、

「常利かつ公訴の事業組以bありろること(f刊、鉄道子、位 ら在

ニ C) 立は::~，I._(;-: C)'!'~刊企業し S 1\，.i(ù(こ色りながる制閉じ~，j:)、非公乙 f
"J-，''-.、

二日社S8(4'43D)2Cf，7 ~1()8 j 
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叶究ノ ト

益だからといってゴ|営利とはかぎらない(例、産業相台、相11保険会

社)こと、公訴事業ご乎IJ者誌を分配するものはどちらにカテゴライズき

れるのか、営利事業で利益をすべて社会奉行にまわ1ものはどちらか、

などの問題・疑義が提起きれたu

-また、両以ftの関係につき、いずれに重点があるかも議論され、民法

制定過程での梅説は、IlGIl第一行l案を挙げながらも、公守色村的性は

法人たるの当然の要件であって、ただ鉄道会千十のようなものは公益事

業ではあるが、常干IJ昨もあるので(つまり一般的にも、公祥些件では

本来v別はっきにくいので)、結同K別のメルクマ」ルとしては「非
常利=34、常利=::lSJという内に:If(点をおくべきであるとする{いず

れにせよこのように、 1r.i去の当初から、両要件の|勾係はオl百をノFむも

のとされ、法典調存会の議論のなかでも、以上のような問題の錯綜を

見越して、ドイツU、のように「日干リ 非合干しの 本ウてにした方が

すっきりするのでは との定見もだされ、公益 '~fl の存存恩義を問

題視守る見解もあったことはか円される c

ちなみにまた、後年(ん止11年j制定された(Jn)信託法66条は、

公詩む l託の設す要件規定むあるが、 i也の点は同己 民法34条と平灰を

あわせた規定となっているのに刈し、'.jl営手IJJ 'ι刊の占はこれを採
らず(しかも「公採ニ問スル」ではなく j 敢え亡「公桧ヲ門的トスル

モノ」のみを公益信託の許可以itとしたことが、以上との関連でも出

刊される(この出、後に(公椛)j，ロ託制肢を取1)トげる際に再度ふれ

てみたい)わ

-とくに常利H的でもなく、きればといって公詳関連性もない、いわゆ

る l中間同体」が、本条のもとでは法人格を収得する道を閉ざされて

しまうという、いわゆるでの筏の「栓利能力なき社団・財団」問題の

ィ、"1遊性はすでにす法段階でも気付かれていたとくに、法典副査会ー

土存会では、「公訴」安件との閑辿で、「これでは「倶楽部等」が法人

拾をとれなくなって川ることにならないか」とのを見もでた均三品議

がすすまず、告~1見のかたちとなったただし、 jJIJ の筒 lifi--C は梅は、非

日利でも公益でもないものは法律で法人格をあたえればよいので、民

法上問題になるものは多くはない、と楽観的な免百をしたりしてもい

る

ItiJとS8(4'438) 2066 
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(d 小柄 i土d!t:fJ-をめくる¥.'法 l渇f日l二おげる論議の、以 グ〉幣ザーな検弓f

からも気付かれる {Iは、 ト百L; 要ι阻むもとくに l公詰問述」要件をも

ちこんだこ ζ 刀、 ~~J;'也を不透明かっ複雑なものとしたように弓われ。こ

¥それは非合手l'要件 kの ，~山並イナ ι市来 Fるちのであゐのみなら F、

そもそも 公益 主そのもののな泊.~，，=wrJHìするものである 4 ろに円、わ

れること、であけ それだけに 122:史的救計IIJ としとも}、すくなくと

もυ律J託.}f:ftJ:j;札 lおとしては久見に frbkJ1記念奇もちこわこにには、U.?

くとも吉見は I~ 叩であるべきど、改めて E7 次第である Lなお JL1ßI

r-'Ei'f1j; I 公益 J 安打をめぐる l去人 }fl~;~ J:;~的同組 I'::: ~こっし、ては i去に H に

J.;ν てOh~:jÎ-iJ~のとッたは、人類l目 z 体系，~j合;:t-~ヲる際に f+] び l しく採りあ

げるこ c::c~: -<1一る1

ハ) r病I!l1J の具体的現象

十三日 I 病理」は、ほ認の共体的内台、そ ν)~.皇Ifj ，ぞれがもたら Lたもの、こ

いろ っl乃次冗h よーしてrT{j二L、かつ、 l.TT;)つの ;ujJIIT ・-;~~様 i おいてj見事一 L

と再三括-，:-きょう 9
<， 
J一、

F、・ 1， その 1: 0:i i)段:;'，'!i-C.の/¥ード)レじたいの向さ、裁￥的・怠意
的i2!-IJ I:=~透明利)，

(a; 

Ib 

じたいの規範じJ旦体性・nr雌性の欠如l
;1 ;j合千IJt: ~<r; I ~ご命、日 J 、主 J 位付与をめくる土 l己主込

そのi~)r; 1:こJiicる、

政直也(例、別問法人μ1可基準におけるハーの高ミ、つまりこど託活動

山水続性要刊の名のも〆での多額のま本財1必要件 非常利;主体の:)'j

存的多係正、規制的必以性の多様紅、等ν).r~実三のミスマソゴ)

-主主主昔性同1;19'1j引こ4にる その氾認j

ふ 0)結束としπの必邑住 1例。事実言問体 E 宇E陸的クラブ古:)::::1ふ寺が

民{去巳公訴法人として許可される1刊)

-イ、;元明性 l 実~_: .(7)笥:I:r 裁，，，.ES~，，!司 " ，" ']:11 1>"1はこれも追H，~~)

• ~PJ山吉':'t (:i'i':可がおりるまとえ問問'!::~~ --4る、乙寺;)

※長引応日~L'7. ]，1判叶 1::::17-:~9 : 

'li議東庁、都足て'1 ，( 1矢崎会ノ~(n:)~l'討を京 :1、!と L でそれを IJ立法した l民

二日社S8(4'431)2Cf，S )1ハl
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制7勺プバ窃11なJG申会をi吉成し、部にたし、し法人ロir:.:'閉 l古をむ1!日υ 剖iは

泊域住療{こ民間と附寄をもたム '1 と幻想Pc，Wをもっご不許!日処~]J~ ~..-'た

び)!.，? ，t，Jし、これを大144こする処分取市の行政川語、十't:)Y:

ヱ1月 h~3 '1 l~lwrJ の遺骨 ζ して「武，'，を計 WJ ずるかどう 7)刊式、十

lt:'!"':庁(1)広範会決Eに任さヌてv、る つまりそ札は促主政事であっ

て、 111• ij訴法30条 (J).設孟持。) 1険会主 j 泳用 Jのみが司法木古

:こなるとの首長0)1;とで、その，if会誌 の有-I;;r-I二勺いては、 'J1X出j
析の同w，)、制i 刊の安"i:"のE::~観念卜の逸脱(/)j，外が基己主となる 本

件の判断h:ζ1記合庄三lが認められる、 ~ L、広審の、泳三一十在 l皇位

を J'~巾弁ずるIW"苧::il:を破棄 11 担J

づ円詑I'-j

とるト百見fJf(-~工、行政 FJ の下川1I1 巾和;勧:--:r中核とする波長

正:)ý!~j;'( たし吋るロid、昨企のデJ貯金半をめぐる氾解:レとは、当

時の判例の上流均見fi'か();土、主抗日7見町;

に之ノ半;リi叫は結論的に、公訴法人訂f:j;J)判断におけω行政i'rの 11~ ;Jl~な

自由裁者;c;J:!~:ë，~)るものであるカ、本・裁景要:互のなかには、 1"1

うたy-問(j)続長秩I予，"';介入な:." )/1J:1(~n~-;i~、辻、 1::jtJWI 1それ'K:i:ロヒ 1
0)業lJJ;んし 1ずる行政指導等，不:件で fよ、法占互によるィ、~+JJ処分

をつうじての医唱会j重常・ 3守主 の力I入弱者:Io宇 守の要1;:;.出義
も人りうることにも討烹すてき

ハ 2; 病理」守の 2: ~;<_\'L ・{(*~竿:二心ける、 Lj寺戸lヤ ~it制りイ斗Jf~ むの、

言'1-wj況準のん続 性、↓務官庁ご h のJ:;' Ú、 e てと衿~-;、人ないし特許û、公右手

法人のパノヂワ ク的吉LèL・存結、などの ~O~3状況の現 I~l\ : 

-氏11、34・j>議;)、人じたいが、 】認の。う(こ縦割"十務官;-; ごと科

神公斗法人的品 υ存丙T寸体制。

持組 ) !JI-l守'["片のも〉での)特別L!いよ ω公f言明なし J(的を越す

l〆長読まj (主:ゾし l 宵主主 J 日引法人ω8~__<'~

. ;;止すi校時だけとも、f;.'j)、 青了E:]ヨセ‘特))1]ンよ 特許 義、え_~PT 1語、認

証干義 fJ」、教法人等人 f事実 i ない~..{::I:、庁 1:，0) 1 牟口 l'二王子宮可地紋何

件、三分:')I-有管f司j也含)、認許上義(タトヨJ、/心手乃、 FE「上義 lの分

EE; 

こめ':__':F}で!の件午ヰ イ湖、 r-J七管法人間述、計百T.は汗革手グ〉不利一(1 

務官庁特乃i主川

その結果としての、総体としご円、;~~.常手1]) 法人法 ;:J 体系半休刊{そ

~lìJ、 S8i4.4応、 20G全
J
 
1
 
1
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の時々の政策的政治的立、:i.!:等に，l~ò じての也統 七lをウ亡し:たJ

存--;r， *.T~官官状況U

ハ.:1 病i叩j ての 3 「L参入弓削h"i機詑をももっ; ~)、へ椛 i ，jう l 寝泊

説出:j-eのf血ク){j了之町J拍1t1J • 1;jl~Çi[ I組織 事業内平手の行政茨 '~U . rt:"督 じっ

と=.~-)のほ以・関係{それじもとづく、玄白い一服従目 Ú(<--;: ・保誇 l が。二

体J:な It， それゆえ、 「二ド務官庁 公益iJ、人， 1.，1のタテの{なれ

あい、もたれあい 関係を口dしとし と非常利法人法悦(下記 (a、】

そこじの r ;;f;よ~;: I 等の非・安効性 l 司(~))L なお、二σ)1三イ才 体 l

:':(J'I'苧併につい lは、合!日1:;珂ジ〉、ボ杭(1 )ノド論集!ボ巻:;号!、?l同引n:

O)~ \iM にも示院本女~ ~ ! l.こlをj-，J"de~ておノ ο}

日 上記 F 位休 としこーの"常利法人法出1;.運肝

わがlヰ11ft 米 ~I) ;: ':'ノ公説法人¥のご久な lヲず、;共投法人 J をごくめ

をめぐる法制'J!正昭l立、法人すきのH'Jが、民事i';tf't:;虫、

味もさるこじながら、計会 0'~¥.:よれ重要な恵比よ:1:L亡、「十務υ庁」い

よる事菜・組紋〔法的)規iliij 恥JF(民法段階二ーも、設止における「許

叶 J 倍|恨のみ会みず。~''?督・命令 . lfr，:否権|現 (G円、設す許 lリ沢法 (71)

Z入 7えF"~~:'tの司市:1優遇なしけ〆摘出合主~Cつ各常心的補助(法人格取得

のための而しげい レ Ct いがすき入-m制をつ〕じ ζの保護ぷ~mi#:; よいえ

↑な

ji: 

る l 等のわ政的規制 a 保品と rt~，; L、しキも ιれ沖、 l主務官JfJ0)縦

割りか~H、主IJのなかに組 1，，)(.さまれゲきた、といっ二乙に おおきな特徴が

点る{々の」うな意味でも、わがdのとくに吋i止法人の多くは

・サラ é::'- がし、みじくも指t~iL /~ょう~，-政府の 九jJでJち"、

五?ひの恭本ffJメルク ?'---i-:'-としにの l了立町からの5ER_-，'r任Jという以来

レス

ゲ

がh"Si存とあハfことは汚7とごえない)~ 

1-'1日ー事1')Ir的対抗告 監督。〕実効的:SfIfr~ : -{旬、

・上自の許可三義のも〆で(1)入り口 設立段階ごの古いハv ドノγ~: --.L~~ 

各国!;fB実可lEZ:王、 ノ/;子、公t法人資恨の/レミアムfL(公主正法人資

約の守ミ冗買間見書打、 ~tlJ 方、公_7:$;'1人:t:J I主内乱ni ・悪 ìh (収税同党

のための法人茂 11 、初 ~5t寝泊m!HO些用等 J やまねき、ま工、

け]規準グ】京総判・ 1k-~什・不;'i'R}H" せの欠陥 !i、市〈かム佐方阿?

舟摘され、また i拝刊ローゴjな♂行社 ~j 卜T1J~門~等の つのiFhdiとと〉

，寸O:i
'.r;】日 j

(h 

ワ
41
 
i
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去ってきたこと河川内とおけであ乙 c そのf也、休~b' i芸人刊 !-J述、公旬、法

人の常利子一素化、一百広報族等(こ d る i1 人 J~~o'計等の1'1、物化、立思決定 e

な理財務状況等の不透明性 不勾1ト等、これt，乙')公i止法人間111¥ と

も総祢ずべき社会司思:士、 YヘJ自の「戸製失言主U，}¥J 問題，":J呉なる日

時.::;足立に Jっ v ミてもすで l 何度占浮上 μ .Jn~'高されてもきた「

イぞアしし

姶給、手務主庁.11'管片町公益υ 人円書 E 勲E叶?に仁る数弐げ7円~þ:~剥~・問題

指摘雰がかさ叫られ、また、 it述のように数皮Jこわたる成存(n・問=表

決ノi 等での k;f ri::、策もと，-~オし --c z:cたことも事受 ;:'J>:;るが、三有効性はあま

りあがりなか2 たことも苧尖む、その本格守主対前i二、市τ間近日?の

還の行 1宇j;立策ないし五・郎新法改弘をま fざる 4与えなかっ工(た1.'L、

上記司件、;よ法人~にた t ， Lては、後述の昭和5?午民法改止が「でに

'/r! c') 1r.法的tTJ，トl、をしているニとも '1，X てはな lヲなしリコ

ハ・'~ )州辺」そのよ 濫ffi8'~公主主ìJ_、へ寺、乞主主(日; ~;よれもむしろ「省

二主再の「戸製公技法人J (/):~世行、そ円もとでの '1 革も]-)， r.、 J 的

制理士見象的生姐 f 小間忠としての l公説法人間忠

これはすで lご{とくに行革問胞の一味と[てー」くから、そして本稿半世、

云+'!J:T'世Eもまさに坦在進行汚の問題2 て!1旨?li:Jされてき Iこと Fあり、

Z二稿で繰り;足，-必日:もないほとに円川的事態であるが、あえ f本誌の尚

o'刀、ι益珂・要約すれば、それは要するに、中央官庁 お d び(!I[1/f':118

rr- ~~:J-t+詰置法および l't¥% 3 {:e Jに法改 1トによる日3/2に基づく l その機関

委任すれ務KLごめ都)t1;{'i"以 i!!I-1キ貯によふ、なし"都立さ，Iit込と i>"i、i}k

る、各碕‘1iJ支慌TC主J(ないし札jj;:-，T-i百三日0)公長法人。)叢n的設 f、官
ぬIJリ民主音・注I'J・1刊n等の問題、 rごしてその結果と Lどの、 ヒ~ ())r~í-e 

の「天下;f1) J 問活力不の怖での縮財/.-~ 委託事実費等公的資の投入、

事当s:mでの宗務委託(例 指定法人 ¥ι乃メL投!j 等によるf，'ddUJ 介
入 ト請け古」利用、さりにぽ宮製CiiY、，"i・託業!_Ll巨等ぴ〕手守、ひいてまた、

KSDll件主主の刑1¥"-¥/件イこミitた政'1¥密希の不作亨 等;等 γ} 

※，t沢栄公訴訟人 むされどI!の~-l~~:If丸れ波)JÎ-~号、つOOJ: 手、肥ノ\イt-;C

る r'F，;iえなし了支IHJとLでの公説法人の年くの 切られざる安定~Jをぞ

~lìJ、 S8i4.4:l4)20GZ



11 "云法人 i)制改革 (:;(¥()t;ノ↑ ) (J)批判ITl検討円1

引をあげながり丈'j'，;.ffi:)I暴露 J~d-，:，貴重なドヰュ λ〆トであり、特に、

その J17 7屯ばを/，ふるさまがまな干口、 lとL"cil、にふつずに I--.iiお本 l

ャ r-;¥;-.;勺や利権を収品寸るh法的紹介、特丸i.t→人じえ竿と公1と法人阿倍

止のi坦託、、とくに 1悦伊~'. I 1-;l;:l，¥，t;司rCjほ終?lie去に二:)t，j-殊法人 認wJU、

人の新設がむ:1 ，山さ札た前呆、:';'の己:l~r~ì究極Jヨ~ 7ン、 1"'申告; 11告弁

ら引殻呈で「軒lつくれる公説法人J 、と係江?のこ、こくl口!かった l とJ;刊1

11[;: :J fバ、その結果として若生 Lた I 去z全日人~1頴」の主本~:Ç]I斗世 (p

7H 川、~>J~ ~~.ーとなる公斗t)'ヱ;人的類型化 \1<<)ふ、判、 :i~革法人存手IJ ~-}-j 

L と典主的主'5~:j~~J 宇件、〆くに政líèが7己採ú~;\l:{Z:小に本十行的に「りく

まさるを勾ないウ空機炉なった iく己J) ji刊の仔-~、・粁緯 \pz;:_~) 等、が本

恨の枝市からはとくに料口すへき稲村といえるハ

なお、 よVり)よ干千い段|陥哨ごの 以日 ;1;子/本↑ド、リ」 胤 Jルレポ γレヤ一ジ J と J ζ!は立ム、 1出だ知

Uの3ζ うに猪F河E直払制J'1は〈、l+令〈のづコノ口

述E路百のl附11↑7淳字 fう公Fム、古恭全μ、人)こt詳工がる午寄干主 l比lぷ丈たごちJρ) が臼名(

去の"し汗;力純iG1111勃をよくむ、?;会グ〉民間非常本山11勃グJノ、. ~，; 

これは、要「るに、 ト百じKU、)/，-条乃「公持 l かっ Ij~常利 l エいう誌

、 I.!，~fj じた L、力、、 '"1‘公主主 ~; 1守刈い体 ¥I]l]il)i礼体j，判別梓l'iJ

千三 tJ な主訂 :_~_iJ 問 ES} グ)発生を不可制11的にもたらしたというごと、

をの ?r じJ 二千誌のも Jレでの「公i正也」要件与の逆用'~務等に工る、ぷウ段

階での古く荒波町なハ }ノレ等が、民売非肯手l組紋活動の法人，::r_~りしえ

ないためのt々の川訴をもたりしたというてと、 てれりの公益 尖批判

わず簡易d、人1 r. \ιワネ i 会的安詰 a 二ーヌにたいし、 (:'i~tiJ I~~(ノ〉聞が十 JJ-; 

芯えなか<Jl._" いうこ Y 、 とあり、そのような君、l味ご、 j:¥!;d、比五止N弘人制

度ムでの1j'Fk速射は、民同非常利活動にムコて法制定(r;;松市"て二L九

現れつづけに主たとし 3 う?と、そ tl_~ ま 19%-<f大むら;以前のトJt昨?でもすで

に、戦HtからいえlHJ(うI，I[から数I支にわ七りJ出荷3れてきとことでもあ

るが、 Lか'-，、|記 大震〉とを究機Jするがランテア7亡年」の幕:#:，仁

ぞれを決定均長btとすοI、PO法の:1定1二、 4たゐまでは、その民の声之、

その11、制 :(I-Ø~t-~，:・カベをす n~-g るにまl" :工主 bなかコたこと lそれを i

詑にすゐような攻治状況ではなかったこと)む事誕であゐ

され= ，'~ 

ハ. G) : 1ff，j辺lその日 民法・法人対~!Ë(1)とくに記事法的)規範;'!LC)砂能

4
 
1
 
i
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サ屯ノ ι 

喪失・ 1 滞化、 "~'ì"JfL、

1止すなしけおlC常督の山段 I;ff との行政i~}rl につL ては、ぞの運 )TJ平準

。〉主主~.;阿倍イヒ等がまx次にわた j て孜前部内でも試みられ、 l く;二、

平成日年高議決だ「公弓U 人の設~Wl 口J:及ヴ指導座主主i瓦準-， 13 上()'同・

関係閣僚17誌を今事会田し台わせ i円 i亙J哨.Jn剥Jり つ 5さLあたり、

財i者"iJ:市内主主陥じめ・最終版とむしえる円刊、化としどili:些であるが、

し1';，)1(.モよ そil (，(.土l(a: :'.~ f-t わノてよ山 1，規範σ川、 !'~_H~ニ t-，"閉める

しとがってま t-;;れは民法法ヘ境範の雫if;1じを

• ;(J此干さrl!にお:←るベロ尽なさえ皆件 U":市コ;土、いう主ともなく司叶;こ主

介、 ョ己 弘l純白ニj の良元.;~\i'# 1乙そのものでもある〔

. t!干記のこ Y に問え~して、， iiE;1(の民法法人士見疋グ)}f:引・論議の不十うi

fキl、とえに、 '-'u;;f;与す{民事1，';.'1U)そ三百巳寺実務の凶詳に依視した稗釈が多

い」首のおJ有力、後迭のよう;ヲ (NP 0誌の ujjEi邑担で、かずから"

u 

行政i豆町規範であり、

~イ二するものでもある

にもかわったdiえIi1依り ダで，;hi;、専門法有とi手1.'えないl松原

11月によって、てれり作きさrJ;巡主llでの泌 i古な!志怒としに鋭リ守J吋され1

いも l、土記/ことは、興味深いことであるリ

なおま式、Li、人者~c:‘問莱色、記:J) iJ、務局番帝王~，宇〉そのJlmf'~同 1 し

とむI高己れている汽 J阿 佐1I1定款グ〉長1;2，窓いでの実質君主食主義的

チ乙〆クと民T2'~C，lり l 定とJ入向 lfJ Jl以限内Y1L洞七) ち、ぞううた州;白1

(I)-;r~l として収えるここが山来ょう p

B-2)上記 f病理」現象への対応・対策ないし改革動向

トム生のように、 二れら種々の将時;止、最終的【か.'-)形λrJ'J1 :こは、州事:'U;に

よって除たえれるはかなかっえとい去ふが、 し治か斗し、 ぞれ主以}，;可lに一もこれま戸でP、

政府.J.丘乙法府; よ:じ、、ないL民問冶動T亨主と Lて、

克;収出i泌与証単』長;勤が試みられ亡きたこ ζ も、怪史的事実として、 1玉、れではならな¥.1 ~ j:'IJ 

し亡その作業 z定説1じめど~ふ言自動I:'11 ~工、で司 q な L 叶〆ハの、二 )(J)誌なるがれ

に枠連できる」思われる えの主4'的内百を笥条書き的かつ司系列8'j:.手ゴメ/

1 抜きのうすmのみを掛~%'J1')'--- るレ〉ん l、 σ)如くである

~lìJ、 S8i4'4:l~)2()ω
J
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11 "云法人 i)制改革 (:;(¥()t;ノ↑ ) (J)批判ITl検討円1

イ)第 の流れ (本格的;lf草J鼠校以外・以H;f:7)>行政ゐ山法iCJる(欠

話1.1、人出JJ主:び〉運Jri[:;z苫ないLすμ、的改iI与のj ーだの対応とその:iJt界

ノ・行政的対応 とくに、行政監察・幼 fγ 、民同;工集・開示、 E;管長化、

前日J$i草すの所経iじ・わ: イヒTFの測wでの対応 {刊、
昭和，12(1967) イ1-: ~'rTIT宇宇宙長 i'\I'.申 v台打せ，昭和 16 (1971) イ イ;

的管:r~r了詰奈 討告(1苛係告 n は ~1 人出'jf-;長沼似の;IêiLl:. f:~，のための指

等監't;J".Jj声 1口の立要、休RR;) への宅~:;~促進 i') 町 li?l犯行(J (19出，+。総

務庁l'，--1'えずγ許可箭ド?:言伝人の現状シ問題点」大政/将司1制局

，'1 目立4 11992iヤ・紘fJjr--;--"'行政主主詩人1jt立宮、ー勧 f リミ盆:法人的別次と

~~~~i':!_~指~二!常任 Jごついこの11iJ雨、そ札者受けと各省は;-;-'H目立運ih

えl準を

しかし全体としては、これら数ろくのおJ苫を受けての統一境L¥iの作成

がなされ工も、布行 )j ク)天下 ')τ山時以寺山手IJ~がからみ、はにんど四斗こ

されな苅ったこと仁っき、校1~ (じ 1 ，[ )司述ぇ隊中の行【 1) [1999J 

i()頁♂ 5参司E

J ・2;す口、li¥J対山とく)こ、

a，'町j干:154法68にnc (上司「諸ωおける)民法.:'i';-f主性人間記規定改止
1， 6i"，:j';'の附設{十務官庁に上 b忠告「必要な町令権j

!b 

1 "主反i旦半主半への罰悼の新設;，8/j条号のの)ないし1~1こ

L. j 務合:によるおす許可取引j慌の討 ~J，r (''-'1前段立立に

3 休眠法人繋泣のどめの+1ii-iム【日え '(~J;:~~:\消 7: よ士山当ふ~~，上司問主盆d2.T

f需 77) ，'; 1) rQ1"毘i)、人 止、;、 家のfで(スごミ;寺ょ催者(こよみ、

イ人間目灯、J)i去への司、1ト討L民)事件、 cf 2) R{j有l'19宗法改Yト¥，)郎新設/

い脱会自のみなし民'ti-xJ見;;c;

L 山正法人でない者'l)坦似?，柏、 fif!J=;の H同|浪(:~，1 ノ記、何ノ 2 ;-

公杭法ヘ-1J'J:X、をめぐる地方分権化。

!日'!:3法79--83ノ2;良心u;平成4政令 部迂 I f.j' Lf(;等ジ)撚 I~;~'f-千三li

1ドヒ，

・平成111~~87 地)j';}悔推進 I古法 によるJ;(i:J、83ノ

3追機関委主玉事扮σ)1発11、戸休委任ナ'I;{;5:じげと主主法人にかん

寸る T，務官J7 心構lJ1灯、日分による部出川県・ '1当 U-ì事務 J イ r.uH~ IJF'. 

二日社S8(4'43J2i目。 ~llG j 



サ屯ノ ι 

什J伝 fその場企における)守二務官Jγ による折大・基単 ;11不の権|引等υ

(c; .:j~，)守利iJ、人特別法関連改革 O:I、とくに、ンアウム氏珂救サりン下位

を契絞と1 るノー、技法人法改に況 7itl:}j)、その問、受療法人 年十11

ィjj、TFの羽 l生特 VI:~ょの改正!詳細・時J

{対)政Jえ平---，の 環とし t の l 公 1~出 i1 人 tl:支え耳.l:J

i日)ハlf. f~f-t半かり本格化するるJ (HJ)土士山市内右か、その 辿の政治nヲア
ジェシダ(?)壊として χ主止法人攻牟“本洛1L 〆 i~ t 'くか、その基)，，'とな勺た

のは、 Y明日 1109S)年 ，lj党1J Jよ改革ブuジェクトナ ム{似て、 PTJ'公

益法人的 J-'òi'U等にドミすゐ 1i~-~.J であるごいえよ斗 1:.1，卜、それを基点}すノコ E

その阪の北草封~:IIJ を、そこずt ワ詣:))(1R毎にかっ情条宍釘1;;( 受;p.;i;王践す

れば山下C')口市 1;r; C、し口・ 4)同りとなろう

ロ)第二の流れ r-f J 

!});et:三不在Jヒ

等、お主円情報公開

寺内、重t:ir.1 とく:ニ。

・ド成日:濁日立決定 ，j'~詫tム人0)ぷす許 "1 および;;~争防当官世 J 等$

， ド臼此丸 D: 11-，;円円d 卜仁一f♂の〉己改え[止t:1基J!iヰL• ~:折，i'!f計干 その lド:インドiはよ、:}¥ 公4え止

寝i件'tR1，認、定にお;η了る臥併{化こ， 限7定E、¥沼③Eあ)d非北ドドd凶千引利)リi宮安ji汗7の除村体え;疋三河市7 と、υ;、

;ul礼i占託正主#民ヲ業主f思以品以!門 、則j務寄公:'1 どくに、 肘苛託T遥主柑Hノん，!i'渋全、 l川|内司ド刊i

株f式、i木ff要件等，J)iノ'lt在七;υ

んだしこ kこでも、そ Z!..- らの実効住(之官坊の~，iHtに阻まれて iγにあ

がってL寸ムいこシ i勺き、谷(1) C 199引っ71i主7参照

いド成10il度以降 話、辺市細川訟法人斗書 公銃法人に泊iんする(

公訴状ノ¥..:;:-:;:'ti'行政の見立し 強化・只11'化・絞u・1.; 

1'1'(梨:とが Jま:人 関)111L止で王寺

l情却系公益法人!の多くは、 1.，，"のようと主・この i官製公託法人 l

であったと v えるが、とイに、 19~r-l i:=- r --r-光臨調」最終宇:i ;，; n~之の、 l 特

殊法人 E 認叫 i去九j 等 0)新i~'rtitrl] 浪ないし〆解体の給与L、定(この極的「ノ!-;;

主主 J 法人がj??力11しどこ ω もよ述の Lおり，そのようなロP;j:でも、符到、

缶入等改品と~?と内法人11文吊はともに行政lI 羊ク) 肢とし、長!;棄してい

;;.~報告」

[!.ヲ

~lìJ、 S8i4.4:l0)20S ヨ
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「ゴト常利法人」法制改革 (20Of/rf-)の批判的検討け)

ることに仕意すべきである，

・ただL、行政改革の 械としてのこれら「官製公抗日、人」等について

の改草動向については、とくに、平成1イ3閣議決定 l公益法人に刈寸

る1J政の問うの在り方の改正実地計四IJにもとづき、 42JiU¥の事務・

事業については廃11、堂HiIliJへの意向等の措置、 183法人に交付され

る補助金等について (JL投げ、九抱え、役R報酬助成等の改革 陀止

等のお法での)廃止、縮減等の措置がはかられ(なお 総務省大内官

出「公説法人の効率的・ 11律的な三行業運背のあり方等に関する研究会」

'Hi告書(平成16年 7H)および内閣If.J・行#推進事務片 HP等参!!!O、

またとくに公務員天下り問題との関辿での公務員労働法制改革、 Ic製

談介防止法改ifとその後の公取の(刑事罰を視野にいれた)厳格対応

等の諸勤IIIJ は、本毛布執筆段階(半成19~2007年前半)でもなお現在進

行形の形で続い亡いるが、詳細は也、刊行(いずれにせよ、泣時の級資源

段構 トイ製談合事1'1※土手からもあらためて窺われるように、これら肖

製公持U、人問題は、本稿執筆の段階でもなお恭本的には解消されてい

るわけではないことが、明らかである入

※2ω7.5.24制H別間報道によれば、良*省所F占独JL行政法人「緑資{即、

機構」が発注「る林道整備の調否業務をめぐる入札談合事件で公取は

受注上f止の公採法人と民間コンサルタント会社など4法人を独禁法違

反で刑事告発し、東F、地検特捜部は同法人担当幹部と同機構埋事らを

逮川の見通L，同紙によれば、これは出典的な官製談合であり、農水

省・林野庁 ()B0)'受けllil悶体が、ノ、卜 1)先的公益法人などに凶の補助

事業などを組織的に割り振るンステムとのことであるハ

ロ・ 3) r憎称公主主U人」対量

(a) この Ii普柏、公益法人」附也とは、公益法人をめぐる以卜のような逸脱

的現象である

問地 1: (株式保有=投資的事業もふくめ)営利事業同体化、民業圧迫等

のうス，

問題2 同業者間体等のー本来公益性のない同体が、(とくに昭和~7{ド同j

のわ政運刷においご)公訴法人としての法人格取得する等のケー

ス。

北法S8(4'42D)20Si ]
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叶究ノ ト

これらに対する対策として、上品 "1'成8.11 与党行革PT・粧台、

同 悶議決定を受けて、その「盆珂」問題がiJ.t:告当局の課題として浮ト

し、具体的には、上μ己・附也Iについては l営利法人等への転換JJii去

が、また同桜に問題2についてはこのような「非常利・非公持」の団刊、

に法人格を賦与すること、公するにいずれも、それら I{普称法人」の実

体に即した法制民的受けm作りが、 1J苧の一環と L-Z:一急がれることと
なった;

その柿果、そtれしぞiれし以下の上うな7対r吋I比

(b) 1同£己 問坦lについては、以 |σの〉ような行E政士ι的」対応策が発表された(そ
の手続き的ないし内科[内問題内等についての平干立ち入った批判的枚l討

にういては、 「ロ己D-3参照)

.上記よ半ド成8年σの)守党1(;:草jl:PTの徒百 悶?議畠決定をうけ、|阿司年法j荷寄省民

辛吋にυ
会」をもうけ、での検"す結果を|叶llJ年に報山者「公益法人の営利転換

の方11、J (日1I附NB L47号)としてさ 1<0

-それを受けて阿年、「公益法人写の指導監/腎に閲する関係閣僚会議幹

事会」市合せのかたちで、所管官庁の指哩耽督卜の統 的指針として

「公益法人の営利法人への転検に関する拍車十」充表

(c iまた問題2については、以下のような経緯を径亡す11、化がなされた(そ

。)立法趣旨ないし内容的問地点等についてのやや立ち入った批判的検討

については、下記D-I参照，，)

• -'11成11.9 :上よ法人制度耐究会 I[中|山法人法制の創設にかんする〕

報告古J (NBL673-2i)) 

. jriJ12.3 :法務省 l 中|山法人(仮称)制度の創設にかんする!~-綱(中間

試案)J発衣，

ー干成12.9 法制詐議会法人制度部会「共同法人(仮称j制度の創設に

関fるまZ綱」

-同13: '1'間法人法(法.19)成¥'-平成11.1.1より施行)。

tl・4)民法・公益法人制度じたいの改吊 IOG新法へむけての改if作業)

[1I9J 

上記のー辿の公訴法人改革が、いずれも、上記公訴法人のかかえる「病

理」的現象に対する対応としては、あくまでも部分的 対症療法的なも

ltiJとS8(4'4Z8)20引1
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のでしかないことも心定でさなし、ところであり、政府はその後、ド成l'

己川2) 年以降、 ùiム泊二~大 G!.(l) むと行革推進 Tr-fj} f~jが中心となっ l、、

ぷ什抜本的な上〈Jjζ 公益t主人三文 l判?とりくむことこな1)、 1: '(I'- (l~任追争

終て今1"1の川和n，ザ〉成立I，，:::'T")t一、(";..、うわけであふ、

ぞの改吉過料。)べコベコ Jら人った批1'U5'0な検刊は、次Jft1 2〆ご I(06 

事1;二、じたlリ))比u3.:.1杭」としと、そのしくつか0):lcif i'ttr.J】、や汗|おりに 1
るどいう視点から、児てい、ことにずる

ハ)第三の流れ 民間:)p'ij利川動じたいの付会的促進 1均告のため(刀法制約

e主主(とくに、 k市立法公バ丘、人e-l革とは日 1，立てでの、理たな法人点i/;と

しての、ト1P 0 法制定)への、市民活動市体を'1'心 ζ する胎致、 E19S{;'- 大

三九 lをうi憶とよる、 n，叉団体・以党・議員を中jし、 y 宇と・そグ〕〆吋品化、そ

して主に1998年NP Oi1、の成す、等U) 淳ぴ)ìíl-~~ ;jしが、子れであるが、これに

ついてはとくじNPO誌の i:jU~'E活設とそ ν〉円終に仏 f こあマるかたちで、砲

をあら行めて次J玄Cで、ヘJや詳し く採り l';了る二円以 n，

C) N P 0，圭

c-0)序
tl f- ~ siP't3: B みてきたぷつな民法・ i~者ri:ìJ人を I:;'L、1:: -').{)わがJドH千IliJ、

人法制。)，哨iJlliJ 七ぞれへω仕会内<; I 対 ~l~;J たいし、おおさな{ンパアトを

tjえたのは ならと Uつども、 I¥?Oil、の成立といっ、ぇ字通り工ソクメ

+>グな事ftであり、そのよへな意味でまんエれは、。()新社、のti:;rt ~νても中

核;， í止悼すζ~lt0っち fl'éありんエ U、える

以トで[土、 そのNI'O法;こっき、 dぞtの成、μ1.)過!晶z駅号科ゼ [仁一iυ)とそクの):f司，1存平 fじ一
2幻) に仁勺J此弐、 そオれしぞれσ光 (特?伐?弐t) とi注主 (閃塁悲!il.点ωLυj の'"吋l

ンス ζく告幣T埋 e う仕fも好，'j'~し〆、 i政党にFi:括的J、その減、主治 '::J~主誌の 4 己，>X:Ji~動ない L

その;耳!?有 i去制芋のお方j'snこ及;ました iンパク!を蕊列既却する (C ---，')) 
ととする。

そのf'.iz;す;こ入る請にここぱ (J ! む、持Ii'1、やi在最の附"す対象こする本

JhJがあえて}このNP Ol'f、をし 1ささかリち入'，'て十世討する色、Jtなv;~遺骨(て

れゆえにま/::、:¥P Oi!とに .7'7"口 ザよるぱ点) t;，じ旬、をあらかとめ序話的、こ

明時にじておくの7J、.fJ主誌であっ弐と円、われる 11.1ししその烹おなしJ 〆制局と

二日社S8(4-4:?1)2i日5 )eハl
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と今1r R0~を弐 l 町、J主的意最(イ}して i士、大きく分けて、以 Iのよう L、

の つが存するように忠ゎオしる

イ)一般約意義:

1 . 1 わが凶 ψ1壬 ;~.k\!_到jJ 般にと勺てぴ、貴重なケ スとしにの、 NPO

ij、 ù:~'l、也子t

ふれは〈てくに(イ去述の E っ(，:)、本 NPOi_丈I立 \~í にいたゐまでの追千平7炉、

議長・政党し l:i.R;運動国体との協備の過程であり、その成果であるとい

う，fX'(¥わがす法よ，も富市日o'~i:景品をもつもり?ゐへただけに、すで
に r-¥'(i:.-L学.¥/.'{}-、退紅論」なL止に 政波平成議研究」等じ)説"からむ

そオしにつ、、てのい〈つかのす〈ゃれた実討的研究 EjJ婦が公刊されて万

灯、竿，11-1"1~寺も 1土記 .lL伝- ;tll皮論 j としての「点Ir::1: ぶ -R'I'法J~

Ci:j;J!.y:ぷ !以前 j 構築といス同県烹訟の延長線十で;大"'に司 l¥が品ると

ヤろでも点、る J

/・ 2jその I人j存 rrl-("の、わが 1;)::1守利組織法人法 l論 牧にとっ亡の{は

じめての本市l的l同期提起・吋?ぷと Lての玄A

本・心it'白桂で、その内科令どうするかにつ主、市民1-11体なむ〔政党

また rb民団体 政党問、その他与極民間団 14~ . {jJf允機関等の、諸問、

守山で、 ミクロ。ずクワ同又 :'j~J~ どでの~~~市r;をめぐり、各 lJrnか

ら取り交わされた71r告は、中に¥"POi1だけの:ffi闘にとどま lらず、より

広丸 般に ~I 営 H析機法者:n命全体にこ汁、おそらえ己主てない長♀にお

けL閉めての論議であり、 (Mめての論議である f;'(-T ;、いわば「ぷ J土

ブ j

状態」約浪ぱも合みつつ、 4どれだけにまたj 也めてμ ヨすべき多彩豊討

な守、設をi芝仏するものといえよっ υ ノムねじイヲ了誌なかぎりそのド、?入、の摂

]0:，: ~，_~_努めたが、とくにそこでの論説。)，日以寺の 次文:-rv:についη;立、は

としと柚有の公裕が在く、それらもなれ/>後の認混と Lて殺されていゐ

ことをおJJrりしたLヘ

口)今E約主主義:

u・1、o6th去の批判的枚iJ(こM ぐてのロ義

::¥POi去7J¥民法マ公主主注入とは j'(なる 般的;~?と内法人主同町をけ4

~lìJ、 S8i4.4Z(;)20S全
J
 
I
 

ヲ】
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判t去としてであれ}新た i， ~t記:1['1し、 i(; 〆てさらにそれを同じに対法偽

公訪日、八は;，'C，規定.;t :I;~) じたいに対し、主要かつ批判的な問題i是

t三えしているこ::(ニあきらかであり、エのような窓口又て、同ξの<1比、

〈に、0:r> O{)、がえiJ、恥ノJマ主在日、へI，~;:::Ic :土異なる，~~定 立;J、誌をJり、

筏訂を改革 1た点を、その青義‘背E2とともに明灯かにすることが、 X

P Oi]、じだしの内，-，.的河内干にとっ ιも辺美ごあること，¥ 'うまでもな:いU

vかL同I，':jにまれ、刷、折叫がfi)t-;'1"し、 lπ己.J'<i.-;、公益;}，、人対l定じれい

の ほとん L のて15分が削除さ jl、ありとに「 陪〉士人」ない一階法

人J という法人法制的「新装間九 I も速くと主1.将来と金ハ7二正時，'-j、し

かも f鼠iものように) ，.j¥NP 0日と()おお;μ、というふたつの、ー紋的ない

し実抗的(は戸]日1 0)一つの j7~ 人昔日型 (J) I j[/:侍ラIJカ(良カオLf思しかれ)

現実のもの Lな、/三現時戸、では、上九民法・法人規定との7村山;..¥-l ~~j 

d訳に 7;~え、児に、本NPO 口、 l士、この悩#打J、この関係と l 、うあらたな

1寸向・(;)):) Iでのや苛iづけ肝不めらhてし斗るモのとしペ上へ、 ぞ(てそ

れ[止 P-H~j-0(，::エ、 与とは(f--~己のよ Ji ~こ F何程」のものであるよー 1] に)

;)6%;法にとって、そりid云j!¥¥lX呈，:j九千平山内問で、いわばその閃訟引を改

しトド'j-<j読と LてのNp U~L、といろ付置づけに均してといあり、志h~ じも子

喧グの)ような主lむj人沿か冶ら、 J次犬珪攻{ (I-2) に j土~1ぷ1λし」ては、 こくにe¥PO法h成j記G__'立Zj過

f詐~r の対上比Lを寺紅こえ-戸意i誠哉 L

H凶J的にう分土和軒".!、またιiにニおいてlは±、とくに渋人体P兵朽 芳郊i吋世IJ~諭命的矧 f弐I日治か〉ら、

()S、活S怜辛 :l法L と下~PCJμ、との {並存f休人制 Jの;μi、E叫午:論1市注凶:自的i均守問窓f点人与等:を分抗 v 、史に

日浦庁;:"1::1_:丈いUう・法人法制と Lてのアヨす的批汁S'J分析を行うはにおいて

l土、0JP O~人をも同じtJ.卜に救けて:tj' .tt Ù~:};[討をおこなうよ λ 司みれ}

何事r法とNI'O法と灯、もう ノJク) I関係 j ぱ、口IfB的成 ¥'1.-1;と1;を

受けどの後t;の【全|斗f)見直しfl煮と ν う すぐれて士:E'j-;:~!0 ~(立J、論的

7ジ J 〆ダにかん FどJものであ"、それについては羽チあらにめぐ:てL

:r十(!)ゴメノトを¥わえる

~~J ・ 2; i と\:.=(附判 iL ベシ~1: ~-f-C (J)，; N P ()弘、11↑ベの{令官il今'1') 見当し(改

といっ ;'ri去作業がJkU':進行形で主められつつある現段階でのノト:13S:U記

・4三侍事;筆乃?iμ庁rr-I月tう之耳1)立五J'"C乃1<P 0;'去(人) を中{.';j-る明文

fJÍ~間関j に;12 ば、 fミよそ十日己(/) //.~こ泰ん七年で~よ弐

二日社58(4 > 4:?:J) 2i日3 ;1221 
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1， 06宇;j-i'主成，'(~イ|佼グ〉 ωょ寺井守、で;土、その治行規則合うとまま説疋委員会等

の細部:J~内容 rJ;叶確化 Mi動、氏u、 公治二、ノ¥4ごいし '1'克己人等rJ;l:i
イ}ì'主人の法 'IJ のf:tqT~主権の "8イヰイじ竿 ν〉ガlJjE円体{じのための がLの主主

肉りなかで、 ::;P0 (;)ζ) lWJ にとうては、決i訴d~cいの R佳{井I!

i::J干恥l下での按み分け 主異イヒ(生き践!)?)議時如何/戸さし当たっ
てのアジニ/ダとなる早

そ L い予の山、"lP Oi! 担当官'Jたるいi問附 [立民生 l':~ιjで 4、、現

段慌てやすでに、 l 了住民y井県古ノ~j~士課」手事誇bJ とし弟引}次!寸民4，;'再

審議会総合企:可部会NPOû、人市 l又続言1-0~H 会」でj>) 1止かの十員長L'iが

-;fT i;~ ぺれ、半月比 191にち月「畏終報ち mされるに令コており、 /r~t

はそれを， 1'心と LたNP Cl法のす氏w~:itr0-;-1円前 bl'必要とされようい

2 同時にまた丈Pしii::b二だいにと yて現時.1':(士、 I;Jiiーぬれ後8年余り

f去の乳時点という釘不もあの、そのような意〉壮三この目的、行政測

では「22;正」守的 4土務立教、またI¥PO引ではその設立活動守(r).I過
程守実際にぶつかコた陀同点字の、実際的手:古史カ}らみえて¥勾・ :rin去
の刊詑山についてぴj売却ムヘ01勺イLI比;j[討が、 NPCJυ、みなおしにとって
のぶ立法・市役となる?といっ士で七ないところであり、寸とに、;司「J

C)i:'M点からの、 !日e.事務片による全舟レベ)trG)下H oa;J査刀'%位三
札、 i，;-}ときれていて、今夜じっ論議:乃託料kしての ot宇JOヲ)泣y寸刀言明
IJされる。

却なJ:3、税';Ijにかλしては、 !"tぉ佼止伴にお ii年lOFl13汁おけr:4'1'; 
ìi-~新聞にて 同12[1政!千弘前は似1，己片ンノr.:tO) (O(q::JTiJ~\，-"よリ l 、

;♂たi，;話法人とされとものについ亡は，孔トノト王者超(::1'去人杭減免がlfiJ
4に ~':J 1;) i しる，~l{~'+'U湾 ;~3措置jIt:売の hl日}む与音した、との'}Hに校し

たピ il2Bの会f了後lJ)4"P斗 r-j-4;:.J による ~l~タ討会見での賀説L、特は

内訳I((-;-}ームページ，>0と7 クセス[えたが、京税にそり内存を織 !-I

jらむ余r{{は、伐念ながム、ない j

:(jしt、五羽も〔し、うまでも会え j こうした円前のす辺、論的間報;にix
b 強くQ':~弘、え二月三で、〉人卜・本7スで l立、 まず ~"N p ()ìJ~のイ!.jjへi主将な

いしI)'Jモテ lの町民・|問題占寺の批ァひj検Eをおこない、 さらにま f

f己E士;， L Ifでの、 06刃1'1'去の l上記りょ λ:ニ、本NFD法との

対Jtをも検訂視立とするノ払5干J:';'0枚目ィをみ3まえたうズで 品ii去のV

において(~~~自の王 J.;Hはあくまでも OGf~~性的批判IJ ft/~検討にあるゆえ!コ

いわば刻訪問('.:.11者決!::して、 NP O~)、の見直し・は正没面を試日立

~lìJ、 S8i4.4Z4)20SZ



「ゴト常利法人」法制改革 (20Of/rf-)の批判的検討け)

ることとしたい戸

c-， )立法過程 その展開概要と主要特徴点

イ)序:

ここで lν法過科」とは狭義かっ公式的には1995イ|から政府・凶公で本格的

にその作柴田論議が開始され、 最終的に98年、 rq寺礼二非常利活動促進i1、J (半

成10法律治 7号、同年12H1日より施行)として戒すした同法のす法過科を

指すが、実質的には、 9;:)年以前の、稀々の立法提百等の胎動則と、 98年成立

後の見直し、組制優遇等をめぐる作業ー品品。〕時期までも含む、 連0)政げJ'

凶会内外の、公式・非公式の、 l司法をめぐる問辿勤l'リを指すものと「る

ところでこの:¥PO法す法，iA}科に|掲しては、それが(後述のように)、わが阿ー

立法過程の!1;!i史の中でもえ字通り工ポックメーキングな事件ごあり、とくに、

市民間体と同会議員 政党との協働作業の成果としてのう， P Oi1、の成すとい

う側同から、多んの問.L、・ 7土日をHi-びることとなり、それにかんするいくつ
かの、すぐれた精紋な実証的分析 研究もすでにいくつか公lリ(ないし発京)

されLている※，

そして、筆者にとっ亡もいうまでもなく、日拘"，i1、ないしNPOi1、町内容の

理解・分析という同市からはとくに、そこでの法成斗にポるまでの、各稀Jl.

U、提戸、市民団体のすjJ、案、与党案、およびそれらの聞の批判・妥協・交渉

過程等、まさに多彩多悌な論議の、その論点・内存じたいが、まさにゴ|営利

組織 .!J、人前にかんする忠富な示唆を作むものとしと貴mであるつのみなら
ずまた、より 般的に、 lυ法・制度 政策論としての法律干」という h法

論的方山性におし、て「民和J、珂論林系」を構築しようと「る、ト記のような・

筆省の理論的実践的JH向との関連でも、本KPO法のι法遇税はそれじたい
-1阿の貴Eなう ス スタデイ的素材であり、掠め亡興味ふかいものがあるυ

本相はさしあたりしかし、このす法過科そのものに六ち入って本格的に河

枚l可をくわえ、上記諸研究に新たな何かを付け加えようと fるものでもなく、

あくまでもただ、それら諸研冗を基礎としつつ、とくに凶新法制定過科との

対 Jt において、かっその立イ木村守柑史的J~慨に資するという E見出から、てれに

必要な純岡で、 NPO法¥r法過科の羊要な特被点をいくつか析出・幣浬しよ

うとするに 11まる。

その特償点析出作業じたい(卜同己ハ)に入る削に、本NPO法成す過科にJJi

北法58(4. 42:;) 2051 [124] 
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れた di云t!{7i等グ)動[cf;を、 その時系列午J 畏~F:にl!~し、かっそれに主j わコだア

クターの廃する， 'くつかの組依七ヲターの1:，¥討・動|μiとそのセクター聞の

lμ ，'，と協出~J :: v う悦円から、~~~在日~ ~-~件直しておくことが、そのおよそ

の全体匂 r '-"1トラインを把摂すζIめにも、 まトィ心頁σ):;L3うふつ守R; 介 }て

も、主主主であろ入 ;(;Jして、その l江守系列 j は、なんこ v つ"らとくに、 ]' 

b¥( i' 1:199ι日年 1月の以神・淡路大波災 l以下「災災」)の前 ζ 後で分ける

のが'{(-当であろうい、まえもその「セクター」の同性は、さしあ十')、「市:-<

出休 議良巳政党 政府.-1 J正Y._:の一時に吉けてみてL くこどで:告であλ

うυ 次号;¥口} 己主、そのノ/;[日 H 二 ~Ü 仁、うνコ l' ~~・ I37 宙研究丈l吠等を参 4

:こしながら、笠三弔寸ることとする

※C¥I POi大成iLi!l程: かんして:二、ムくにど r乃よ入金ぇ献 て干料が辛7円円巨
をす古いた全長なものじめり、 をの資料p，1:Ji内情等iア〉筆者吉身の芽!和引を(号れ

かまた、ト言L;.γγJ、u校:街全日、にも問スセーすると考えるが占l.(二)あえC:(，]しと、

それらを慨刊すノコと

ン ズ[，ω8: ンズプンクレ y ト f:~1~品~'-J P OU;* ---------<;.の怪緯

と争~ : ~~%[~言]第 版(この版iid、可J1'.~K"-;じ大大学院<<d:Î斉デ1リ[究1"投授

ふりじバ甘味iこよる)

ちなみにこて Iンーズ」とは、ムl式名称 rC' s-:::-rh-~;}'i政を支え

るitl]Jメそっ<;~)):;ーであ:'}. 199-1イl'llH NPOウJ、苦止さすプア1;11';'生動何
体と Lてのfづけ1況だを明確に「るかt:.:'， 'e、rh民団体久-iEU十の呑加のもと

結成され、同役 員1，，"CN?O法制定にし ιたるまと i]iR].J]体制う、， ，め"

U、化の注tfi})C)， : I絞1:l'日三 ιきたfi[]i本じあり、校l以けはその事務/"jiをとしし

終結¥__ titグ)1北υ¥，-tけて献身内右コヰぐれた能7Jを ft持したことカ、こ:

で封ロ己さ 1~ る \ζ きごある。そ Lて!ロ己ブソクレはノととエIjさ Aしといゐもの

では士し iか、ド ['0法止法ュE径の‘ 1991-<午Tx.iL段冶までの将位、参考資料

iないし8、イ;表等、 1 法有利の和i)~.:，5 ク)段目f刀、 l=)----.，6.してかかわっ L主た

人たちに小る、 iCf:迫り jlz と{下じ得られたt~f社岨去]"\efcこしても宜主であ

る aなお、本唄{1 ) 代 lE市長JS?l巻:1号;-，山口会もさ長以一

K;~ ;J999J 松原明「目つり決にいたる背fJ"c~. iL~'壬品位j 志村隠

志1'1P().:'/タ 'C本の1'1P C2'JOO [J平雨前付、 19~目、 p58-i3l

ごにては、ま気;ご Fi 京争時門前0ttの叫.;@~~のなかでの別立 i去の JJ_I~:):(:i由

仁カfコンパ;， ~ (_~ iR'!/さ礼子亡し、。'

~lìJ、 S8i4'4Z~)2()日)
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• :;;1吋 1:1)98J : ;1: I九j我山: なィどし:ま lil' 0法案なのか j 軍縮刊!-J出資料

1998.2、 p16以下

111さ之 校!京こ i1f;X)-;-打l(川本刊の有能な1)-~7 と、て、け"戊;，

にhUJされたほか c~: < (，~;LJ之、7 佼 'IJ 本NPO センタ Jの理事長lし

ごNPOi舌訟の主張にii..:) -(一活躍されている方ごあ"、年〈 ι乃論五日‘請J宗
叫ががあるが、上u出荷主でiょ」訟は、 I:li，h!;i7T!W;イLi[[，法案 衆日華版〕向泊、 I'LJ

党合lJ:"( 田口寺7と」非4計 fr:活動 U!~ j::tü、玄 h 主見、等の~-慾民!司1(つIt伎のiμtJiL

i':(7)特 IJï~> 口 Ó，\.~ '，!.まって河町rM.; とくに、 ー務J↓II庁了σωノdι〉こ v二で、C刊ω丙計7可Jヰlμ0)泌
ム正こという占!こJ必jいて「ジ r;1リ)

fた:1法主 d寄キ奈;で 2法~， !)入、 紋{決主で lは土な<~特干Lず別rりJ決Lゆむえの 足の:ぷtベi界にも沖かわl川ず，-品¥、
法人Cの〉訂認]EべやコE段2宝官主;に」斗|刈之司]わる[問J司11休本う委号干任L辛務じ(?)川(まじめてσのi/;今「一ス、 清}-iZJ-ミ慌の
義出づけの肉、でも g 義太こゃあり、まとi張状~-U ι r)~JL:( (NPOU、人もそのー

っという相，f，;j-{r:i(I~組問)必\~~性れ見き、最夜， 'èl P 0 去はと~)とする市

民活動こそが「日本刑ヤ11 伺社会から地?求刑九七社会へ1")けての I.:.<;，，;~主のは

じまi']J を山lア必もので為る一高んかに総括γ匂 1

'明平 :1096J 明治、学院.~/、手法制3・¥'Jjt研究た編市民間馬力支援uJM11再

ー社、 1990(-;P:喜0)入T-(よ民LUfi，.!、 |ニ太)(，、f 陀iJミヲ研 :ii:;.教授の J~\-;J('

tうものであミ)

本書は、 19出lri)大での公開ン:;.-:i~ (7)、NI'CJ法成、'!.Hωf上之校

!~~， :;;1吋らの〆北朝it? と百九;~~~~録十(斗~~'糸、斗極上でJ間己: i小提~::，た#合む}

をよ主主考資料からなる、主主豆な資料 e

. .組問力・|判片圭子 'NPO法コン〆ンタ ノレ 特

定ゴ，.，ゴ干1)活動1J1:1民法の迩条解E札1日本評論社、 90S 

とくにい却以下「弟 1-~:5 N P n ;J;/~. と弓 ìi了 f[]するか I呼談会んは、

L己 松原Jj、外に、 IriJほ7)成、/にも市民同体刊からコミソた市7守や
'l0のTI'護士主'ふくめ、 t!i)、滋ヂliの'11出にいに昔ならではの、主主かつおとい

持続を含むという ι味でも別味深いものがあけ、また本 JC/メンタ j の

干T{" じたいが、むよ来、 r-lI去に換わ勺た官1v!~、 ~-i If!tペJ毅判所に|吉]けて書く

d_，一位~'í-:';;~品 =:Ù:l:J 計百 L、J 1下;受 ;γ11 めと句通う愛うべ主瓜ì~~:ごたしミする IJ百

円の 主[前批判J (7)書こいう'\!世つけの片でも i市，;1;1己つである(制団発~) (之

にし「幌市日市ワいては、そのul:(l)パイアスをjもれていないこともィ主主 L

古本 ~2収的〕 古本附了 INP (J法の守μ、i:'~l f，'，' -.1崇J完liPCJの説山から l

自治吟之司王1堵，J、ランテ---;'. N? () (.')t!会主主 シ，) ズ環境中1.，会学

祈曜ぷ十、 2(川、 pl/lti以 f

二日社58(4 > 4:?J 2C49 ~12G J 
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;滞皐1炉宍主，:1保早日A立ノ/[:

ン子と L ご ~j豆主"("、J品あり、とくに、出J克NPO/KGO にたし口i る ffFi . ~:.~ 

1的民治家刊かムの政治 J内音ぷ感から、て11を法人裕iて:J.)，.J象からの除外
Lょっと寸る副主]すらあった L いう、今日約十日点から振りょZるど昔[i0)感

£るエピソごも紹介されごおり、「こzま'('[-十筒円に多か J とtl%七.!:il¥

0)法il'1ごと、、二君民心 1云こ J て~"J P 0;'去を成 ，'fさせるとし寸大千:平を、議

Fjと内氏が十、とな~，て成'"遂げた意義;ょ大きい 5らに戸立τ乏からτ

自仁主への逆半、の可能け S~，f，EめたIすつのはは 明治以 ~Uí)氏以によさなi':l

穴をあげ円「もいえる~ (1'172) ;::の松俗的 文[立木辺、の木yftをj長って余

むあ之〉ものドあんう日

-可Rft cj~9 日] 能代目lj彦「日似のNPChよ きょう吐い、 E崎

J:〈{、 Ii事':0' NPO法:&:.1>への送作 rr-1iたのヰ訓 子、

白叉党議At.: i_， -C一両 ì:j、立û、の中心、河なユ土地にしけイじ代詩~の その止場か

ら日たJL~去汎程内長話 j 的情報もふくめたj 情報という m義がある;

行(;) (~: 1 09~1〕 芥H711'-，"議員、引の有効 10)弔問研究-XPO

itのかa~過科士通 νて， 1';域;J，、 ?/1ヌ岳4号59ページ以ト、同 5号5ワベー字

以ト ;:1999)

創出ク)子"について、， "主主;・ 1↑Tl-'C r'， r ii:(J)協旬・七J草する議員、7
7ムとしとのI¥P Oiぷグ)成す J ないし l口本のIr:会におし?る議員1町主的目立す

可能I'iとそのための j'J.向諜忠を;r、す初めごの .'.Lj土事例 ζの基本的eJ崖の
もと、その議題北定j段階から法作成'，'7.(. ~ 'v 、工るまでl培系列'1'，な順件を退つ

ぐ、科古:・議長 正文l守・司係省庁議会法:;:J局 芥持d':民出休竿の考古!
アクタ Jがf3zVJ.回二7主与の 1公式アリ 'J '.1を与やと v て繰り広げた、
名種ぃ茶等合法くる論議.，LX:Wを、 j明言叩〉 鳴りような間早足音:取 i見角か

ら実証的かっ必((8~.ご整理分析しとものであ')、資料的宏他もん~~い j)作で

あ 1)、本硝ごも悦11干利用さ4てい;"-t;'ぃ丈一

政司23777書 [ωg 公共政策{jr究会発足記慌会民会，J¥PO法に勾寸る

政治 政能評価ブuジェク:'此策掩ぎ再.N P Oi土に院する研究朝日台」

1何日イ1G ! J 1，犬公干Ij、なお本トj-J，{II(."日をi国1ここを待たのは、 とdL'.. 小島
|苦先教誌のご好，-~，(.負うものである)

Iコ干I~'l~考‘ M芥ん字決;宇部北教授をノ ダ として関2!1と末京の人

長牛丁数おから成るト記ブ'¥，Jジ工ケトにJる、 NP OU)lT!J:尚子U")(とく

に数十名に育る関係議長・市民LJJ休リーグ-~(})-{ンタゾイワミ;を踏まえ

l>)元副Hl;}I'告示、とその人l在ないし税制寺についての批判的若一察、 さらい

~lìJ、 S8i4.4Z0 ，1 2048
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l土、政策決問。)ラ年実強?とのための~~-;i堂前日・政府 j{~桔り充実、さらには I ]ft 

主主提 P 担ンシクタ/クの台成強吐:，等じ )1~~::j を.，ì-~ <むもの とくに段役

(}) rLIはさ戸長のかねごより1両足伝説として心主続けてえたものと 抗する〉

そのぶろな志 l原で、'%訓的資料として ~I藍吋あるのみなら「、随所、鋭い

担liCが見 c，れる}上記零加学生σ)中?こは、その長研究おとして、技法学・

政治学力野:二Jう t'''C~I:~ぷ]組織 I ，~J;亜の侮れたJit与をな表された h も紋日さ

れ、学生を i要丸ンパーとするブr，ι工ケトでもこれだけのり 'J二一!かま
とめることがでさるという事例11'1';な証主としても陛日づべさものがあるじ

e小刀谷(ヌnCIJ 初::6'-勇 ;rj¥J;) UIF~ptの;W論 ;--2ミ品主 人版人手IH版会、兄()。

大;Ij'山!-r))公務員と~~'Cij;務の絞ら f当時)、大阪大子大":f::祝司限公

Jl此淀{寸先Fi尋 j 後E~j&1 1字ご博 L?許可;ととしと締めニれと""汀正11当労作といえ

る 戦後すぐりHtl滑からのNPO政策Uj法制沿制i._~ついて的歴史的変造

過程の工程的あし ")'1.) 、特i内j、人の分析、日 POυ、の立11、政市i起程の I:~rl

i討も?携亡'7'-レj を佼勺ての実証的分析、ヤやfミノ村ヲしはこえ lオノム事ノ'1

手契機こ寸る"、教μ 人口、改 1 との関連 1I、2 ，'91-)下入力議保1;~ i1、成 17泡恥i

との関辿 (η:':Hot人て)等についての分割が埠与の開化、ふ:企いた

尚 桶 ~'d-"， 0J r> ( ) (J、の "lLû、j~flからみ j- 1 11-;"民立山 j 白羽~;r1l cl 

展望 ，1I1平j~i'f . r:fJ吉孝 1 ・新 ;1 日~f!13 ~'N T' ()と法.fl:jsι ミィ、 Jレハ芸局、

~002 

始めによ広蹴}-:!'!sの先除問先百を与}十 lFII、学というアプい J-(Iのノ「

[] á<;重要性を、ごく ì， .~9 刊誌、選うャによるおイi 体制lの僚主主伎の議員\7"什;の重

出什の出J1ih 池万分権:fLIi 話法J)~) ，l: での、 ': ;:，ti体の条例制計千百定力目、化

の必安川等の状況を11: をづ"jjlf しつつ ~J$~)~J 1_、 ぞれ烹l味己、と/，こ l従来育

僚に独iL されてヌた;~Lq~主菜 i))lr~長・審議泊科士、 rt 民との|坊鵠{由民';-t!. û;ノ

に t 〆てげ;t民工4鼻\_~r;;民 \{，:)_:J 二千アザ l シン!〆 t七」も(/)と てのX:?O

円、、ずり、泣干のTI'IT則的意又1，;著戸し、そこごのiffl両日jの「教F''J を数己~i ，:

わたっ (.t，体的[こ指3市する{在お、憶にはその也、 !-!i'ョ牛止法における [1

H参Uじのためのぞ践的脅説委等もある ;斗書文献本丸参問。なお、 1"1

青ρ24以下グ〉広山内稔I1lI市民 ¥f)'去のや，t(?: -' ;之、 xp () ì":!~ :J!( _Uの1，リよ4::;円
:::10で l 伎 iL~!1 治J引~jD仇法」が小田実らの市民 \.'r-王i亙動(7) Ijy'~ ~にでヰノり、

まれ、 09年:一成立〕ト情報公珂d、i止、つね平いおぶぶr-;j丈idJ、:主岳Jの成呆三

JJあったとす日J青ずる口

-っ、 I~J :，2(叫す] 小片広光『政実形成とNP ()i!; 問題、 J~x帝王、そして政

市 H議問、 2fJO九

二日社S8(4'41D)2C47 :1:21 
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([土策l作成分析のための最もノバl判的なJJtt白モデルたる) J.¥V."'f./ 

グダンの r-Fk索引窓コデル を修11 芳汁iLι5~{白いBぶ市 il~ :~ そのよう

な :~:Il来で、 十円己・行ゃhlJJ午とは呉なるちと " .理論エデ"存 ml.ミて、 lf)去過

?と全(4'官、抗期 大震災まで、 ;::5 則白守党ミ主体次什芭まで、 ;~\:::J~rJ

0第 次合長まで、第IZ;J!羽 fF;:設足立E泊まで、第コ旬以:!':t::tx斗まで、第六
耳主催1F5は，，1]成.;までに、という C段附にツt(了て、それぞPれiっきテ タ
を r5~~使 Lて詳細 7)-'-'"_)'j~-1正ス~:'二分 Hí'l___た労f 、当ゴちにとっては、とくに、本

¥/i'.t直材についての続柄と I〆て、そのロデff正すべき山 ζ出唱内的j-lii布、市民

triJ.~(T);訪問 κ それへのも量三が~fJ ，し、を k:l--， /:~" 

市民~法悦~~ C2UJl] 市討す法絞併編 J市えず法人門 市ょせμ花員のた

めの ，L世論h ざょうせい 山川i

本昔は(:えの尾野論丈と 111粉症j~Nr0法制定遇税首?をあっかう
ものではないが、 t，題のように1"!UR立法」という羊 ヲぃ→ドのもと、そ
の l' 本な~¥し外出lおける立法制定詰的な状況‘勧[IIJをれ官民する続論部苛

ののち、科論的:こ、{市民--:-;，t_Hすヒ、Jのわが「司紅ヨ与の具体例をケース e

スタプイ|町二牧正するものであり、 h吋':n'~ ケ スとしては、I\~ P 0 j:'，，L (;):";O?i 

以ト 山:;:;_1た!tt:¥γ法過科への市民警JJII..........NPCl百二J;、十寺派公開法 (})232

Jぷ卜)、グイオキンン弘、フロン 1'1以U、 \P日74以竹、 il~1Vll::'ミバ事業改革

汗1'1法改11一 (tf!lif'川河)111法)恒:1.1どれ守がとけあげられる。長お、 1Ii 
H寸法j が市民ほを待たのは、柏戸告示dlI;!J与をめくる市民活動の 将とし

と小田実Jí;を中心とした員災技官主支段、::~i-t活対日己合与の過誌であった、と

の!出と戸]持のjlif，~もある〉

‘思p.J~2C:切り] 尾野事11;: N P ひと日交うt追手L 公共千1]主主集i'!とイシコ
トワーク. 1'1家学会雑誌1~!-) 分=1O-l:-l2以て (2ω~)

これ!土、 l 公共利金集同こ)ての:¥1'0刀、取すの政策退問におい

ご巣t-L いゐ役割」弁 Lて、それを通じ亡、従来の「日、の お湾」的政

災退荘、ひいて、利主主長トH山竹主義と L ての政治的多元主義の向担げを ';'l~

1足首る I'Jj'~ ↓、とくに日本においては官僚士存~~(?)-;1:1去通科には火を開け
る可能汗に円 ~-i 、 ~/:~~nゴ事例け究と ;ζは、「勤:;ÞJ当泊i1~J 改ょ (1999

"1末J 過紅、止が 1 f当然ユ下)L-'F-ÍJt進法」 (17宝生、事業吾:~ e--t ~)iY~ユネル

γ 等の市川に:司ずる勾羽詰|百iJ.、J)の立案過程(従来 i:)，(1) ::::.jfj;ft3 Jによっ
て独占さ.(LてきたエドLギ政策に;'ITi!.ノ〈を向けた)における1'1'りのIZた
にた役割えザ材[検訂1、子山政i:-iマu(j-1' :.-ブリ今「ンヨンなv し、口本政
治;i:;;H~への/ンパクトを、総括的に命題fじする日

~lìJ、 S8i4 ， 4l8 ，1 2046
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b 佐l時 ;~OCGl . {F長岩ヲ， lt: :~ç .牡戸時v;-~ fTTょた十P クタ 的発展と片山

非'~\'flía 市勺 l 山L大村研 I 失われた10干 I 'i起iえご百 小泉政情への時代J

烹大出版会、 2UO!I三三

二μ{止、也Jをす?の u.;)、遅悼を投与ものではなノ、 Ul新d、 ノ~~iutU、

人\Jk-t主どの関~~ -c、そのうHJ'f干~ししての1'1' 0 どの不 I~続竹を論証〕よ

ろとするものである;つまり、本米 'ff政のノ、')ム化対京fL，という行政
改革の成政論時と民間j三六~ ll;{~!的の促迭といっ政)f:言語珂乙グ〉父錯寸る持℃

あったにもかかわら守、役占ク))i~可引は'J/; ずしも十分には以前できず、 f-ti

茶河 pO~!、をうさ機と:j- ~;民間jド叫ヌ W"]到のJI性iニレいう今向においては、

税，i~l!持直措晋の足踏み状態、j\; P Oi'主人C'J利.，ごとM)'壬八改革から山 ~J り再F

しへの机出:修!一等の，1':::c'、それを必寸しも紺ノ予ーするものずはなかη たこと、
にの、下-:p ()出と 1'~ 1~~.: i'.t~ 人改革との不辿紙作といずいーとの背弐崎県bl とし

と':、 λ1':\PO (l~法人制度改市が‘行政改本こしとのノーと託it人改革の枠

内中で進められ、民間非常手1; 1';-::円何促 >t!，という<<{~品論J~ が t.-n も i 号 v こ

は実質化されていない-とにあった 結論づける内総じてと¥に、ポス

トNPO訟の議論展開を批判的五己 iJむかソ子市3よ〈整理 論説ーするし

口) (時系列的主いしセイ/9ーも正}動向・概要

ロ・ 1) U{i重}J)1JJ (震 ~t~íJ)

a; 市民間科、の守口、要求:中動を'1'心と1之;)弐間制動leJ
¥ a . 1 ) ここでは王ずもってとくに、 ト而 oーズ」がlfH:iL{ド対泌され

かこしカ言、な t こ主 lJ も l;Y f~ さ札る Jてきであろう、

( a・:2) しかしそのまえの190;;":段併 -L:'-tでに以トの」うな綜織の結

成.u¥動刀、すとに νよ与れたことも、持引に↑l山するじわλう {ニグJ

I貝、ヰミ}しごシ ス・ f'>ク ν ッド l 上る J

'hD.;活動指gi人研究会 l ラ
(f:J; 日主人権防止ゾ]の刈究~IN じ()への合付 b続出iに羽寸る

研-f[;会

・耳士九XGO1---;-官民アォ ラム 2C1Ul J 内 r- J\~G 0活動拡道長員会J， 

.1¥'['0研対ソォ ラム{ぷ同Ifl対|疋大$k.J長 ード下、}

‘1¥'1R，¥助成 'iiJR:t:';-杭J舌勘の促進}こhんする法土制度のあり万
11:ょた公自主治動恭持者存情iニカんオる抗告iりr'jf'_J アロ :).sクト

の立ちト(yυ

その具体的な公表アァトプッャ~: !/ては、私見OJ限:)~J. ~のもの

がき言:j斗1ιょう

二日社S8(4'411)2C4S ~nl) j 



叶究ノ ト

. 1985 l昭和60) (財)公益法人協会公益情動制究会(林修一他)

「公訴U、人および公訴t;;託に閉す一るた本11、(1採l:ri重VJ荒本ilJ要

綱索J(公主主法人15巻7号、 1986年);その粁続・コメ〆卜として、

橋本微ー Ililli精司 本間夜明 J公益法人の活動と脱嗣| 日本と

アメリカの財凶社団」昭和61、楠主社(とくに、 I"J再凶21目、

卜的、公益情動制「究公 l公益法人此ぴ公益信託に悶寸る基本法の

Q要性についてJ)

，+1削i上刈編 rブイラ/ソロピーの社会計符学E 東洋経済新報社、
1994 (とくに、 p107以下)

-森長「最終誠義・公訴法人山l慢の現況と課題」青111法学論集39巻

l号 (]991作)とくに、 p17以卜の従7T;
(卜記 .XTRA助成ブロジヱクトの成果たる)K T RA研究報

;11害 『市民公益活動基盤幣備に悶する前J全p)1究j ド成Gイ1[19例〕、

総合研究開発機構(とくに、 ])1日以下の「非常利i1、人制度に関

する抗索と民I~J 公企活動基本法の考えノら J) <) 

cr)以卜以外に、 NP 0;1、の前段階での(戦後市民連軍VJの系譜の前中
な概観からはじまるINPO的運動ないしそれを担保する法人制度、
ないし公益法人改吊の品動向 枕， ，等の枠埋として、とくに松原

[1則自J• p:J1以下を参照υ
( b)行政側等

固とくに、経凶企州庁は、 1992-94年段階での、第J:l次及び14次回民生活

存議会・師会-}R-;';で、 NPO法人格・税制優遇等に"0及、また、!早川
環境庁外務省等でもその研究に若手する等、他省庁も 11"J政補完的資

7原」としとのXPOに}土日 LI土じ(/)1二，
・在日アメリカ大使餅による、米同NPOの・日本同I)，での法人杭取得・
税制優遇を求めるレポート作成等の民話 I~外時) )。

ロ.2 I本格反問周(長災以降)

(a)政l付省庁内部

[J:ll] 

政府の指示により、 93年に 118省庁ボランテア問題辿j託会議」カ弔古成さ

れ、その事務吋たる経済企画庁としては、本格的NPO法制定と優遇税
制を企図し、その旨の経企庁中間報告もだされたが、他省庁の抵抗、巾

民間体からの反対にあい、上M己「連絡公設」は活動停11し、以後、 ¥r_法

論議は議民 政党と市民団科、を上要アクターとする罪台に移q、官の介

入はそれらアクターによって、むしろ 昌して忌避拒絶された、といっ

てよいようである(この聞の経梓につき、詳しくは、谷(1) [1999J 

ltiJとS8(4'41ti)2044



「ゴト常利法人」法制改革 (20Of/rf-)の批判的検討け)

p7/1以|参照)。

( b) 巾民団刊、等

ンース l市民情動推進法試案J (法人制度)1995; 

回日弁連「市民所動団体に関干る法制民改，'1"に関する提言J 1995 ; 

田神奈川ネソトワーク運動「市民活動法人法案J 1996 ; 

NIEA研究報告害「市民公益hii劃jの促進にかんする11、と制lえのあり方

市民公論活動慕件整備にかんする調芥研究(第一期)J 1996、総合

研究開発機構;

目構想日本「公活動の草聡益出Jに関 FるU、律案(公活動促進U、*，)J 1997 ; 

(社) 1 1本青イ|会議所NPO推進政策委員公 l地球市民情動推進法案・

試議J1997 ; 

民I~J法制存議会(f庄称) '1叶会・報山者J1999 Iとくに、 p72J;j，卜の「諸

提iiJ)一

( c )政党回議員

1990牛連ウ守党 'NP 0プロジェクトチ ム」 結成、種々の符余曲折

を粍亡、 97年Jm'出回会に亡巾民活動促進法案('1'1社さ」による議員立

法提案)審ぷ開始，

固なお、この間もト記・守党三党案以外に、新進党菜園比両党案が提案き

れ論議された:

cr) U卜の与党議の対比、その他、同会審議開始以後の、同会内外の詳細
な動向 経緯竿につき、シーズ [1998J、初芥 [21川1J、小品 [21J03]な

と参I悦

ハ)以上の諸過程の総括的批判的分析

以上の:;Pu法止法過程の主i北な特徴内.問也ハ:字を総括的に整理すれば、

それは要するに、震災を 大契機として丈字f曲り朴会の・下からの、申の恨的

ボランテア活動の高まりのなかで、現行法制の(上記のような)似界・問題刊

を突き破るかたちで、阿会議員=件政党とNPOリ ダ 庄との・長期間にわ

たる積他的 E 見交検ないし対話をへての・両省 I~JO)緊張と協|刊の成果として山

来卜がった寸法ということがむきるむその，~，味ではそれは、やや突き放した見

)Jをすれば、蚕災という白然現象、ポラシテア情動の全社会的同まり、 9'1イI'-Jm

立う党体制成立を始めとする戦j&政治体制!の地すべり的世主化という政治動10)等

の諸j~凶(そしてそもそも、 νi去の主たる ml~ 目的・規律刈象事項が、はか

ならぬNPOへの法人格付う立は、であったという事情)が、中運にも十日乗的に

北法S8(4'41:J)20u [132J 
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作品して為 i~~ 1-~. t:. ~:何々、 Rlj '! ，;成功卓 :y~ といよことも 7τえなくはない そう

であるこ Lども、 Lかいまたそれは 交い11むみれば、わがい立における、ウ1，1

:ì~t+，司令 0)桜点からも、市民公益バ劫の歴史、五1 "三科・公益社、人・綿締法制ョれltt

ゴ， ¥，いっ.，;J，占からもきわめ〔注れすべきF可期， ú，な歴史的手l'H' あ，.~ Jんこ Jは、

併定できな u、ようにt:[:'、おれるυ ハ行事;:Iftを直認の検司令j象ιオる本稿でも、後述

'."くつかの"，litf長;1: '(¥ 二のI\: PO i1、の '::;IJ'r~過程を一つのモっつL とし、それと

の対立におい亡、 OGネTはないしその他の勾連\'1" i)~ (Ei'0i劇1)[司Jたての問起七l究明

らかにすとこと;なるであλう

より具体的にこの --:r i云 jß~f'r r. r7 ):i~1f(会\."し同組 /Tをわれわれの税

γ\カ~~) ;~': I 山すれば、士三〆あたりをれ~，;: tJ での数 '~;I，;こ埜烈℃ミよ与

ハ・"いに出体i ム政党・議長の協和;jf十日ムしての}Z;:) Oi去、それ円味p

また、守僚 1)貢則す;j、 ~I)f云河に刻、穴を")た"P CJ i1，、と l、う特徴

l.:.:n; 

ごの ó:(.~ ついてはすでl 多くのぷ献竿が司会って;H摘しかつての過

作等(':..-:.Jし、ての極々 の矧占等か円 fる精;;[な浬治的サJ庁がfでにかな :'1

(/)程茂なされているこ二も上述心1月)であり、ノド稿でもすでι何芝も繰

り:L{ij強 ;!:~J 1_て Iミた:乙であり。いまさらて:で加えるミ3ものはMも

な"とLミう u治通7ないカ¥ た J三4tえて J~A 卜 r:?j イ，(/ゴ[ト心、 101)加えておき

/乙し、

まず、少なくとも玉1";1) 0;:去年刊1];戸 i昌也で L士、上， i~本明i国l''Jf. ~， も日:約

Lたような芯要[耳や、 μi上のiたる対象 lあるいはまた、当該江、人相l

f支を1史って活動 ri;S主Fドがまさに市対同体そのものであ:>;入、とい

う要因、も刊訂t\~、「官、日，hRヨトト J 、ないし1"'Cf vs政党.iW)]1J議

長:1吋の)'J，"ド15にから、 ITtT 1!: F!: 'f:本:[支え・該当!の!~~:ri!;羽係の成，';

へと、 J)有係，j"eJ卜Lたといっ特殊性を見落としどはならなレ土 τ所

にイーれは本jlY:\~z :ì1S千平均垣市川J射科会どこまで 般化でさるか、行しろ

それを以定的に児ゐ.，2<';::があるのではないか、というこしを不日をずゐ

ものマもある人こ:1-1:時に、とくに、これ Lコ「協if，i1 (1)各七クタ」内

九七とも、例ょ 市兵Ijl 吋':~)-;jf;.(汁ではな< iι ーλ 「政指捻円J p幻

、 fJ~ え:工挽市:jO) -f';'f 世つけ 1417等の前J戸をのぐっての JJ よ~Mi'r

が、少く l 「巨際的活動};G 0 vo囲内・ J色伐いてルl¥Vp01，えイ七

日動開津山午、、、その，~Jl!，r7)挙実けli勤ド司住 J こし寸対抗軸寺で芦 lコれた

~lìJ、 S8i4.4l4 ，1 204Z



11 "云法人 i)制改革 (:;(¥()t;ノ↑ ) (J)批判ITl検討円1

l ーと、また政党 I~Jω~，:協調・ ìS: 議関係は上正首丈高(7.;'; -系!:i(.こ市じ

るとおりごあ 'J 、と{、それとの見送じ政局の P<- 問j}7j~支イレとともに中

絞議民:))人才L主主去二~(7)流劫/じもどiヰがあったことも j-:-:宝'f';社、く これら

わ諸要因を~(，、論戸、ご》の論議ν'JU号析の次んにえ'1= (1.-しで芳祭Lて

みることち 11.j-去;g;;f1:治的(.:::~':~~仏人いーとであろう c

2. 市民 ，!:.i1 誌が (}.;?Oil以外εも一般に 11j旨そうとする u:a、

近作改ネシ〉ifEにある問題ft;民 E 状況認;弘、つまり、{記UJ舟治梓で

はとそ〉かくい医此レベルではしく l、有庁縦割 1)体制のち少での:" 

僚主専のす法体制とい λ従来支配合'jなす法i丹fμ〉同県性、 1ft-;;"'C'、ま

た此策 ¥!，;l、論議への;五Lft;. (ìF;;ワ可及的主~J]n といっ民 i 義[ドj，f，i思

決定 Lいしては当然のここが、な l ょうも '$-I!r支・慣行・自~)jぞのもろも

のの摂h 年ま1して、 十完 l実現でき Cぃ仕い Y いう問題出議・渋川7忍

誠等U)山では、主主者も共ポ7するものが多いし、子れがめさそうとする

ん同引¥，-t，二vミども共l耳するものが歩ν引 τしかし、4i仁送効百南f'jl'1ス口ー

ガンとしてで以なく、現d丈の問題としてそれを交え円とさ、，b"K_-ti;J_、」

の実践‘実現;二4常に多くの解決';，'，;mすべき諜践をはえ℃いる」と
や、当然の二と去がらあらためて強刈(~-c討さたく出) (にの .'j:NP 
Di主じ I二いの問符的欠陥についての山長関守どとしんの?¥官な感出こ

して、彼i主 ;C 2;ノ!J 参照人それは〉くに、 ¥'ii'.i、論なる込町

が本来 (-H なくとも l 当~:~(7)大一'1J 的支江意n訴を|うJ にλ まえた辺

想むこして;山、ま ι じ I 知の総[，-1"_:とも~，¥うべ主汽Qとし L、深い

¥1;門的知識こ古いtJi野を岳民とオる、極めて「利弘なイノ楽であることや、

わずか じっ-F.ft的:zt豆エの取り組みの中でち情感LP紋肢をもっ}
筆J3としては、 l本を芸-，-:こと i去る二三を似れつつも、あえてjg

前;したしミと考去る均九ごある A

行しろ造言~: tては、 去し ，1)t.り七ウ〆ドベス kの 引口論町内t過

程論としては、議員立i'~(T; i~'1J段可允コミこそが、第 Jへ均l追本されゐ

べえ )ij主ぜあけ、 |ド川JI川lリjしてうなPによ:り)もそr))7:二めCの) ;官i僚Fも悦勺t偽位に己止l

ゐ白能tブ刀]すや，も Jノなパ マγネ、ン干に、なj 政筑j崎是円1別担ンンクタ J ク乙のワ藍F惜古 /尤し

r実吏 lなしい、L、それとあわ iせt て、;}ザjλ;九、~(の)，H具→{体1本ミ白的J執行週4和2レ評甘帥h ブナ口 一

ア yプY'是?1l三とにお 1"ても弓不、 lド可?守]丈グ引)1υ'，1;僚宇k毒戸楕高τyのち協戎主計t. ;?-、 yk Y7ぃ 干
ング体制のそれf、そ:〆て、そオしらをも恭主主こするぷ員当井グ)す法能

二日社S8(4)413)2C4l )三41



叶究ノ ト

)Jの充実拡大こそが、折向さるべきさし当たっての政策課地ではない

か、と考えるi そしとそれと平行して、その議員立;1、を什ポート L、

それに働きかけるギ体としての、市民・市民間体の主体的碕極的、f

iJ、・政故提言能力をたかめてしぺ市1)量的な手当てを考えていくべきで

ある(その意味で、凶政レベルでの現存のいわゆるパブ・コメやタウ

ンミーテイング、住民レベルでの仕民投票は、~お、受身のものであ

るという本長的|担界を免れない。また前者の「ンンクタンク」ム々の

点は、まさに数年前の「円本KPO学会」での田アメリカ・ワシント

ンDC所在のンシクタンクに勤務する|野真城「の講演に示峻される

ところ大であると同時に、筆者)')身、研究計とし亡、 市民として、

口頃痛感していることでもある。そしてまさにNPOは、 E士山系シ/

クタンクヘコ企業のそれでは不十分な、市民の立場からのよ法・政策提

日をしていく「市民型ンンクタンク」のための時と L'C段適のものご

はないか、と考える) ，※ 

※なお、ノ["f昂(2 )部分徒山後に生起し、校止の現段階 (21川7年111月

中旬)においても現存進行形の、参院議員選挙における与野党の逆

恥とその下での第168臨時国会での審議状況にメディアを通じて接

tるにつけても、回会が宍に実質的な局、味において立法・政策論議

の地とし亡日性化しつつあることに大きな感慨を覚えるとともに、

層、ノトiとで主張したことの干l安件を門確認する次第ごある{

ハ.2) 立J、過程・内谷市における 1J'l政側の介入、ないしその内谷市での ~8 白

的J正用余地、の意ゐ，tt'J排除

[135J 

-上述のように、本法の立法過程ごは、その比較的早期の段階で、中央

省庁のブレゼンスはむしろ意識的に排除され、もっぱらそれは市民阿

休と国会議員・政党との協働の成果であることが、その最j、の特徴で

あることは、くりかえし強剥してきたところであるレ

のみならず、その内作商でも、 Hの支配を可及的に排除する方lirJが

迫ボされたことが、 げ己「座談会」でも関係者(雨宮・松原}によっ

て語られてしミる(とくに、人り II段階での「記長正」に「所斡)丁」の裁

量ができるだけ入 t)jι まないように、 1)原日Jj.認証」の方向のもと、

例外としての「不誌証J 長刊を細かに古き込む、また、政令にできる

ltiJとS8(4'412)2040



11 "云法人 i)制改革 (:;(¥()t;ノ↑ ) (J)批判ITl検討円1

だけおろさな v ょう hこして、長本汗J~必'!~~な)とはずJ くて法律に m来

るだけ己主込む、税の寝込山性ぎにつパての域定lよ、 NPOi1、の成立に

;~務当局内介人を人れない式:のに、 it~t本体ではなく、 iH~:J な'，，'，し剖

J計決議に委ねふ、考の「立J、 0~Hき J プ1言、 rhR司 l，j;fll': のそ hi-- て F ら

1たとされる ただし内窓約にはなお、役所の民督梓lE等!j，比較的

多く残包れたこと、後j心の7重りとあっ、また、 I巾!( 1，1;た I公ぷ」

( 2朱j 守、午、な〈ども私見でほ、その11-作用山弁 Lての述切七lにつ

き疑問グ):Yiる刑語が'"わJ1と乙し、まとjr'止かム-j-'-'不確7E概念が残っ

たこと等、その凹での限界も否定むき会¥."ょうレ二日f、われる!2 

われわれは、ここと d、¥民n氾条の l' L~~ :';~ ~~~ ，Q-JI~jì~i j-h竿Uノト討 l病

理」引設を見るにつけても J、伐念なから[-，:crL.・ iI. ?J~ 温和のス b ニス

の根底;こあゐ(生士く Y も、この局同?での) 政府の'1:FiI :~いう 7忍

誠を共右するものであるが、地方!μ:~~にまた、(官グ)子i 人を 'J 史的(こ

排除するとい今、と記岨基本);刊のもと いわば ì，~LiIの赴くと二心、

;し汁 J 、きか)、第 涼む認在主務を1\T!:ìこ担斗 4一る者~;宣伝山氏の E 見

はい λ ま ξ もなく、 i 介~11 悩社、救育、環Jhí1è誌、国際 }~G 0手持

訟のう}jifずのすTJrir:矧グ). X P ()ì'r1P:炉、の~:j{~・一一ス。 きlコに;立件起

行政斗j- ;>'えの苦言誌な補助手、J¥?Oとの、ーヘテーシノ Yが?了

止ダウイドからも要求されてい心刊にめヘてj その，行以測からの1毘 ~'J

的公"古・意兄;之、本法成iム過程での論説的~-IJ で、日 1，ノ;:'司かれな刀、，-，

たようであ)、印L、それ戸果たLてえか，，たのかは パツンス感覚

といよ)tJ-t斤からはなお反tさすベさ斤なきにしもあらずではな，7)、と

いうこども河川 i指摘Lておく之要があるl:J') I，，~ ，[，、われω(この点は、

):PO 法見~μ作業内投|椅ではとく l 重よな対ぐ?でめるととえる) G 

〉 羽市[1~'~~ ~it ~の|主連

ぷ法i!....法沼恒子l土、上主的よろに :!iR凶休の矧;こは、「優遇税J川lヌ

~t- (?)法人ザ了{寸与マケ法ヴは(.l]，~安利混と〆 k 山政商に↑己ん亡いる NPO

Cつ多い現状では)僻~}まであれ、そァとセットの \/it 号t-~jにやしていく

¥さだ，e:Ç) 立見を二十二;~rd- る同件;もす\?な〈なく、 つのJhtptzよな，， 

/:: 2 いわれ dU7J\ 杭局、 I~~人松、簡易取得止法った克 l ν し\:-!~同?の視

点日棋をj;~;先させるための戦咋こにても j!í，ふ IJ ~í~J ぷ!;:: 叫間 1，:アにラる

二日社58(4 > 4L) 2C>，9 )三Gj
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というん引が大71)を占めにも品十jとの i"での論議でl工、法人格のパ

l..，>)ν が涼めてi'.'"~';くなる倶れから、む L ろ r七弐CjH預lli よ fx ノ46ソJ にそれを

jli ~ ~ (山 1主'j)) 、実出.~ ': "~"も、とL、〈こも寄 lífj"優遇税者'I!ごついて(土、 Jト. ¥.' 

"、巡程刊行論議のよ要アジェンダ円はなら f、不L:，j]x，立の写年f古~'-認

定I\PO 制度!として~:;hをみるこ ιι なったわけであるυfな β こ

の/:1:についょ十恥 (l)=イ 前世， ;'18"5::l j}~)2:-l良の指摘もきさJ:~tJ

:11 してこの点;よ、?)~人υ 出i 苛めぐる「対事法的況点」と税制l 日d相占，"

め I唆 ~JJ:j・ランクづけとい)~記， 1志 Rj':ヴュ工場を主張j'i;，筆者と L て

も、 ぷ す法伝説~í~J的ポ')シ~- I :手、¥."うまマもなく記全に支押さ

ミるものである

しかし、何時にまと ;j~;t (-1 6条}では、 r< なく}も、 J、人t~ (等 J

に問し桁果的には、法人松、認証取得は、法九税は上下去主主法人τでで
み、部分ー仰に 辺、人情な主計 lふIJ扱い(つまり、治常の f公訴u、人等J

よりもワンランク lげたちを遇)という|日I[壬¥，-:]'::;1ては、税引と["'J私し

ているこ r も主主であ~亡 しかしどこれが、(従注宇ωよろな'¥

PU法の訪J主主義そ円犯の人り |;Jiど刊のノ、 円高さ、そのfttu;行政的

日昔のち与につ去がったとの指尚もある合 :σの)μi

lはよとど手うであつ/心tヒ=じd内!η】治か白』はよ、 f同の河J主であるカヘ少なくとも二こでもあ

ら式的 ζわれわれは、;)、人 H~ レベルとも、「税 ~:û、人情 t の分俳」

いう;早期lギJ-"-鳴が{::'-J":----， 1) 悦~'0;，;飼う、として也会に 4主主して、、るわ

けじはないことを22め三るをえない{そのャ乞がまた、 1寸子l己、人の話

介!::i:) が γご、ょと公主主的 rn↑半に諸 γぐ(土、法人の H~也がゴ11 ・?見小問

題に直給ないし接ノj、↑こさ 1して論議され、規制‘駐'tJの百日題1ì~'i在九広ま

れおし iことの符民ともなってし 2る「 寸くなくこも、関連文献等で t~

市J俊jj」がZて々ーするこ九のその 税制 とは jとしごむ， 'よら苛制税

制のA 存析すもののご ζ くであり、リヘ人悦司Lてはここでも、「公

訪問!::t:人士ム当然優 ':~J と円前提があったよ'，，-思われ そうと=

ゐるだけにまた、すくなくと b原理的には !ι )J~虻原刈を全日長し

域l了ることの不安咋売れ」宇 l芯じたいとど→去る l卜j:sC)ようにそii~(土主

介、校校内「ン νウフ勧告」におけるi去人悦市11のとるか場でもあっχ

つまり、公首法人か;;"I~についての設;liii当局;こよる ~Jd造、法人ね後

)1:1¥..I古格審告?をすべ烹 F こ(つまり法人情との切り臨い ことを e

~lìJ、 S8i4.4l0)20羽
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ノ、・ 4

行政ユストのI-，I，-!山!l:土ともかくも、 l尽目的、'rj号。)1;帥iとして、ここであ

らためぐ怒長いどお主たν寸

でこに1'-.;'~')' ;':;;わがiJ、律学的i吊論」句プレ cンスな， 'し指ヰnの占「の限
界と、その'11""京 a机;':，:!f{(.こあるもの

こ{ワ珂 PU i1加えスヨ布で ('-jて技♂~ :_1ミツ「〆ントはいつまでもなく

理l市町J誌:守の点でも}わが (Jに事)iJ作よ(;土 ¥1:'夕、古庁三F導lliの、'riJ:過

程前場合と比較して、上土つ市IVi.~ -{:苧かの研究-11-(，1')例外を除けばJ i守その

寄与ないしノνt_:':;.-スをつ、Lえなかったと¥."うャこじあり、二円ことは

合なくとも iLí;上手砕先手と!ての当}~.0) ~t~ {r，刀、cJ!土{本u:，'rjL、返認が内

包ずる) jJ::.~\立 L えないびとつの問題点}謡えゐ。

つまり F ぞれの111'j て点る皆fJ"(. u主主:ユ奈辺に在 1)千!と :'i己布、祭却

に間 7時、さにあたりJe下のほ j なv〆¥d) こい 7凶/jの、わがu、

律子仁支配 {9な伴質的情法的問~~.8γ(l，寸-);J:'¥ F () i:7::のli)(U:過程があら

fめて缶、引か了てくれt， もいえる、われねれの守'1町のスタ Lス その

ノう1王詰的枠組み写Cr)州千七的問取引j を、な J二よ i) 1) じ 11日を込めど、:t~:!高

む主るを得な v ょっ)こおもわれるのである l以下はあくまでも、本d、グ)

成)Z:i邑担論が5 当たっての問gB.e;識と てあるが、 1か L、それは、

税込のut試行γi、おJ~五千7 与におけ() i.l、律令内在的問題~，~ L -ct~拍子る占

〆も剖;サ午Jには混同するものであり、こ土 υて過去の 立法をめぐるエピ

ゾー に11，主らぬう E(:~;~主義をもつものと苔える -ili:論ぞれら}よいヲ

れも、(民事)しと待手このjJIど-m;-J 基法理-if.言等り呪謡、にふれる侭本的大問

題ばか:)明あり、その戸、lつU ての辛子?の;"，.+I<Gj考え方(こっき、イメ柏は

それらを~~B-ß<J ~， 論じるj長でもなく、ぞれりをλ3くめて恭本的[.=;.三、上

元 l民事μ;.Ti:il)trri点、系J誌の '1予言/d;'¥15))、の:7J柄引二委fふさる

: a ) r河話己 実定tペ中 .L、法子」ともいつべさ学問の体主t-~"ジ〕反iさ うまり、

日本社会グ】竺きてj}I.，，て L る尻*の問~(イλ棋の主題との苅辿で、ミえは、

市民公曲:N~到 N P Oii[;動"，，(?)宇~j:ðJ ・ー」ズ等をめぐる門会的引実j か

ら山花するのではなく、~ぷιi1 慌の JH;，'( (非常示崎附li"t却については長

しあたり¥;:H、 公主主法人規定}にのか同船L/:;t千戸 f レいへ1.;:;統町忠、-4

枠組み;安住〕てねこなか勺とえ】¥そのよう企忘味でま作、わIしわれの

法i干ドデはよ担たにで i 宵僚{去J子 J ベ境;法Jプ一生与の :2~ 界を尖台よ更けた J

二日社S8(4'40D)2C>，7 )犯l
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哀の意向*での所説iI t' h:: i去字_~ ){:'j 10-てv るか〉

なお こ山山，~っ主ん稿 u 、=ノ山 l 前生」うさを日目[-;4 1 良う ;n1

0)松，~liJせの J~J荷主主問。

(b i I判例・'~~訣甲心iJ、学 J 、いに L ごぞれ王宮ミ説的) r J2.ì)、自JI主~~"LI~志 I[:j'

接工主的弱さ 欠如 1、ともいうべき :~:)dJ (，!)体自への反省 つまり、我

利げにおける判例会 :'Jゴドl止、7l¥そのまま主l会的ぇi交における (U、市i[;U<])

附思全体である γ 主えるものは、いうまでもな〈説もいない Lド「半'11令刊1♂の〕

=市U分イ休セ

yんjパ;法主MJI計号苧的JつJ間担見注配L仁Jニ こくに、公益l云人をめくる行政47!4・裁民的説よl!

ミ竿干 Cの}つ〕市巾~.[jt伐支 Jγ「内J 岩 !ι町:等辛もあ fハ、 Cし、 公

附担がよ比に事裁判}シ♂ LてL守正ナ場材ずるこ t.!〆九1た、い、 きわめて稀である そc"l土

"な状~にしうもレ合、「判例主主工つの苧 l のみをもコ士宮~?rÎ立れれレするこ

こでは、全く小十う1'-:"':'あるこというま℃も令， ， また、川5・千走者C'):---v 

it・1出!比百省三三々 の r.j~ ， I;.~ っして l土、既拾のとおりである r

(C; 円、tiご縦割:-']的守門fヒ」へのjぇ省 つまり、筆者の]-己「辺論

l円J

体系 l においてかねてかりIK法」守三はな ¥i民事、王子(とし Iうネャ主ン

グに拘るさ手若の同地意F訟の 端もト注のように F ぴ)，-'.とと調達があるの

であるが、~ ~---あた1'1 法人・組織論分出~f':， _~.lrE疋しても、たとえば 'Rì.i・

~); I\.~~ なし 公訴~)、人間仁 会計法制-~Ij以、‘公訴口、ヘ協戸I泣合す

特別法宍詩型云人論等グ〉分野横断的:':'1体長 紅織託料併す干の欠品*々、

それ内えの休戸、玉県論cnl投与怜{乃不イi、そ t 研究刀、げによるその杯出な
!被行性 l 、つまり、たf十法学之主体と j る営利組織論0)膨大な主主Þ~(

完了比 L て、ノ';:~誌(1)、人・特別;;， fのi)、人 組織すいか七7ふ研究(1，:械の引

呈有国 ，::-0)三v さii覆うべくもない、等(/)事けが、めらためて、とく Lこ

f'，;? Oi1: (なゾ~ LO(ì ~hìJ、等ワ立113:，，)紅誌における学問グ〉測の限界 問

泌性の恨沼と J てあ1)ζ'.合えるのではなぜ 3首、っ

京ちなみに、 法人: _~I(;念につ t '亡のいささか渋救義デ円七慨今法子的二人yじ

】こ限定された利息O.戎起であるが、浮凶刈治 l横情 民法対前「法人ノぷ)

慶i'L'、義誌にこ三'i1、こ子三研究会、 Fb記名年(なれ本青に"'.)'，'-cのメント 内
池尾凶山 沖111)，"Ji有先'1 検拾 L(;.t;総"おい人へノ部)J結問}'i. 私

の研究ノ ， Iぃ学研究而呑1つ口¥1.99れは、での同5宣言識乃出発凸
とてl;;法J手ぷ。〉説ぺ壬1¥.1去と、JI々 商j王4子与の説く12牡法τ(l):U::.'二、

~lìJ、 S8i4.4u8)20以1



11 "云法人 i)制改革 (:;(¥()t;ノ↑ ) (J)批判ITl検討円1

域~I主的存千半世lーが起だしく欠!十人、る j 二と、その沿状を克 I::，{l，" I民有法

寅L7:二藍合性ある叫、人千 K\~_ を討す~-' 1-';青出する、と q)ょl をあげ、

月律的向也抗起こしゲ設向J1 í胞子白区H.~~~げる 判、勺t法第問

日 中法人」び〉去~~:二、全てのd、人に旭応され命治只11 ぽ'J*l~~かヲ旬、;) )。

(あまり i主判されゐこしのない丈献ごあ心が、~"レ1(Zの問題忠誠から
も、又 lょう己 商法.]じ体制批判とし寸司{からも、筆訂心n:-煮を寸い
たのT、ijtλ 亡引;]'←Jる次第ごあるわ)

「足jじの現:すごかι)h-¥発 1 f~河論的常f.t -:いう方iJ、論的指I[:Jの出さ lへ

の反古 つまり、わが法律学(ないしま主じて人文 n会系ク)学U¥;• ~lli 

の一般:!~f::~~μj として‘それが、 t fの綬れた例外※を|宗主、庁]

治以来この Jj、われわれのこのや十会的立突が1官え提起 Tる吋志からその

却詩的問題れを完児しそこでの問題忠誠 問題設定から UJ~)c さ寸るので

はなく、しばしばそれと切り駈されたと;ろで、特定的 先進 1 ~のあ

わこれの珂論が件ち仏圭才!神然と接メペがくりか去存れるという(冴誌の)

生け{ょ続、ないLそうした「石JiJtJ をもって刑l等信L主れなく

有雑がる楠神風土(辛干ではそれをかねがね心{}そカに、この二引

っ 1';'がらみ)の l 精神 :~0;tl~:民地 i 誌のマ/夕1)ア J と;'['ぷ口そL亡それ

は、他0')手;吋分野ならともかくも、まずもって、他ならぬ:の以の仕1:;11

iえのありように対L宣汗を fそうほかなし=実定法律干にとって、本間uS欠

陥というほdな'，.，¥この点でももしろケペコ実務と社会内現実のhが l)y

ルなK，i:訟をもっているこさえいスるように忠われるJ、そう Lたイ云統-

Ht¥:+'からわj、われのがオキ!-，三.:よどれとけい[↑1-Cあり，.と治 Lやや兵イ本的i

Jよ、也、くとも民û、宇:ーおける口、人1J、き :1研究いついていえば、そのmlj~理

論の出でも、かの法人不22論についても、Iit教諭レベルでの紛5rの戒を

出ず、とくにわがどだ法三知識との接台とし:ろ点では多くの:鮮さか冷した

ままである、 ;ν うほかないのではな v カ) ゐ〉

※上t~の旧 iγ 実)\C ' 1羽宮孝壬らの よ互のおイi事はこの烹未でち1、j筆l二高

するとあろう，. 寸 irF-，~ごはとくに大け企;志『宇治のための引受を印i る

シピノレ n-. ，1 ンジ二了)ングにむげし (~005年、有三l:悶 ;6{

戸可に世4一ゐ(同者こには、'11'0び、や地域j也貨についてのぎ蒙uむ慨虎

もなされている)

二日社58(4 > 4(1) 2C>，S )4ハl



サ屯ノ ι 

c-2)その内容(特級ゐ :ffHd弔等j とくに C'¥P Oi去成 j'，I段附での};.c

i1 公訴i1、八況だとの対比とい)UL(Iを中'L，、乞て、以下ノ士、九卜ま℃

0) '7 }，汁の内宵げ:J:i"i説 同地守炉内J院でさる ζ う{二士、われる。(なおぶ工山、で

は、 NドOi)、の条〉とは、平に は i数字 c'して引用j

イ)体系釣次元での特徴・問題性

ノ・1);作 文P0 i1、の (ì"，l、人 V:系論~!()q寺告を慨主見本珂POi1によッ L

ûUH-'; されるこにシなつえ KP のリ、人 i土、シれiJ、人 0)イ'4'号、;J'j担 ~'I~'';O) F'~

六、かえl土、全体少して以下(1) [~れ〉ないし(じ という一つの特f注目、

いし間期 l引をもコものこ拾括できる?あろう

l a ;民;1;:，4との院1毛での、いわば 対外IF]仰向」におい lこl士、形式[ド'J~こは

1" ;:¥!;;長= 校法公益i去九j も只 CNPO iJ;~払別法特定非公判法人」

どいうかF九で己目IJさ丸、 L刀、L支質的芸本l内にliil':J のR，"j i 不特

'!.l!まるまえ者。〉列主誌のための河童i!)，;::H哉j をもり つのじ、人14-:;恨の拡--:-r 咋寸慌

1 ぞのま三本?・向日fi';"':竿lっき、 十記イ

ibi t;:'CliJ、じ F いの C)，お的i当日」にJy，、ごは、そ札L::、 方におい亡、

「特定右手次草山手じ耐j にの品半イとする、いわゆる「共首長J lff~J"法人を γt

えないしま¥J:';要件とし ι、そてかb刊11絵し Ul-"'笹t2 その間設性;こっ

さ、三 1あたり卜記1. 2人的ノJ、

刊;.¥υOi:.!、人を什回以、人に限定宇ゐことによっ亡民団口、ヘをそこから司i

除する同紙2. ]riJやそ」、 十"己イ・ 31〔

以下、 下 Y ら三 jの特恨のそh.?'rdこ〉主、乙くにその問題 LI、を分

説・険討するこ:::γる

1 . 1)対1壬a公訟法人規定とのドウ係 1 校法〈しての民法。公伝法人法

vs寺):;:m、としどの::¥PO

1-'1日 0) 主ミに、 i_~?)~ ;，ノパ並決/¥却"三Jと粁XFOi) __ :との羽町(之、 i.t形

式l円!本高上i士、「 般伝 特 l;jlli'i:_: (1)関係にあるものと位 ~_"--;{i'J- ~'っ札

ごいるハ

!か 1，、北山内は、そC)¥'(i:'-[τ色程背景においこ は 若協の;A.fyjJ 

としてその'-'"つな形会こらさるをえなかっ工 ζ いつのが事実であり、

議却のι、然と 'jてでは士く、 t，~()正文台 l 巾選択の対果であ!;;)ことを、

ιりなl明手伝に〆ておく必要があるであろうハすなわん、こ I :..，:市民トJI

~lìJ、 S8i4.4: ，: (;)20;)全



「ゴト常利法人」法制改革 (20Of/rf-)の批判的検討け)

体活動を推進 '~IHってきた多〈の人々にとって、民法3，1 条公益法人制

l査が大きなiHIJJil的カベとして立ちはだかり、それに代わる非常利iJ、

人 般法制的制定という形であれ、その活動組織の法人化の必民性が

柑感され、それが卜記NP Oi1、制定への目「小1

て凶公をも動カか〉す一つσの〉うねりとなつていつたことすでに械i述主の通iり) 

εあるが、而してその立iJ、論議が公式の立以、アジェンダとし亡設山き

れた当初の段階では、そもそも寸法の形式として民法改ifでいくのか、

特別法でいくのか、等が論議きれ、きらには、その点もふくめ、非常

利法人法制l全体の体系的再構築にかんするぷモデル等の各極絞っも

あったのであるが、少なくとも民法政止の方l'リはその早閥の実現可能

性の低さという点で比較的いい段階で放棄され、さしあたっての'"

PO法制定優先」とし寸戦略の選択が大勢を山めるにいたり、その結

果当然、次の問題とし亡、現行の氏l'.l、 公益司、人との棲み分けをどう

するかが、止法過程での論議の つの主}ιな論点として浮上し、議会
法制同町不峻(指示つ)もあり結尚、「民i1、= 般IJ、J vs '::;POiJ、

二特別法」とし寸基本枠組みのなかでの、後省の旦体化という枠が設

定されることとなったというわけである(それゆえまた民i1、の条文を

多数準刷する(8、31J、 41Jの各条むのそれ)という法J15式がとられる

こととなる

それに関連して l最大の論争市」となったのは、 l公益J '~it を人

れるかどうかという白であり、最終的には卜記民U、との関係で休系的

存台f止をはかるための、いわば l安協策」という意味でも、特別法た

るNPOi1、の慣IJでは、「公訴」要件ではなく、ト記「不特定多数利詳」

を中心とする l特定・"1営利J !~1t-※が入ったというわけである(松

原 [1999J po8) そこでは、 NPO成立をめぐる「保守派政党・

ぷ員同市民派政党 同体」との、いわば政治的対烹の畢般的概念と

しても「公訴」か「不特定多数」かが論議されたといわれる(後者の

.r場から「公益性」概念のーヮの問題点を桁拍するものとして例えば、
111同@明学 [1996J p1ll9;また関係議員の党百とし亡、「公訴」の語を

敢えて避け、「ィ、科'k多数のものの利益のi普進」にした理由として、やL

;j:の「公持」の古いイメージ(~'i(括、縦割りのわ政システムの枠の

'1'に収まるもの)を敢えて払拭するfまい(1があった、とされる。ただし、

北法S8(4'40:J) 2033 [142J 
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l目的規疋」たる第一条では、 l公益増進寄与」という丈"が入ったの

で、認証要件中の不確定概念の解釈適用にあたつにこの日的規定と

の関係で、 l公益」イ土がないということではじかれるボーダーライシ的

団刊、が出てくる可能性は否定できない)ベ

此O)，C!:しかし、たしかに、「一般法=公益一般」にたいする l特別法

=特山・非常利等」での縛りという形rの「棲み分け」というロ味ご

は 応必浬のスジは通るともいえるし、また民法31r公益」概念への

立法朽のこだわりとその背景にあったもの、それが蒲した運肘・月刊(

!のI，e混乱 乱用・悪用等の 1-.1>己「負の歴史」を見てきた現段階で

のわれわれにとっては、少なくとも実定法的効果をともなう設立(忍

訓)要件'1'に「公益」の前を入れなかったのは、結巣的には賢明な選

択判断であ》たとも評価しえよう。

しかしまた、(佼に詳しく見るように)本NP Oi1、には「特別法=

特定:jl営利等」という枠での縛りが課せられたために、(少なくと

も筆者のみるところ)r~II1<J による出動内容の列学という形等による、

ほとんど:jl生並的としか評しえないような法人化可能組織の「特定」

=限定化作業が必要となり、その他の戒す要件面 Pの縛りもふくめ、

少なくとも筆者には本NPO法人には不必'Z:に高いハードルが設定さ

れることにつながったようにおもわれる cそし亡またより 般的には、

l一般法 特別法」という法律学にとってはおなじみの操作概念が、

このような rJ.ir除の論到」と L亡も機能Lうるということを改めて示
峻1る事例を従供したという意味け)でも、意味深いものがある。

そLてそもそも、(確かに、民法・公詳i1、人とl¥POμ、との聞には、

上ぷのc!:とか税制IjU)点もふくめ、以ft 効果の点で大きく異なり、そ

の意味で11、形式的には「棲み分け」の区J]IJ・JJ!準は間快するところが

なL哨 3のようにも見えるが)しかし、その実面的l人J存においては、(上

記のように、「公訴」安件をi法(;]']身、「不特定多数者利祥」で聞き

換えて説明していたことからも窺われるように)両者はむしろほとん

ど]0)稀内科の一つの法律 制度の競合 杭与」というべき関係、つま

り、少なくともその目的組定においては、同じような種類の公益的法

人が 梓類、さ Lたる内在的理]]]もなく、ただ政治的背景 ・事情のも

とで、並存することになりたというのが、実体であって、 1111して本来

]tiJとS8(4'404)2032
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のスジとしては、ニグ);ろな以上 L~ を架するん f口]ではなく、~法‘欠

訪日、八~. N P OiLCJj:~人j百に合わ tこる方 1 '-1; ~.こ全 f~T i_~Z T L -rい才"~~.、少な

えとも:1円，;亘_¥I:'_ のはり【じゴのょっ主J桂々の不法な氾三L• "主み・

ねuれす!土三 νなかりん的C'(止 〉、 t くなくエも FTI~~的説占小ら

[土仰やまれるのである(それはまた、 l民法 一般法 j 三いう p干のな

か fの11主の限界を iC，~;j:'J るものでもある Ju のみ(にらす、そこに内

当されて¥'，品開短性は、単に 死んt;"-r-の歳奇数えゐJ 担の愚ねにと

どまらず、 (J171J法 tこょっと土足公訴訟人 J Iこ?にわ(て 階法人 l

たる 認定公益法人 lがもうけられたこと hこよ"、設にふ完II''C'詳し

く検"すするように l後-rl"と'lPOi!九との関係攻l↑二という評論的付、

J私的問題が新たに犯起され、そ Lて汽'"に役者。)'lPO;J、人を、 (J自新

伝口弘二1>iJ白イ J という新たなっ「肢をそ~，jて、どのように r') . ~l ウ T ル l

v ごいくかが、まさに目前C')ウ V~~{;ìJ誌とし 1 提起され ζいる現川の内

とでは、 アルな現実附起と[ての島らたな主義φもって /，;，汁 ι宇土

してきてしゐるといっ亡よ v、υ

将ちなみにまた、志t去の←入ーミンゲも、当初 'm];!;河童!j1iムltiJ、('4)J 
こしと衆議託行自返し七ものが参議反 長員災ビのといこi氏死;か

らの反対で ヰお主持凶日ur;WJJ促進法」 \介喜:史 L て l花 lγ ~l.:_O)は巳「市

民活動j のイメ)ジがl人イ木山J句会ちの三ずの院かかレ二円以対のゆえで

あす}たこと筆お日身、本法のd二;Ñ ci-Nに I~I与した日民主長議員 i fンタ

j iウした折り i白接涌いたことがある刀¥.:::. (l)出 h らくめ、士見?の l特

定"1，，'ヰIJ，と:.，"品、い主主力側fJ~賢ーし、必ず L も体ヰ芳いてもいなし込

，1.-~_ うのはイ叫定多数者III訴のfめといっ、片酌七主をも超え 7、 k 

:)手 1]1也 l 均 f士活到ど」、う中核W]，t!味が、」の語力、ム C~.{ムわ p てことJ:'" 、か

よj ス ミ/グい:，:t， _I-.~c~ 去と ç)ltJ 係でも、そこにこめ九れてい

る】記の e うごとノデヌ u ギ~."ぺJ ロ味合いというえ三日正 f も、問題があ

るよう γ7、われる(もっともも NPO法人とい行;:)~日{:-())hカノ;:-1は
〉んと完全に主著しているよろ t ワ、わJしるだけl、あま;ji，る必要

;まな vヘと ;j¥ ，;くるかもしれなし

J ・ 2::宍;註主~jl 営不 1];:.-1.:，:人の排除

fiL(よって，J、人軒?を取得できるのは、 i記のよう l、あくまでも「午、

二日社58(4. 4(3) 2C>，l :1441 
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判定年絞占的利低 j グ)ための活動組織であ勺て、判定 f クロ ズド

な釘Uil)グ〉巧の干I;;~;兵士;呪H :IU)Tグ〉パわゆる)1，:芥王立ゴ，-，寸利組伎はイベL

(1)斤Jr，:外とされる※ この点もそのJ丘、厄日l土、攻時点で;三三世話:は

あきらかゲはないが、ふじが当初かり「七丈のノJミク主的ポランテア Ú~l:舌主主

の法的支援を日.Jnして論議されにきたことは明りかであると v ても、

ト言L;:-Jl仕 J I:I{; ごと 4 のと 1--1~1\長J ~!()与ものとを 11可 I告に lて :~:J ~j、て (Î))，' 

-~.奇;、まえ勺 l民いて l持者手古川;J'jに排除ずる台以iであっ丈のかは、疑

問であるように巴わjしる※長 J そして岐に、局ノ主のl¥I'CI法見]t::しの

ための作業の 認として l月間 ~J 刀、行った J剖査~，も、認KII 事務立|府で

はた 1/-C 不特定年数心的利治」と v去るかとうかが疑司のあるJJI付、

もす fなから，fNPO法人と Lてき?Eされてl.'るいJもあることか"も

涜われるぶろに、そもてもよ紅白川、での/よ誌 Y 夕、誌とを分ける芸世じ

たい、 しか〈町主主ではないニととか、すくなくこも、ポフンプ γ的な

社主臼談話劫という矧"、からは、 :与の地域 :íJ{~'E(/)相互扶助 f'jl'1組織モ

丈い CIj)なものrしてJよれるのではな吋、か等、 N!-) CU、が形式白むには
あえて共政的なもりを排除した)この当台如何の内村!:it :i);，Z~/;: であゐ

よこ思われる

とだ1、二 0)}，l，l， \.~_かんする本法誌の玖境悲[じこして、佐述のニうに l 中

河t 人出」か月rX:_1'lL -c、 lEじit時的な図科は、， 1:;向a、八J ~: L -CJ、

人化す之):lJ桔↑午を与えられることとなったが、その殺さ， ，に紋ι を粁

4して、()(j崩iLJ、によ口、i司i1、がう走 lニ主れると [ü1叫に a そ i! ギトも ~x 1);I入

1:; 7F~c 一|晴氏人J 法 j~: る一段訓営内法人法が成\~I~ I~ たこ J により、

あ;~) j-!h -::-， f;主ffのも r での jb rZ同組織会均的組織 lの，I(=[者闘の

法人法制J上の休ノ私自白川涼ゴけをとそ入与えるかこいう、 J在荷思議日七な1

し守II 可 iì~!;)~天皇EがJ呈ノJく与才しることとなけ それ民本名"でむ次JH(寸)
ご{-C)，I汁についても岩下の:S'察手あら一千めてくわえゐこととする L占

」

l司刊にまた、本NF' 0;'ナグ7見前cJ乍よ主ムの関係でもこの内の再検証が

1μ己のJうなありた公状況(?)'bとご求めりれており、本絹ても Eでそ

の/，1、にもーに， 0; 七，~，付先.7Jn ，iることとする lなわ、 itOJ刷、あらかじめ前I

l布を先取り Lて抽象的にしえ 1;1'、要寸るにミク μ

c，、古寺 公設 はし王山されるべきだが、 Jクロ

者心，)掠7Fは7品、動自むごある、 ということではなし、古¥

らは

と者んら才しる"

~lìJ、 S8i4.4 :~)2()3() 
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〉もその他、 l共ままJ!行法人グ)FTZl工、日 ;ωよろな汽にも辺れていると行勺

ごよ v ず品ろう

; )丹;f.~-z (，-よる lL 主主ν)j(;!~の残余財詮対罵告の法定'似定(r〆 マレ

り法上主」、つまり‘同 地ノj自治体その位一つの所定ノ一、必出世、人

のゆで、それ以外への帰属を芯めないとしう口で、 TC状11;台は7Z市
排:宗、 とく i、会員・役員¥じり骨.l，:d，の余地J14そ台丈E : I司、♂

c:， 1':72'1) ノ三J入:こ d る役将 (});T'; ，~{七め iJ) ，そ(/)限り"r:また、 (~ 

PDiヱ;人ジ). rnσノlム:1'1メルクマールたる) ':il宮手IJJ原日IJが'1"'手↑七
さgていると 1，'えるが、円止し'1)(持乃分配、ないし会民の・田休日
〆??F;:わい守る持分権内ならのゥ、y弓など〉かl之、小で<8

と l 付属円安|告のí~'Rにイ、当な条i'l を訴さな 1 ベーと( 2争l 号イj

※+W，[c. f:W:己 r:9D9~ ))81 以|心、比U) .r，~~.~ ついーごの説制もての I~U の

宇f吉を長イJげるもののように思われるは行L、河題の区掛さ校給

さを反映してか、 え町7はやや日IIJ決己を欠く、この印象があ必〉

/・ 3)則fTl型:¥PO法人的排除

f;}、いおいと認めりれるXυoa、人!ょ モ)，:)~J'~)f上回引のそ 1 しであ J

て、制HI法人刑のもグ，:土、九[-.1設とはなっていない。{芝Jjははこめから

あまり;話主主にもならなか'.た刀に呈えるのはな，"，，-]"なのカ、その lτ1j1

魅宵 l は取すのlニろ三ま話にもJ在則的泌を山ない J 中WJ法人法的場介

にも同根に財団ij、八司:J>=t問J、への遣は閉ざされんのであるが それら

←ら笥われるものは、総とて、財 ;i茂人二ついての椛成の ラ誌の f品、

に Jじな} イメなり評価がその背景にあるようにもiLLわす1 る{問、

従来i山J、 ~j 同法人J)ぷ iう ~t ~J の行政起用土L準が品績の1!芯;則主者要

オにしていたこ少との京ね合い、と司かヂデノ;:t什;f'Fi;;ミ151'1ヲガノ ;'_1ンスi二三、

実深 心々の問題が多いこと、事 i込山巡・とノj歪信l古等;こ話i目されわす

ν足並ミ宇つ

しゲれ(セ):， NPoir泊三お伺~のぞれの l記の涯をみ「から|切さ

L /::乙とは、 lち附川，~Jのものであれち尖川のものごあれ、叱，1'3話法人もま

7二、心な〈とも iT 常型!のものは、亡くに合町~-~干の公後日 ~r~l:'"心;:ri-;tj

の ~ll-;態と、て、とく仁汁本では従には(こと必需訟が活;*~されなカコ

ロぅワ叶それなりの千十 :f~~!0只肢を果 F してきんじ 1，'，う工ヲミに鑑みる〉き、

いささか快きに失したのではなし I点、とのl点もなくはなし I ーかも他

二日社S8(4'40J2C29 ~14Gj 
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心、 06新法 "1;計法人工、出HI':>，紋4営利i去人を従来の民法‘欠
訪日、八とは要件 1にm等で 剖11，-，た形じみとめ、、1ftコ亡主たノ l m 
t記入」も tfFh型 1 泌定公益法ヘ」タあらた仁志;JW し、弐 t)~'~*i~ 信託

)，、(不公主主干h~[ を上:')明い勝手のよいもの i リ ュフアル j一品子定の仁

うである「 一うしたありたな決況のもとで、民間法人法却の根本的現

市的問題性とf主主の運J:1'λ磁を批判，"'Jに句、析・牧市E寸ることえ Jうじ

て、非dぷl汁、人法制l全体の'1'での ~j 同法人の (;1:;(、 ú01、'，<立バアリく

に、 方では社団法人/め問係・:l0'l七、他方ごは公首信託 L の関係、1

11:j何を明きムかにする、と L、ぅ作望者0;芸誌にが。今日あらため亡託起され

ているように忠われる…〉うくユ目 ITI )で(崎将i1、の批判(r:j的可の一環とし

てその作業に~， 'J 組むτ定であゐが、 f;i'しを踏まえてさらに、 11述

のよろ;こ)われわれtワド1'0法見下空し披口をfう際に'，V人この内

をfヰI_-¥t:tliりJ児っ ιみたし、と考える」

口) r入り口 I (=法人格取得・法人設立)要件における、(民法・公益法人と

比較しての)一立すにおける大幅立緩和と、""お残った少主主く牟いハードル:

ロ.J; 方における、大阪な緩和

e この r ，I， I，はすで~"~ ~乱射で触れた r，IJ、であるが、 Lょするに、〔ヰご務'Þ-\;ア:"~_ J:るJ

'ii't可+-瓦から(り;長所定「所i措片 l、つまり伴者i;主情熱苅|おない

し111'絞;斉令山h 長官二;~・内調府・~i，t:l世ブ三位 iC Jるj 才、

、一

ア<~L， 12.J)州l主要件の芯j:¥jl、J分jllのぬ{;には、!りつ棺rr:こd る認証の義

務付け、つまり「不出l認証一任投J'へ、といへ転i1!てある;
恥二じっ 上義は、 1既公的には品目[少率引しの中間にあるものム

置づけられるが、泊以概念としにの I~!C~， T;-;' J ではなく、ょ;平民I;T:去

にたア¥， {jJ~教u、八 ~1すじおける百箱 形パ審~二ご昧 '11 三れて;，'る方;\

，.沿いものつ}という怠 l'本でこの rrI'， ~lf_概念:が採用されにものの主

よ-{'=，:;-ア
ノ、ダ〉 ω ペとして l 忍正主義 lといっても、 l原別・ iZI止l?あり、

|ぷの具体的会究体的なし、し形式的安fI:こ i~什しうとい庁請にltd しての

ム(例外的に1I不l忍誠」 と戸才札しると

戸所片中轄寺庁σの〕裁羊の余地は、 1-，[:1己 .b:i去の場/¥とは民な 11、与l議自Uにおじ除

されるよう」ムィ主された宇の点で、 t くな、ども民i'~ぇ.i:ご主主法人山t肢と

C')MJtではIf干fZ:こそのi泣--:-rカミ 国=t>fr.ーされたこいうニこはf!，'ノiで#

~lìJ、 S8i4.4uO)20'Zヨ
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在ぃ;

刊・乙; -g!J，)Jにおけるγな/なしり、- iJI刀干it"f7 これは共体的~ -~ :立 以!

の上うな (a)ないし U)じっ諸t に境jι 了いる>，[，われる

日 ~~2) 'ð:g~: がlノに九二され、 辛口 J土誕 j は三レれなかった点。

"語I 円，{イr.の方lりをとった)こ "'NPO似のちとともしかし、
γなくども υ、形式的には、\'~，fiJ;.-t、人守にみムれる E うな'1'，ゴ IJ 守二九

は採用さ1，_なかっ fイjげで、しかも既述内よ)~'こ、泊料出休の「E疋(と

くに ぶZ25 処うri こJうたり行政庁の哉とまり余地¥:{i~ っ ι 又それに

i"生'，1j"， 政責任仔問わ2しる可能仲j は不可ュななわけとトlあふから、そのH

川、でも完全な，'ii'則子たこはいいが工く、この J戸多くの先進諸;+:Oi -ir. i::t、

i叫が概して非常予l;~ Fr苛 if:.: 人 l こっき刊!日一主義をお'f+j Lてl、る」とと比較

レとも、保守山というほかない(担L、自汀.<{本の審査能力内市:ぷりから

r-IS1，~ りなくヰ同1:主義近いj:gm J が~1H、えれてはいたが J ちなみ

に、九百Jil、lの公桧v、人f乃ぷ"ァト誌における各巧性がこの点でいき照
に 1内 tるであろう。問、 i;;.'~， rfl 治対 l 沖体 J の屑 i_LI 主義的:@，;:封 μ分

所有管組組合 J の!芋:l:ji設:)い

まえ二、 iUI'と/じいの戸]行かιみても、 |、 fi~ (bなvぺ__-: i C)詑 i，¥:二窺

われゐ穴おんその，、 J、jシは全体 ζυて;hj当高え、とくに、校昔は

小規模1，11体的多いl¥Pりにあコては魚川となってL ることは、 l品J二、

近刊のノィ潟十H 前存ごも ;~Jt ~ J il、lこi寸する その以 0') ケレームか l"I:~i. ~t

る NPO が-f，をも多いここからも、そ的 I~UC)事情7P1買われるところであ

る〈ま子、全匡レベルで的統i1-+--の「ィ、認証 J i元之の数も決 J て仏、な

くなし.1

そもそ七、常利リ、人とは需;;;;')、(公前剖}非常利吐、人と与:るこ、なぜ、

わが河では、「準目1:ヰ:夜 lσ〉/主地がなくなるのか、この入 i)1:1走併で

の狩りや， "し 設'.L午、の神々のf，:dÜf~::rZ編・管甲ヱ義玲井'j IJ乙 i毛 1 ，'13i土、

土お本法が民法，公託l云人円、~口公益i民主û; • f.;-;たにたt¥-1る1.家中

義(I~J ~jz約:.; I'f';]-jc恕令立 l、には在、Iえで"ていないのではないか、ご宇の主主

問を~~，l~Iえな町、 むろ u fC31F宗には、同工りも、不法(J)丙会審ぷ

退廷で }c主〕た才ウム曳J~款問題ι対処ヂるために;;い長生さ Iした宗校

百人法改 11 勤|却が影を落とし工いることは '~~\t~でえ令.，ょうじ収、われ

二日社58(4忠則)2C27 :1421 
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るが、それ以外にも t上凶己のような 民八)ねまとの意町民・誠意哉の

迫力 e 本yj、と同町)こ成す1子二三:;:/J介護保険市IJI交のつF業 Jど地ム件等をに

らλでの，>¥'j応等も UffiisIJO)j，止を出なv'はいえ)記えられようが、い

ずれに千よ 民間非常利百動の同 ~~üËな反日司を uで jjf:!.l :J;Jつい志 I['j ず

ベ失点的とし、そのff会的ガ F、]〆ス:三 r;'能なか弐 1)'!"id長対不と!↑l誌

の l奇刻副長 的ア"ーっ fのt'f.-ffi[i~，をね、また前争・司認字句はさ

きる丈 L 十故判所の事fを rYJ司法的判祈(委ねる J いう立本的視~かん

;土、なj]_~C:でい77円余地Jア?えとのではないか

・むろん、法人制度のiJri8 悪用ジ)阿古ごとそれへの汁処方法如何の問自

は、すでlャそのような問題1'f7'Jも宇:Z'ぜられ lいるj世i')、 )J:J-i主耳，羽むべ

き ~*~11 c~: 1，-"，てお 11、 1'-1=120)ロ者占もふくめ、なお、 本，P~;l最泣 (J) IもトjljJ

部分 (V) 、 NPOl'ゴミ::k~提言 L して総括ie 1こ考え亡らたい

( lJ) r ぶ人 il下宿泊対長|司 H' ・限)J-~タ IJ :ìr、=民引

?汁ひろく見られるボランテアない、 NPOが王見lF返事!l〆ょうと lて

し〈社会:}j主化的日生漬l北 川高J古日J.n)(は、立問泊五、がりにお1.-'ては、田J

っくりやJ也践，ioNH'e正‘{日常と i寸ロ プ'})レなものから、 NGりのよう

な〆戸内ダーしス ~;::l: ，-'i ;f:}jや 111 ドj とヲ之，て1 1';，性老王寺な己l休まず、また?の4夫

ミ見:ょうとする日l吟・価↑lおな v叶J その社会的立義岨，;;能という似}，¥;O>cフ

;正、福祉・介護のような公共u0庁 ピスの供給をはじめと L-(- 情包事

-re1"仁社会 λ でのよL:;がt' 巨11実}妊の坂 手毛市内剣山、文化-J、i中n百致、

ろらにはよ交付・j3í!d本~，%}J ・企業"て'l'Mつ防侃 e 壬二タ 1) :-グ， jタ斗仙甘ア

ド号ンイ活動にいたるまで、きわめて多値各保かず〉広喜r~-C ある r

しかし X ドQiJ、によりてじ人作を勺えられ{うる叫能析を有す4Jのは

決して~.jêのよう金事実こして存イ「十る立、範な 1マラニヲア情動j"べて Lこ

っえ叩限定にとしとうわけごはなく、あくまじも以下のょっなかなり厳引

な烹件((h ' ; ，1お t7f::b . ~ì) によって限定された組刊の同体L

ついてのみである、というこエ(J注忘を-，}~-する

(b・ょ)fJlf本の活動日的ない:，1り窓からの|設定。本i去により法人情を付与

当れるのは 1--4十ん非営利治針」奇 [11'1')とする;寸i1i¥に似じコれる I それ

はやや具体前には「ポランテア h動をはじめとする市民が行う自由

な社会主献活動 1)というふうにiF，_き換えられて丸明されてい

るが、これはより最帯にはさらに次心ような積祢恥側出い叶と泊

l~49; ~lìJ、 S8i4 却8)20お



11 "云法人 i)制改革 (:;(¥()t;ノ↑ ) (J)批判ITl検討円1

怯約制旺(ろ}から以7乏が〈わえ〆pれて1、る

し)詰j事'j~:;Hí;2

{い・不特定かっ多段のものの.FiJdi止l を口出とするこ 1は j~，

なおこのこ kはさらにう(1;におv、了「特たのヤlへま Jんは{j、人そ

のfliL&、FJI体的判主主」を ;;B'jとし工はな九七いと、ィ自+ig自t心凶か

らも況ιされこいむ υ ちな]j，~.また、民;-)4の公州法人 e:::F十T安

イ̂:-:，C して「公益ニ|勾スル」片目 別刊であ rふことが r)~.'u.，fIJ ~ 

r円ならメザ町]不されていえが、本法f7;工r'2どがJにiU，'1 

i心。〉要¥'1がぬi干られたこと 1_:2tn凶りずある〔 ただL.

1 の111げl'ι7ji規i司1又足:に:は土 I 公

F骨守起辺;¥ιらJれてもいzる〉こ"苅かミ lらJ寸才れιlば工、 え!，誌でも共益でもない2
いう巴航での「公主主 J とInj義rあるといλこと:はなりでう p

あるこ

し・ 2)ゴj:';S-i[:I;(/)[; F:~、 2

い II iJJ 二 Jのj自象的限定〉ならんで さらにややR体内張定

として) 'liU表列挙121118※のいヲれかへの目的孜コ竹〔なお、

二のタ j羊は例ノρ ではなく、 :lií~列学と併すべ主ごと l土、本d、全

体内趣旨、行に第 2条の疋義規さからみて日目らカパ

※ただし、平成JAt:=:ι'...-'-'--..によれ、」の非営利活台JJ グ!f唱さi

;ニ五ワ人的見 \1~ う .i~~~Í'かt=)17γJ(fヘj

ぃ・;:;))なお この「現ヨJ には、平成lりe;-_¥'/.i}、段階でも、 1'， d己平

成]，t下改正〈も、いわゆゐ「パスケァトクロ ス Jは設けられ

亡いな{'い

ろ ifílι的 :íJ~\ζ- 1た iif与は旭ili外

(ろ 1 ) ~;了教毘イネ l t〉lb二 イ)

(ろ フ) t主治的活動HI!本ての共体的|た~は I'ril上 ロとハにや¥二よt1木

:(1 に l前ノT~)

¥;'j • ;-;) 暴力1，11，ない!その問辿ド1t:(12¥)ー/※

京半民 14 .l':fÖ::~ 尽力団を子~~r~~ ず ω とめの措者のおlfヒ P して、

必要.(，;.がrて切

二日社52片足jl)2C25 ~lSI) j 
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‘設，';およびFT併の訟l'::i長市町並lj[;:1 e(j 号制F

-役員。欠陥:;J出の;11加 20五せ関係

日己 :¥': ~'---)いマ主主 7J .:1悶述の設しミ￡る場合の、 p~料!日一

よる}営~~:J) ;0: 見聴取 : 120) 2、13の己 l司係

(0・2)苧i 持i柿或民をめぐる要件戸の :;J~í:t:

キl民的主主 lliグi〆ブヒげが.i; サl

f十以資}71の伴氏につき「司、当なたitをつけない」こ y (フちJ

イ)

・千d:iii定員。~:'Kえの限定(役員総滋の三分。 :1司， L7: 
~ c とこ/)で卜百にの出設.;芯諒4:fiはし吋);工 :it人イこ出t1'AJ泉川4・1:1，疋
列挙十.1mJ も称主べきごあるが、~~てこの工うな要イ!.:.張7Eにはだ L

当たけ以内 市((l)W-JJ:!u六を冶摘できる a，う l二組われる。

(C. 1; 限定書11 挙の切りいなしけ ~I現に Fjした外 1lE， ;~0 ø~ PT i~. めくる問題沖

ポうンアアないし:¥f1りの活動内平子をめぐる実態j'J多柑性l土法

述のJt1i)であるが、この上うな枠を 1ユめるこ r 刀£そもそも可能なし J

し!-~:当なも山刀、疑 :j}j なしとしない心みなりず、よ+1τキj にも伺J え l王、

本uにぶれ':X 政治トぴlL義」十 :1 (j']とする凶休が;担!タ1.)ニメ '1
(2 ::?)-. . ¥寸j 結茶、「政治」のみえの解釈、「ヰーとして 臼と L

て l の七五りじのfi五如何によっては、議論グ】余地のあ必i室町¥1;可能川十
も4ぇ f)μなくはなく、す法j:'J?，I:]に11ト4-0)余地があるよう;二円、われ

る(--~:)なみにと日!の上うに、校~~院通過のt~i;H"Ctよぶ法は''h

J'ç]'fîMJ促韮ιjζ業J とさ札ぐいにの刀、現行社、の法ffit科、に ~Jc，:r芯れ

とトし ::1X;引今きは、我が固において Cr七:又i重重'iJ1がなお、合な〈トも

10乍兄l:¥前(こ;;:、いか士る交け lこめられ方をされとし 2るかを小す

事としご象也、[也な事柄といえぷう

と

「日じ限定要件にかんすω克己からもl C .幻認証要件シ Lての貝仏性

うかドオー】 .(L るように、なお解釈の;;~.W~ を J-j おいに廷す戸、かシ、な\品、

l非件手1)I I 多数の手1)将 J 等の丈 1--' 以外にも別記l千五~Ýí'号!
H
 

』汀h
吋〆、

L」v
 

OJfrHfi) これは f或述C!)--.t -';なJ本法がその規整丸」宰1 こする宇lfE

il~l重んの多様性多国笠からいって小叫泣の限坪であっ C 、 \-'ri，! 技術

佼論とし亡もやιを15な、、もク)があるとはいえ、}リr$.fihによる設J.L

~lìJ、 S8i4'，'J，9t;) 202全



「ゴト常利法人」法制改革 (20Of/rf-)の批判的検討け)

認証適格性審査の段|帯での裁孟の必辺住・可能性は避けがたいとこ

ろをあると巴われる(ただLその裁量の幅は、民法・公訴法人計可

における裁品とは孟的にも質的にも法視の以it.1)f;同等にもとっ

く、より限定された裁量でなければならないことは、イ本、1叫法L、が許可

義ではなく認E証F三主主荘をt採京つたことからいつても、あきらかであろ

うL

(d) i北¥r認剖段階での詳細かっ多岐にわたる申請書類提問主主務 (10、わ) (コ

メント有略 ただし、よい成14年改止で、その簡素化への方lirJでの一定の

己主普は|ズ|られたが、それでもなお、小規模同体にとっては負担となって

いることは、上述の通り口)

(e)定款ロ己誠事項 必要的同己批事項の事さ (IJ(D cf，対37)

1 j )登記が(対抗生件であると|日j叶に)成立安件でもあるときれたこと(?、

13 cf。氏'15)) 此の点はやや細かなことになるが、本司、における

法人登記は ÞliL:'~n (ただし、それは対抗必1'1としての効力をももっ)

として依世づけられている(その;)、人営記の準拠法規は、他の特別法ト

グ)ゴl営利法人と10J様「組合:李登記i7J (日目39政令29)であるが、これは

大巾に商業苦記;1、(1IR38i1、125)を準用している(同令25))。この占民法・

公益法人が対抗'~:f'1 主義 (45(;<\ 46C，:) (それは、少なくとも法政策的

には設すにおける許可ァ正式と親和的といえそうである)をとっているこ

とと対照的であり、も Lろこの点では本法i土、昔|の特別法上の公益法

人や内))、 (18)足定) rの会社 (57、188等 ただし、開業登記般の

効}Jとしては対抗些作主義が採用されている (12; 19、20等))と[riJ

の4義をI*ffiしたことになるじたしかに))、律関係の明確化、とくに対第

一-1';-・公示機能ないし干111機能、の点では成、"t't'it主義が勝ることはあ

きらかをあるが、士見:fj' • i1人登記制岐における主質審存的扱いに鑑みる

とき、新法のとった認言If (二準 準民Ij)主義にもかかわらず、(上記の

ように)設立登記=法務局レベルでの実質チェ yクの可能昨は残る な

お、成 \r要件三~_ft ともからんで「認副」済みの悶体がこの法人骨品を隈

1J しないままという事例が少くないことが報告され亡いる(登記の不版

行は、理事の過料事項とされるが U9(f))認言11じたいの効}Jとは組関係

である)りこの場合には法的には当該法人格はないものとして扱わさる

をえないであろうが、 吾σ〕余地ある問題である， J~I のことと|掲達し

北法S8(4'39:J) 2023 [lsz] 
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でまた、ぞれ1古干日開示 F殺としての寸→効'::J等についても、 l総務省 'Jミ

行μ、人寸恭一タベースJ \:::-:rす r~; ~よる d うな日本 :\P りで:--./，，~ r:，¥υ Oi，l 

人アータペース ミ幸ぴ〕ノ包チテータベースの苧漏こも絡んc/パえの検討
:EE室J してタをされていもl:)) ;，も思われるなおま九、 l立;}、段階て:j~~

-τとしてあった) ;:主人成りし(>~)な ν 、 NP りのための公示 fZ 仰い

簡易登録古IJIぇ l は J*;li されなか 3 たが、にの計\l~".'2.!の余地なしと J ない U

ロワ一方において(法人格取得・法人設立後の)中央官庁による行政的関与・

規制立いし裁量権限の、弱化・減少(口， . 1) と、他方においてなお少立

からざる(上記「所轄斥」による1監督・規制権限等の残存 (σ ・2)

1
 

1
 

この内11、とくに民法 公共l大人法刈 L乃士jJ七日土、以下 tワ(J)(b) 

:!l に j~~われるところでよ〉る

1 <1王/:ff~~:丁」山J かム l 所事!了c i'lJへの坂和

なお、この「所持庁」制に Jいては、以!のような積極Jj色、友シ克服

すべき~，~;，:c~r を指摘する必止があ λ う

(a . 1) {;釆の l'央省目 地方。機1113任事務乙いう'1'央朱持110

な"11己;flJ細t:0i..法人出可並骨hJ主体制が原則的!こはぷ道府県 '111

体安1l 自治j お務〉しぐ、:f_~iJfつに央官庁と対等 P、iJ、

律ぴ)jf~院で白主的」処地)に日ろされたことのき明(士、::\?りが

今絵 l第三円分権地域的公拾管抑ンスァム!の')、吋!. I荷主E

のやめ(j) つの藍叫なJけし、 rされていることからみても f七三

n::'(1 

「べきニシ k考え 1.;しふ

とlri;~与? また、 ;::s討ちサ平‘ i誕民等ν〉絞恒、またその弘督 Jス

?と j二効性等(})，11 ごのfJ止えの側刀、ら見た認題、地域に決芹したて

POという向点からは、青山宣市じL単{'，/というのはやや祁きに夫L、

政令指定都Ilj等のより決い口 刀;:，.-'な予位を芳えるべきではない

か、等なお克'1li.1べえ品開は残る」う hこtまわれる J

¥ J . 2) 枚数都込j!，-jU車hごまたがるNP () 0'; ;;プl特:-;---'はIR• ~三泊令l向 1 1'1

i)ji' 1人J密J:.J，i ζ レ、っこ Lいlなる J このJ戸に|iEょ宝Lてと¥に、:)'.1

問府・国民生活局の果と Lてし沈下機能は、 }Z;:) 0法の;J:-:;含I(寸ど

l~ -， 、科済企凹円以来(/)晶、Ü~~ を t丹治、 1 たわが [=i:1N P 0金広(/)清涼

~lìJ、 S814._'J，94) 2022 



11 "云法人 i)制改革 (:;(¥()t;ノ↑ ) (J)批判ITl検討円1

(b 

4正集・も，\.1_1"呉、企悩刊誌なし， J~N 1'0活動のための恭股・堤J諸君:tA有

等、 Xきいも(})があるカ 干の山:ょとくに、 PJ此 NPO問パ

;， ~t ンアブぴ〉氾進等が不可i止 必泊であるとすれば、六|官!?T( 

1'..:;忙し汗1¥l' CI政治刊ムではな〈、政;('i"" 1政全体の他省庁

L則、環境 I?/!・救D等刊さ告1ごとのの政m)j旬。行政一

ス等少 Jメl決さなた総合的I、， p0政策がV、安びはなし刀、と考えり

れ、この己主でも、 ef"縦割 :.'1的咋'ム者排除しT総什;J'j伐策が求め

られるよう}こ思われと

μ己 l仕l梓f7 :こ正づける認百11:.設督事務処理における日直手投与土余地の

可及川排徐

\'Tìj~形式的にも、裁量0);土地を ~t なくしを{{j'r.i去をIlJ 及 3S I，-~ iえらすん

め、;去伴埼立て]';{えのこ較的 ~:;I 剖11 .明確化の方:IIJが."，1，Jされた 1土己j

F し

. w:t! ðiE i於tJh可町ヵ}~買112 勺 IJ 以内とされえ二ここ

にルいL寄了られとし 批判の である非・;~辿性の克d~J

‘司、 iti正処分の;祭の j:~ r-:明示 u)義務つけ 11 民法 ，-j'と1t

tム人のlJdi(r ~まなし l 

tJ' • ')¥ 

~y子科 j-j による ~!P./リヂつサ斜地にわた乙監督権政川 検宜与による強権

In情報技会、必 は~~命令 等 cf 民Gi 幸吉治理主督・命令 i古宵

権限付ラのltl象的奴定足守るに全体として、公証人、 2;;~-)--j占等の

第 TI機誌をかま{ふるん→?人でのガハナンス万u、や、 ZZ宇j，リJのつM-I:表的司
法的以:1芹のん I-~; と J ，う J り;土、む L ろどらりかこ v え If恭本自(11，こは千了

f，必制・ 2三督j子、イ7剖こいえる

山九十長百定 :jf:;~"今にお~ r ，?;ひ干やじお伴日むな管理体制11 (，1:~: i:，(;'r認日正取

消)

ハ)情報開示体申!の強化・充実とその問題点

-当訣d、への事業内容.~i 務 l任容国体総出 I;l(:等 σJ'涜::i't開予のとめの、「巾市

段階rσ)関係主JEf抗覧 1立花___I設立後の陀係吉報tワ IfI轄庁¥グ-)+AlJi・

稲作J等 e ↑百.;--1{公開体制;の.:rtr1ifすけとそれを4X:介と寸る、 スプ{?ホyレ

二日社52片足氾)2C2l .1日41



叶究ノ ト

ゲー・余員等による白律的ガハナ〆ス体制への間進を意味する諸規定(28、

29 ; 44 cf( 民51 財附け録・社員名簿の仙十l義務のみ)

l行政的監督 液iIl型会計」から "1古市開示型会計」への}J向での余計規

制E 会計原則のややf¥判、的ト人l百にわたる明示的JJ!定 (27 cf 対応「る民

法規定なし)、収益事業~iJ公百|原則(s必 cL 1叶上)
・ただしi とくにそのコスト前ごの問題出として、下記(ホ)に述べるよう

な点。)1'1"1柏も存することに刊をすべきである内

ニ)内部的ガパナンス体制の強化・充実とその限界・問題性

-上記「強化・充実」の方IIIJとしては、例えば、役員の親族的構成の排除 (21

cf 民法悦定なし)、監事が必置機関とされたこと(15 CJ 民58)、監事

の利話相以的兼職禁，1" (19)等，

-他方その面ごの本i1、の「限界 問題性」としとは、す Pに、 ¥r_u、過科にコ

ミッ!した法律実務家によっても、以十のような指摘がなされている 行

政庁が取督ずれば適正な行為が行われるとの前提のもと、私人間的争いを

予想した民事μl法的規倖とは十分なってしミなしミ;また旦体的規律について

決本的には民法と定説;自治にゆだねているが、そのこと自体限界があり問

題も多い，定款U治と強行法的縛りの線引きの不明確j!J(例、絶対的定款

記載'lflJ!の不明確性団体内部の民ボヂ誌ないし構成貝の権利・義務の

最低限の明徒化、機関的権限・責任、意思決'7i機構・ルールの公辻刊のjr

保等の制l史的手当て等についての 層の明確化具休化、の必要性等υ

(現に、上芯・内閣府嗣査でも、理事の専検事例等、内部的ガパナシス体

制lト少なからざるNPOが問題をかかえていることもすトたのようであるん

ホ)画一的規制:

上ιに屡述したように、本法は(入II 途中 出IIの)全段階にわたる、
法人格付ワとそれに問辿してのわ政的取締立法的件料が濃厚な立法という側

面は否定しがたく、行政とNPOとの「対等で緊快|掲係あるパートナーシッ

ブ」は、本法のもとで可能か、もしろ1J政による:¥'PO支配・管期・左目iJ等

のuJ能性への危恨は完全には払Jえしきれないものがあり、 JJIに既存のNPO

凶休のなかには、上記のような法[円1-J政的規整 税制をきらって、法人格取

得をあきらめ又は忌避する同体も少なくないと聞く。そもそもまた、本法に

[lriSJ ltiJとS8(4'392)2020



11 "云法人 i)制改革 (:;(¥()t;ノ↑ ) (J)批判ITl検討円1

よ勺てt云人十吾II丈況のためにlρI烹されるコスト(半l泊段|特でのふれと、 !Ii(件後

の組i説 会Ei与の盆仙沼Nrff1~~J、与の f'lボノ:ょ、間体の人的・資j :t:.lì;;没p丈 i こ

よってはそのメ F ノ!と比較してラ|ミ~fl-わな d 土問件;も少なくない l 主主ヲ 6( →

剥í- i)、 L よふ U、へ桝取 1~--Î 土団イヰ l よっては要1+ .効果しもにャヘコJf尖jl::}，:ほき

)となど、内事↑，'， もすでに:l'置されてし、る通りでBP，る。

ナi'F-.jの内閣府調Z誌がら q，:問らかなように、少な:くとも元日¥-}.¥-C-のわが1:1て

['0の7ルf、と して;之、会員数 雫!I'寸命治、スタノフ数 E 下持制改ちの諦占で!上

告J:巧にノj、規換のNPOが多いという事冷かりずれば、上記諸制m:での法的規

伊は、むしろ lil:~J と J て、 í~j:，I氏自Jに軒量化のjJ:古]を追及し、例外的(こ

えのよ~t!桟 XP りについてのム、仁言 i 灯、 1'，による照信 J、内向ガパマンス、

計i'l 開示守'ì~の諸制l 江主で(とくに佼 者lついてはより明碓かつ日体此な) :J;l~ 

悼の)]'1:11をi主まよべきではないか、そのぶろな

されるべえとかんがえる(ただ:ハニれらの山につい、も、とえに(浴車h'J、と

の間長やめ'lPOほとの按ノけflナ同胞との院辿もあり、 :1Uf!f:ない J 国の検

のNPOû、の見立~， lq: u'ご再険~，~-.t む機会をもら f

"ノ、

引もふまえ、設校 :Vi

n
 

lノ、
し

へ)その他の内容的立不十分性・不整合性等の欠陥:

此の:;;q一期Lr!手、 '_. ~c:‘)Ji!l， ::1.... j.H日 : ~仰!J 出談会 '1' と、本 N P 0_".'以、

::;ミ 人した上"clli点トI1体 'J ダーもポ有な除却と出コていると二ろ

L もあり、去りにまた出来卜が J た;-:POi1、，.たl汁ついての参加{i'=執三手

話的l品:むとし亡、 l内科的な不|分注」、， .守河述行、1tの寄せ集問的内有・ ;-11

詩 l 、「第-4t丹市分ぃ議論が~'，中 LT]也は l 分~'，-r主めきっ Iいない全7主

的存台性での日iJJoi.J， '端山の定相ク〉小~p待相 J 等 lt.'父々山られ(引回、 ;l~: I、

必品等れ )C:言)、それゆえイ吋」、は「あくま e4.込従1)0;;'(己、1::;:I あ :'1 ;今後
に伐された市明子';'F釧E:U:事し 'J 浅野)とされる。

尤もこれレ-:J¥乃「欠恥 J :士、土足のよ与なよL;土過程、と((:.:.実 -~nむこ

初め kとい勺」よ l") 市民IJIj本 政党・ぷ員 l 間 0)試行路e~~k ~!J J:品|μIi'i作と

ししの-:¥P () j:'，.，i、にとてJ ては、免れがたい欠陥とに l立刊にそけとめ、/'(法ジ〉

cIT巨fc莱において総支Lてし 1くへさものでt，ろ)" 

ト) r唯・法人格付与立法J としての限界 上記詩特徴の総括に代えて

)日Gj二日社52片足jJ2C19
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最{主に二こで、 1~ i，ていささか突 3取した凡)J をI;;'えてとれば、 t!~:.;屯 O)J

勺に ~，; ú、の i たる Ilit;iょ簡易し、人終日 Ij 立 i1、たると干んにあ h 、そのような

ι、味で l准・法人格付守山法」ともいJ雪えることのでき。ものであるとこ
;:;、 Lかしいへまでもなく全体エ Lての---'----，ランテアな， 'し0JPO活動がこれ

までもかかえ、今[そもかかえるであろうTJi.実日0111，Jζl主J本 Iと〈に、ガネ e ヒ

ト、マネージメント、出ìl;1誌:::f，'~JiJ辺市1]、主主の交際的問題)の仕刀、 C'~よ、 J、人治

の間足なみものは士三;量Jもに部1，1'0;:.:な吋芯であることは否定できないよい

思われるし、;土r#.-~市「町論内行体のなかですら、「人り口 Jι刊の問題は大き

を刊誌であるとはいえ、いうまでもなく、そ札c)}ょにポえ /;t:¥¥1tte) ，予〈の

/l、"グ]論-，¥íÒ<~県沼が手~~;b~-( いる、ということていあふ l とくに、構成長;W T;:の

権利ft務|舟係、福江究員ないし役員の対外的責杵、 l己忍決定 ぷ、行棋院よての

構成・権限令グ】 λ]弁1;0にガパ J ン人をめぐ;~) IVJ ;i~知十 名手可
、r

のみならずまた、本U、グ〉制定尚科に記lする抗議。村治を聞 ζい、改めぐい

え弐詰守口?なったことは、そ Lごやは 法人格 付与がNPO活効rとっとあ

λ法〉も I)j能のf((舟十 であるかのような過おな期待、それが三い過さであ

ると Lても、いわば事~的「伝人??l 慨;令の肥大化‘実{Zî-1じ・ 一人学きとで

な品、さ:ずるを得ないよつな j'ff!~.-/)>-少なえなか t二二こであっ{、にの町立む

|ろ突きかuた11手工般げ『な性労守品開'J_-，d.均から、，..主人格」のもつ世く i以られ
た意又'桜ritt強調υておく必寝を黒ずる むt;コマスコミ報道等でm位、 5

れ ιいる 主人存J !I~j与ω意rtなるもグ〉はい立しぱ、いわはそ列による社会

的t，λ1m人兄でのメリゾト(桐j 干 1.'舎内・取引的 e 九11~'II，イロl1ì の増大、 11'):

的現 J!?;公的問用 事業安元 企業寄付等における事実 I.OJ・勾約オウーゾ

ヲイズ お忠iJき"JJζの有利tt※ 寺;にすぎないこいが多、、こ》も否定

でき古い Lこのよ λない本的 l法人 Îi司会ぴ-4Hす・ )dJH~::':T'等については己主述

のとお 1)'C-:-あるが 主:ぉ、 06耕iJ、との閃述 cも あムためと r ~ミポ U~J :':0 

rQ"からえオ織法釘l全体のなかでの「法人活」概念 E 市'Ij送手、どの主うによ"主

つけるべきか、については、徒主主盟で、 レくに臼限責任 無以責任少の関)11一

等で、ややた九いって批判的牧市をくわえる}げである。両;こまた、法人1t

しない主主むの e 組台契約lガヨド青利市動等、;ご悶する液体i二、 ~(iLo; fGJ設か

らは完全にはずされャごいゐ J戸も

あげ1，;)こ炉が「さ 4う)

このこととの関連で0) 駐!の刊起点として

~lìJ、 S8i4'.'J，90) 20.:.8 



「ゴト常利法人」法制改革 (20Of/rf-)の批判的検討け)

※最後の事例としては、 l内閣総理大院認証 ."PO法人XX XJ というす1相、

を利用する法人，7E;用事例も報告され亡いる

c ・3) N P 0法(成立)のもった意義・イムパヲ卜、「反省期」の問題状況:
以上の検討から、 KPO法の成、1遇税とその内容は、それぞれ 定の

積板的意義及び克服すべき問題点をもつものであることが、一応明らか

とになったと思われるが、ここでは最後にそれらをふまえ、その説、析に

代えるかたちで、そのNP 011、の成立 施わが、非常利市民活動をめぐ

る、現実(イj ないしその理論(ロ)または法制度(ハj等の各ん面に

及ぼしたインパクト※を、前中に笠E甲概観し、さらに、 hlli1J後8年余の

経験を踏まえた「反省期」たるJlI段階での問題状況を瞥見して(ニ)、 (06

新法 前史としてのJNPOに関するこの項をさしあたり閉じることと

する。

※イ主政 [2日JG]p116以「は、そのインパクトを、 1 法人格取得の7平易化、

2 民間非常利組織の阿家的if統性 (~i1、人将11 ':1のンンボリックな意

義)の主主得とそれによる刻、JddJRの可能性、 3. NP 0の社会的認知肢

の噌大、 4 行政とのパートナーンソブの拡大、の凶点に枠埋するが、

イ4高では、それらをも参酌しつつ、な止矧lドヰの悦点で以下の(イ)な，' 

し(ハjの c!に円格理したc

イ)民間非営利組織活動全体へのインパク卜

イ・ 1J丈P0i1、(人)は(卜記批判的中ιすから明きらかなような種々の問題
点 限界にもかかわられ、その制定後JJULにいたるまで、日本什会に

よって積恢的背疋的に受符され、いまや完全に定帯したということは内

定できないところであり、それを契機としての各位市民公益活動の両ま

りは円 d市のメデア報道からも十分現われるところである}そのようなぜ

昧でもそれが提起した、市民公益活動の什会的政i古的等のd者側面での拡

A:Th反に果たした忘義はきわめて大きいものがあったといえよう(佐

藤 ト掲は、 KPOU、(人)の社会的政ifi出J認知受容、 if統生確保と

して総括する ;ちなみに、内閣府HPのNPO法人認証統計、各稀X

POサポートセンタ一等から窺われる 1]1問立十五組織の1'/1発な1雨量UJ• 定着

はをの一証左]，

北法S8(4'38D)201i [lS8] 



叶究ノ ト

イ.2)しかし現時点では:'¥PO法(人)をめぐる状況は(上凶己 l認知JI受容」

のようなやや受身的な「巾民権JH 'Jの段階から)きらに fすんで、よ

り積極的に、中央政府・地ん白治体等による、行政側からの行政サ ピ

スへの制l史的取り込み、わ政との積梅的パートサーシ yプの構築、さら

には、行政以外の各種法制度への、法主体としての積極的役割付与・位

慣づけ等、公式的ピルトインが名方市で Fよみつつあるように臣、われる

(とくに、 I.，e認副統計からも窺われるように、相制 教育・まちづく
り 環境保護消費者保議等の分野。なお、佐藤上記 pl08のあげる例、

投ぴ本稿次取D-]も参版。なおまた、政治的にも、 NPOは供視でき

ないブレゼンスをも尭つつあることも周知の通り)。

ロ)理論的インパウト

またそれは埋論的にも、非合引J紺織 .u、人ないしその日動・経也等をめく

る問辿附究領域にたいし各!slイムパクトを与えてきていることも事実であ

る(日本NPO苧会をはじめと「る井組関連学会等のすも rlf、またいくつ

かの大学での閑辿専門州一究・教育の制度的反問、写はその証左打また例々の

学問分野としてはとくに、経常学 会計学経済学・社会学・政治学等につ

き、本稿 冒頭部分で計一「ふれたとおりむあるが、法律学へのインパクトに

閑vcは、税1'.1、以外は、私見によればなお 部にとどまるように恩われる
しかし、小止白身にとってはすくな〈とも、上述のように、本稿同j地に掲げ

るような組織)J、制論に多少なりとも本格的に取り組むきっかけは、本NPO

法制定のイムパク lなしには与えられないん

ハ)民法・公益法人制度ないし非営利法人・組織法制(ないし関連制度・シス

テム)へのインパクト

ハー 1)NP 0法は、既存の公益法人ないし非営利法人法制jが市民非百利活動

にとってのカベとして立ちはだかっている現快の打依・その克服(特JJIj

法による修正)という立法動機から間発し、内容的にも(卜品のような)

簡易迅速な法人格取得を中.L、とする 既存の公訴法人と枚ぶ川伺の非常

利法人類型を創出し、そしてまたそれを通じて結巣的にも、u:前からの

公訴法人法制に風穴をあけ、(すでに指摘されてきた上記制度的病珂現象

の克服もふくめ)改めてその制度治的な根本的見直しを迫り、 OE新法制

[lri9J ltiJとS8(4'388)2016



11 "云法人 i)制改革 (:;(¥()t;ノ↑ ) (J)批判ITl検討円1

Jだにつながる、世なくともひとつの原流にはなった、といえよろ υ 〔また

特別丘、戸の与語、非4丙長:1μ 人と ;-:POi1人rE1(!)政;i寸るi己勤ラJ吐'i'(ヲj

/刊何.~f長、での事実ムの読宇・緊張院係こいう事態も、守主足。〉伊i~U iJ， . 

非常利U、へ改立へのあ(，んな土~~~~rのイムパクト〆して汁i]>tふ可能性

も持説しえなv、日11北である}

ハ・ 2; と101'1:、i1、人・組織ω巾iそのむのむはな:く、その国;I22・)t]l芝に心謂

する余計朱11I正 叫巾にも、J¥p行;J、は、 ~O)~_~;促し得ないイシブリク

ンョンをもつものとはえよう それは、専門外泊えの京択を171勺Lつ")

も、しかし紙llir)) 制約等から結論だ IJ を筒潔 hこ湖 ~C-9 れば

'ヨドr~~ 手 '.1 来日様子.，c1十シスデムジ〉品Jト:1守塙33品却にっさ ( ;-.;IAのとおり}、

既干fのそれが 「官の監モf そie， ~干対応する官への十九t~tZJ会計〆ス子

ム J であったのに対 L、X!)0法乃もムでのご十システムは「情報公

開=社会的説町背任司司会計会スフム j に:B~ :fJ転視の1] i~J を t片山 9 る4.)

のである:と，

i~詩u-~団体にλ一ぃ rる寄同;復過税制につき、従来の L尺iJ、ないし特別

ま)矢抗法人のそれが、かの 特1司法人一刀式であったのL人Jし、

PO山のもとでは耕1たに IEt完NPO;方式がJ示ト引きれ、後者の F、

:¥ 

1 ル山高 ~U:ノ/伎なお r:' 検l すの?、記 入Lあるこ(よし吠、少なくとも、

そのたlI自の町立性・通明性シいう子崎きuS公平性〉いろ d口市(ζ十;i-↓主的

了ur!:しελべさもりであり、ひい「ぞれ辻、 c，丹新t去のもとでの4!??不:1
μ、人fJU!l税制lこも稲荷的イノパクトをあたえつつあること、 ト言l~ 政

府悦出~l}__"rーングゲループ中 IIJj{'抗日的基牛 Ji:司からも;;'，えできるとこ

ろであゐ(税(1)、即論的lはなお話めみてき問題ば:::f青している'.Lい

ことは、既述(平稿(1 本 l 見送3号52む(0)ヲl同丈互い〕

f旨摘する通つじあると Lても

1反省期」の問題状況

本:己戸羽で合作摘 J たようレ二、本f::;，4~筆時'.':C'-c-::: P 0;:去は施行段寸'-;:':こ 8

年余り花子科過仁、内問ν1.亨tt，!可によるん1Iレベルの'1p ()t;'F'からもm:

わオしるように、行政却での「認討-'-""i"の支務程Zへま子、'1P()測ではそのい:

立 活動予のJ:?1liです:際!こぶつか/二作法"11杓問題点 Y.-;えれらをめぐる'1完渇

グ〉育託、さりには、 FN，]j1l取り消:ハ刑事問点化、 rねん云人、 転そらじ法人等グ〉

二日社S8(4<l81)2C1S )6ハl



叶究ノ ト

不可チブ事例も恨(11され、これらの実際的社公的経験からみえてくる、|叶法

の問題占等についての、一種の!ぇ省期にあるように巴われる A そして折しも、

06新法の成、/・施行という新たな事態をむかえ、それとの慎み分け 共存(も

しくは組織間選択競争にさらされる立場わが不可;!iとなった現在の休制下

での、あらたな、法制見直しという心法論的課地にも直血している。|叶時に

また、税制にかんしての新た在勤I"Jも卜記のとおりであるべ

以|のような意味で、 KPO法とその関連制度ー実務も今日なお進化・変

化の過程にあるというべく、今後の社会的動IIIJが注同されるところである}

1(11 してまた、それらについての浬u10S'J深化のためのぷ謀担も山積しており、

本稿は06新法の牧l討を通じてその抹求(ひいてまたNPO法改止提百)のた

めの 翼を担おうとするものでもあり、それがまた06新法を羊忠とする本摘

がいミささか仔細に亘り「ぎるくらL吋ごiKPO法の枚l可に紙幅を害tl，.，たひ

とつの趣骨でもある。
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